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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史を生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは、県民のみならず国民的財産であり、

将来にわたつて大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターでは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業

によって止むを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってま

いりました。

本報告書は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に関連して、平成19年度に発掘調査された宮古市

八木沢Ⅱ遺跡及び八木沢ラントノ沢 I遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査により、人木

沢Ⅱ遺跡では、縄文時代中期の竪穴住居跡や貯蔵穴からなる集落跡、古代の集落跡などが検出され、

人木沢ラントノ沢 I遺跡では、縄文時代と推測される陥し穴状遺構が検出されました。中でも八木沢

Ⅱ遺跡では、時代によって集落の立地が異なることが判明しており、当該期における自然環境や生業

と集落の立地との係わりについて考えるうえで貴重な資料となるものであります。本書が広 く活用さ

れ、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その気護や活用、学術研究、教育活動な

どに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土交

通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会、山田町教育委員会をはじめとする関係各位

に深く感謝の意を表します。

平成20年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は岩手県宮古市大字人木沢第 3地割字中村129ほかに所在する人木沢Ⅱ遺跡、岩手県宮

古市大字八木沢第 8地割字駒込 7-1ほ かに所在する八木沢ラントノ沢 I遺跡の発掘調査成果を収

録 したものである。

2 本遺跡の調査は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に伴 う緊急発掘調査である。調査は岩手県

教育委員会事務局生涯学習文化課 と国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 との協議を経て、団

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施 した。

3 岩手県遺跡台帳に登録される八木沢Ⅱ遺跡 。人木沢ラントノ沢 I遺跡の遺跡番号と遺跡略号は次

のとお りである。

人木沢 Ⅱ遺跡     :遺 跡番号 L G43-0205、 遺跡略号 YGSⅡ -07

八木沢ラントノ沢 I遺跡 :遺跡番号 L G43-0279、 遺跡略号 YGSRI-07
4 発掘調査の調査面積、調査期間、調査担当者は次のとお りである。

人木沢 Ⅱ遺跡

調査面積 :7,500ピ 、調査期間 :平成19年 4月 12日 ～ 8月 10日

調査担当者 :阿部勝則 。人重畑ちか子 。横井猛志

八木沢ラントノ沢 I遺跡

調査面積 :700だ 、調査期間 :平成19年 10月 9日 ～10月 25日

調査担当者 :阿部勝則・八重畑ちか子

5 室内整理の整理期間、整理担当者は次のとお りである。

八木沢 Ⅱ遺跡

整理期間 :平成19年■月 1日 ～平成20年 3月 31日 、整理担当者 :阿部勝則 。人重畑ちか子

八木沢ラントノ沢 I遺跡

整理期間 :平成19年 12月 3日 ～12月 14日 、整理担当者 :阿部勝則 。人重畑ちか子

6 野外調査における基準点測量・写真撮影にあたっては次の機関に委託 した。

基準点測量 :釜石測量設計株式会社。航空写真撮影 :東邦航空株式会社。

7 遺物の分析・鑑定にあたっては次の機関に委託 した。

石材鑑定 :花闘岩研究会 (代表矢内桂三)。 炭化材樹種鑑定 :岩手県木炭協会。

λ化材の年代測定 と樹種同定 。種実遺体の同定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社。

8 発掘・整理・報告にあたっては次の方々にご指導 。ご協力いただいた (順不同・敬称略)。

斉藤邦雄・佐藤嘉広・菅 常久 櫻井友梓 (岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課 )、 竹下脂

男・高橋憲太郎・鎌田祐二・加納由美・安原 誠 。長谷川真・阿部 豊 (宮古市教育委員会)、 安

達尊仲 (田野畑村教育委員会)、 川向聖子 (山 田町教育委員会 )、 井上雅孝 (滝沢村教育委員会)、

田崎キクエ (地権者)。

9 本報告書の執筆は、 I章 調査に至る経過は、国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所に原稿

を依頼 した。Ⅱ章～V・ Ⅶ章は、阿部勝則・八重畑ちか子が分担 して執筆 した。文末に (氏名)を
記 してある。Ⅵ章は、鑑定委託先に依頼 した原稿を掲載 した。報告書の編集・校正は阿部 。人重畑

が行った。

10 本遺跡の調査成果は 、先に、『現地説明会資料』 (平成19年 7月 21日 )、 『平成19年度発掘調査報告

書』 (岩文振第524集 )な どに発表 しているが、本書の内容が優先するものである。

11 本遺跡の調査で得 られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。



例凡

1 掲載図版の構成

図版構成は、遺構 。遺物に分けている。遺構図版は、竪穴住居跡・竪穴状遺構・陥し穴状遺構・土坑・焼土遺構・

土器埋設遺構・溝跡・炭窯跡の順で種類毎に掲載 した。遺物図版は土器・土製品・石器・石製品・陶磁器 。鉄製品・

ガラス製品・植物遺存体の順に出土遺物の種類毎に図版を作成し、出土地点・層位 (上→下)を基準に掲載した。別

に出土地点別の遺物集成図も作成している。遺物の掲載番号は、掲載順に連香とし、図版。写真図版とも同一番号と

した。掲載遺物にはすべて観察表を付 した。観察表内の ( )内の数値は残存値、< >内 数値は推定値である。

2 掲載図版の縮尺

掲載図版の縮尺は以下を原則としたが 、一部変更 したところもあり、各図にスケール・縮尺を付 した。

a 遺橋図版

竪穴住居跡の平・断面図 :1/50、 炉跡の平・断面図 :1/30、 陥し穴状遺構・土坑の平・断面図 :1/40、 焼土

遺構・土器埋設遺構の平・断面図 :1/30、 溝跡の平・断面図 :1/100、 炭窯跡の平・断面図 :1/60。

b 遺物図版

土器 :1/3、 土製品 :1/2、 剥片石器 :1/2、 礫石器 :1/3、 石製品 :1/2、 陶磁器 :1/3、 鉄製品 :

1/3、 ガラス製品 :1/3。

c 写真図版

遺構の写真図版の縮尺は不定である。遺物の写真図版の縮尺は、概ね図版 と同一縮尺になることを基本として

編集 したが、一部変更 したところもあ り、各図に縮尺を付 した。

3 図版の凡例

図中に使用した記号と網かけの凡例は以下のとおりである。それ以外については、個々の図版毎に凡例を示している。
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調査に至る経過

八木沢Ⅱ遺跡・八木沢ラントノ沢 I遺跡は、一般国道45号宮古道路事業の事業区域内に位置してい

るため、当該事業の施工に伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道45号の線形不良及び降路箇所を解消し、増大する交通需要に対応

するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サービスの充実を図り、地域経済の発展・連携・交流の促

進のために、平成15年度から事業化している。

これに係る埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては、次のように進められた。人木沢Ⅱ遺跡につい

ては、平成17年 7月 15日 ～■月5日 まで試掘調査を行い、その結果、平成17年 12月 12日 付「教生第1338

号」にて岩手県教育委員会生涯学習文化課長より、宮古道路建設事業に関連する包蔵地として回答さ

れた。本発掘調査が必要となったことから、岩手県教育委員会と三陸国道事務所が協議を行い、財団

法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターに発掘調査を委託することとなったものである。

八木沢ラントノ沢 I遺跡については、平成18年 4月 21日 ～11月 21日 まで試掘調査を行い、その結果、

平成18年 12月 20日付「教生第1284号」にて岩手県教育委員会生涯学習文化課長より、宮古道路建設事

業に関連する包蔵地として回答された。本発掘調査が必要となったことから、岩手県教育委員会と三

陸国道事務所が協議を行い、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに発掘調査を委託す

ることとなったものである。

(国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 )
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遺跡の位置と立地

1 遺 跡 の位 置 と地 理 的環 境

本遺跡の所在する宮古市は岩手県の沿岸北部に位置 し、北西は岩泉町、西は川井村、南は山田町に

接 し、東側は大平洋に面 している。平成17年 6月 に田老町と新里村 と合併 してお り、面積約696.82面、

人口59,456人である (平成18年現在 )。 三陸海岸のほぼ中央に位置 し、漁業・港湾・観光を柱 に発展を

目指す、本州最東端の市である。

人木沢 Ⅱ遺跡は、宮古市八木沢第 3地割字中村129ほかに所在 し、宮古市の中央やや南側 にあ り、

」R山 田線磯鶏駅の南約2.8kmに位置する。人木沢川を下つた地点の海岸線からの直線距離は約3.5kmで

ある。同地点は北緯39度37分 1秒、東経141度55分56秒付近に位置する。

また、人木沢ラントノ沢 I遺跡は、同人木沢第 8地割字駒込 7-1ほ かに所在 し、」R山田線磯鶏駅

の南西約3.Okmに 位置する。人木沢川を下つた地点の海岸線からの直線距離は約 4 kmである。同地点は

北緯39度36分38秒、東経141度56分 3秒付近に位置する。

人木沢 Ⅱ遺跡および八木沢ラントノ沢 I遺跡は、国土交通省国土地理院発行 5万分の 1地形図「宮

古」 (NJ-54-13-3:平成 5年 12月 1日 発行 )、 同 2万 5千分の 1地形図「宮古」 (NJ-54-13-3
-1:平 成 8年 7月 1日 発行)の図幅に属する。 (卜可吉凸)

2 遺 跡 の立 地 と周 辺 の地形 ・地 質

宮古市の地形は、西側に北上高地が南北に連なり、その東縁が直接太平洋に張り出している山地・丘陵地

形が大半を占める。そのなかに閉伊川・八木沢川・津軽石川とその支流によって形成された谷底地形・イ巳濫平

野が分布する。なかでも,H井村の兜明神岳に源を発して東流する閉伊川が、市域のほぼ中央を西から東に向

かって流れ、太平洋に注いでいるが、この閉伊川の北側と南側によって宮古市域の地形は大きく分かれる。

遺跡の立地する場所は、地形分類上、小起伏山地に区分される。

また、地質分類上は、花商岩質岩石に区分される。

人木沢 Ⅱ遺跡は、閉伊川の南側に位置 し、南西から北東方向に向かって流れる人木沢川の支流によっ

て形成された谷底平野の南側の山地に立地 している。調査区の標高は46～ 90mである。調査区の範囲

は、東西約90m、 南北約350m、面積7,500∬ である。遺跡の現況は山林 と畑地である。

人木沢ラントノ沢 I遺跡は、人木沢川西岸の山地に立地 している。調査区の標高は35～ 45mで ある。

調査区の範囲は東西約15m、 南北約45m、 面積700∬ である。遺跡の現況は山林 と畑地である。

ふたつの遺跡の今回の調査区は、いずれも三陸縦貫自動車道宮古道路建設予定地部分である。 (阿部 )

3周 辺 の 遺 跡

宮古市の遺跡数は、平成17年 に合併された旧新里村地区、旧田老町地区を含め、579遺跡にのぼる。

第 5図は平成17年 12月 31日 時点における岩手県遺跡検索システム (註 1)に掲載されているもので、

本遺跡周辺に分布する遺跡を図示 したものである。それに加えて、近年の三陸縦貫自動車道宮古道路

建設事業に係 り、分布調査で新たに把握された試掘段階の遺跡や、新たに登録された遺跡 も掲載 した。

第 5図の図幅内 (南北20km、 東西16km)に 登録されているのは250遺跡を数える。 (第 1表参照 )

この地域は、縄文時代から近世までの遺跡が分布 してお り、縄文時代がlM遺跡、古代 (奈良・平安
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Ⅱ 遺跡の位置と立地

とされたものも含む)86遺跡、中世27遺跡、近世が 4遣跡を数える (註 2)。

縄文時代は、早期から晩期までの遺跡が確認されている。早期は菅ノ沢遺跡 (22)、 小沢貝塚 (43)な どで、

土器片が確認されている程度であるが、前期に入ると徐々に竪穴住居跡をもつ遺跡数が増え、中期になると、

遺跡数、遺物量ともに最盛期を迎える。磯鶏蝦夷森貝塚 (131)や上村貝塚 (128)、 近内中村遺跡 (24)など

の比較的規模の大きい集落や、その反対に、2～ 3棟の小規模な集落も数多く営まれるようになる。後・晩期

になると、遺跡数は減少するものの、近内中村遺跡 (24)の ように後期後半から晩期前半の遺構・遺物が

大量に検出されるといった大集落が認められる。古代、特に平安時代に入ると、再び遺跡数が増加し、集

落内に鍛冶炉、鉄淳、輔の羽口など、鉄生産に関連する遺構 。遺物が、特徴的にあらわれる。鰹沢遺跡

(138)、 青猿 I遺跡 (馳)など多くの遺跡でみられ、特に島田Ⅱ遺跡 (158)は 当該期の岩手県内屈指

の鉄生産遺跡であることが指摘されている。そして、中世に至ると、山口館、重茂館など、城館跡の増加

が特筆され、登録されている27件の遺跡のうち、城館跡は22遺跡を数える。いずれも河ナ||や 急峻な斜面を

自然要害として利用し、平場や空堀を構築するものである。本遺跡周辺には、八木沢古舘 (159)、 八木

沢新館遺跡 (156)が あり、人木沢氏に関わるものと考えられている。近世に入ると、遺跡数は減少し、黒

森町 I遺跡 (42)で 鋳物工房跡、磯鶏沖 (136)で台場跡が検出されている程度である。

次に、第 5図の図幅内に図示 しえた250遺跡の中から、本遺跡と同時期である縄文時代の集落及び、

古代の集落の特徴について主に立地の観点から概観する。

縄文時代

縄文時代の遺跡は、北上山地から山地・支脈が延びて形成 している山地・山岳地帯が大部分 を占め

る宮古地区特有の地形を反映 して、その立地に3つの傾向が認められる。第一に臨海性の小丘陵上に

位置するもので、上村貝塚 (128)、 鍬ケ崎館山貝塚 (61)、 金浜館 (182)な どがあげられる。上村貝

塚では中期の竪穴住居跡11棟、鍬ヶ崎館山貝塚では中期の住居跡 7棟が検出されている。金浜館では

フラスコ状土坑が47基検出されているため、周辺に大規模な集落の存在が推定されている。これ らは

小丘陵上で広い平坦面や緩斜面を利用 して、比較的大規模な集落を形成することが多い。

第二に西流する大河川である閉伊川にそそぐ山口川、近内川などの中河川が形成 した、谷底平野及

び氾濫平野に立地するもので、近内中村遺跡 (24)、 高根遺跡 (13)、 菅ノ沢遺跡 (22)、 小平 I遺跡

(14)な どがあげられる。この場合、周辺の山地から山口川、近内川に流れ込む小河川や沢が形成す

る崖錘性扇状地や緩斜面に立地する場合もあ り、その規模によっては縄文中期から晩期までの拠点集

落ともいうべ き近内中村遺跡や、中期の竪穴住居跡19棟 を検出した小平 I遺跡のように大集落を形成

する場合 もある。これらは閉伊川より北部の千徳丘陵域に多 くみられる。

第三に人木沢丘陵、千徳丘陵、花輪山地などの小起伏山地のやせ尾根上に立地するものである。当

八木沢 Ⅱ遺跡はこれに分類されるものであ り、他には狐崎 Ⅱ遺跡 (73)、 木戸井内Ⅳ遺跡 (106)、 人木

沢駒込 Ⅱ遺跡 (165)(現在整理中)な どが上げられる。これらは尾根上あるいは尾根先端の緩斜面の

狭い範囲を利用するため、竪穴住居跡が 2～ 3棟程度の小規模な集落が多い。

また、縄文時代には遺跡内でも遺構別に立地の違いがみられる。住居跡と貯蔵穴はセットで確認さ

れることが多いが、前述 した金浜館遺跡のように、貯蔵穴群のみが検出された例がある。墓墳につい

ても上村貝琢では、竪穴住居跡内から人骨を伴った墓墳が検出される例がある一方、菅ノ沢遺跡のよ

うに、墓娠群 として単独に確認されている遺跡 もある。これらは、集落が大規模化すると、住居跡群

と貯蔵穴群及び墓壊群を区分する傾向をもつようになると考えられる。また、陥し穴状遺構に関 して

は、居住の場、狩猟の場 と区分されることが多 く、集落跡 と離れたところから検出される。また尾根

上・斜面・低地と、あらゆる地形に設置する。この立地の差異は、遺構の形状の違いとあわせて、時
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3 周辺の遺跡

期差や、狩猟対象、狩猟方法の違いを反映 している可能性がある。

古代

古代の遺跡は、岩手県遺跡検索システムをみると、縄文時代の山地・丘陵上にある遺跡 と共伴する

例が多 くみられる。他地域においては、古代になると、低地に集落が移動するのが一般的な傾向とし

て認められるが、宮古地区ではそれとは異なる様相を示 してお り、むしろ、縄文時代の第二の特徴 と

してあげた、山口川・近内川などの中河川流域の、比較的標高の低い地域には、古代の集落が営まれ

なくなり、標高の高い尾根上や斜面に立地するものが多いのが特徴である。以下で事例を挙げながら、

縄文時代の集落との立地の相違点を見てい く。

まず、縄文時代 とも共通する立地である臨海性の小丘陵上にある遺跡は、上村貝塚 (128)、 鍬ヶ崎

館山貝塚 (61)な どがある。上村貝塚は奈良～平安時代の住居跡が16棟、欽 ケ崎館山貝塚は平安時代

の住居跡 3棟が検出されている。この場合、比較的広い平坦面を利用 してお り、集落の立地という点

では、縄文時代 と大 きな変化はみられない。

次に山地・丘陵部の尾根上に集落が築かれているのは、島田Ⅱ遺跡 (158)、 磯鶏館山貝塚 (137)で あ

る。これらは縄文時代のやせ尾根上に営まれる集落と立地的には共通 しているが、より平坦部の広い尾

根上を選択 しており、集落の規模 も10～30棟程度と飛躍的に大きくなる。そしてもうひとつ特徴的なのは、

同じ山地、丘陵部の尾根から谷 (洞)に下る斜面上に立地する集落が増加することである。当八木沢Ⅱ

遺跡もこれに分類され、他に鰹沢遺跡 (138)、 木戸井内Ⅳ遺跡 (106)があげられる。その谷は低地面が

比較的広 く、開けた谷部であることが多 く、それを見下ろす形の斜面部から竪穴住居跡が検出される。

鰹沢遺跡では、奈良時代から平安時代までの住居跡32棟が検出されており、それは時代が下るとともに、

緩斜面から急斜面に進出して集落を営む傾向があると指摘されている (註 2)。 これらの尾根上や尾根か

らの斜面部に立地する遺跡は、竪穴住居跡とともに、その内外に製鉄関連の遺構 (製鉄炉、大鍛冶炉、

小鍛冶炉など)を伴うことが多い。そのため鉄生産関連の職人の移動と関連づけて考えられている(註 3)。

以上みてきたように、縄文時代 と古代の集落は、ともに山地・丘陵上を好んで営まれるという点で

は一致する。 しか し、それは前述 したこの地区特有の地形 とともに、古代になって、社会的に鉄生産

の重要性が増 して くる中で、砂鉄が採取できるこの地域としての特異性によるものであ り、土地選択

の要因 となる背景 は大 きく変化 している といえる。

言主

(1)報告書一覧 41

(2)2時期以上を含む複合遺跡は重複して数えた。

(3)報告書一覧 27

4基 本 土 層

(人重畑 )

八木沢Ⅱ遺跡は、調査区が北東～南西方向に長さ350m× 幅90mと 細長く、また尾根部と谷部が連続

する複雑な地形であることから、尾根上と裾、谷部など地形に応じて6箇所で基本土層の確認を行っ

た。地点により若千の差がみられるが、各観察地点の上層の堆積状況と基本土層は次のとおりである。

(1)各観察地点の土層の堆積状況 と遺構検出面

遺跡の現況は山林で、調査区には伐採した立木の搬出のための作業道が縦断していた。調査区内の上

層の雄積をみると、尾根部の上(観察地点②・④・⑤・⑥)や斜面部ではI層直下でⅢ層またはⅣ層が確認さ

れた。よってⅢ層または、Ⅳ層が遺構検出面となった。斜面裾や谷部(観察地点①・③)ではI層直下にⅡ
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第 1表 周辺の遺跡一覧表

触
配

遣跡コード
遺跡名 種別 時代 時期 報告書

h

1 1365 141館 Ⅱ 散布地 縄文 弥生 古代

2 1388 柵館 ] 散布地 縄 文

3 2347 与茂子 I 散布地 縄文

4 2385 与茂子 Ⅱ 散布地

5 2387 桜 木 救布地 糸電文 古代

6 アサナイ沢 散布地 縄文 古代

7 1068 蜂 ヶ沢 Ⅱ 散布地

8 蜂 ヶ沢 Ⅳ 散布地

9 蜂 ケ沢 Ⅲ 散布地

10 小平 Ⅲ 散布地 縄文

11 1233 牛 沢 散布地 4亀文

12 1234 小平 Ⅱ 散布地 冷亀文

13 1253 高 根 土坑墓群 縄 文 19  27

14 1255 小平 I 散布地 縄文 5

15 1295 赤畑ラ尺 散布地 縄文 近 世 2

16 1309 南沢 I 散布地

17 1326 黒森 散布地

18 23 1332 黒森山 寺院跡

寒風 集落跡 縄 文 古 代 1  17

20 1364 黒森マギ沢 散布地 縄 文

2021 柵館 I 散布地 紀 文

菅ノ沢 集落跡 縄文 古代

2055 横 川 散布地

近内中村 集落跡 縄文 弥生 古代 40

2104 虫争ケJR I 集落跡 組支 古代

近内踊場 散布地

2162 近内館 城館跡 中 世

2194 近内自石 I 製鉄跡

近内大館 城館跡 中 世

近内白石 Ⅱ 散布地 縄文 古代

赤畑 集落跡 縄 文 近 世 2  31

2231 山口駒込 Ⅱ 集落跡

2244 山口駒込 】 集落跡 縄 文 奈 良

2246 天神山 散布地 縄文 古代 弥生

2282 延所 散布地 縄 文

は1回 館 城館跡 中 世 古代
6 10
31 34

37 2323 拝股峠 集落跡 縄 文

2325 小沢 V神龍石 散布地 祭祀跡 紀文 古代

2336 小沢Ⅳ人形鼻 布 地 縄文  古代

2346 小沢皿石倉平 布 地 縄 文

2353 拝殿 ケ沢 布 地 縄文  古代

2362 黒森町 I 屋鞭跡 鋳造遺跡 近 世

2377 小沢貝塚 貝塚 縄 文

1000 早稲栃 V 散布地 紀 文

1020 早稲栃Ⅳ 散布地 縄 文 17

佐原 集落跡 縄 文

平松 I 集落跡 縄 文

1184 平松 B 散布地 縄文

平松 Ⅲ 散布地 縄文

2003 日の出町 I 散布地 縄文

51 必 2033 日の出町 Ⅱ 散布地 糸電文

「D2 2044 日の出町 Ⅲ 散布地 縄 文

2076 沢 田 I 散布地 古代

「04 2080 小沢 Ⅱ大上 散布地 縄文

2087 沢 田 ] 散布地

2111 熊野町 番屋跡 ? 中 世

日影町 I 散布地 縄文

蟄 2158 井戸 ケ洞 集落跡 縄文

2175 日影町 Ⅱ 散布地

21箭 鍬 ケ崎館 (館 山) 城館跡 中 世

2184 鍬 ケ崎館山貝塚 集落 E・IN 貝塚 縄文～中世

2190 小山根 散 /F地 縄文 弥生 古代

下根市 散布地 縄 文

64 2333 田鎖館 (三 合並館) 城館跡 中 世

2358 田 鎖 散布地 縄文 古代

33 0087 室井沢 I 散布地 縄文 古代

33 0099 神囲沢 散布地 縄文 古代

33 近内寺本 散布地 縄文 古代

33 近内寺本 散布地 古代

約 千徳城遺跡群 城館跡 奈良 平安 中世 13  24

0202 青猿 Ⅱ 散布地 縄文 古代

72 0207 狐 崎 集落跡 縄文 奈良 平安

73 0218 泉町狐崎 Ⅱ 集落跡 縄文 奈良 平安

馳 0220 青疲 ] 集落跡  製鉄跡 縄文 平安 と8 24

載

ｏ

掲

Ｎ

遣跡コード
遺跡名 種別 時代  時期 報告書

No

0222 青猿 Ⅱ 集落跡 弥生 平安

0225 長根 Ⅳ 散布地

0226 長根 V 散布地

路 長根 Ⅲ 散布地 古代

0236 長根寺 I 集落跡

0229 泉町狐崎 Ⅲ 散布地

0245 長根 ] 散布地 古代

0247 長根寺 B 散布地 縄文 古代

0253 長根 I 辞集墳 弥生～中世 3

0257 長根寺Ⅲ 散布地 縄文 古代

0321 泉町狐崎 I 散本地 古代

0311 甲専山奇I 集落跡 吉代

0322 甲専J奇 ] 散布地 古代

0340 笠間館 城館跡 中 世

0385 横 山 集落跡 貝塚 古代

室井沢 Ⅱ 散布地

板屋 I 散布地

板屋 コ 散布地

1237 岩ケ沢 散布地 縄文 古代

木戸井内 散布地 糸亀文

33 1370 小山田館 城館跡 中 世

33 を380 月ヽ山田 I 散布地 古 代

1389 小山田Ⅲ 城館跡 中 世

98 2086 松山館 城館跡 古代 中 世

99 2162 松日1下谷地 散布地 紀 文  古代

松山大地田沢 集落跡 古 代

Lま 呈Ⅱ 集落跡 縄文  古代

2197 まヽ里 I 集落跡 縄 文 盲 代

木戸井内 Ⅱ 散布地 古 代

2227 木戸井内皿 散布地 縄支  弥生

2260 隠里Ⅷ 散布地 糸電文

2263 木戸井内Ⅳ 集落跡 古代  縄文 12  38

2288 人木沢守 ノ越 Ⅱ 散布地 縄 支

2292 隠里 Ⅲ 集落跡 組支  古代

小 日I田 Ⅱ 散万地 古 代

110 2343 猿楽峠 散布地 古代  縄 文

111 2349 磯鶏竹洞 Ⅱ 集落跡 縄 文 占代

112 235」 人木沢守ノ越Ⅳ 散布地 組 文  古代

113 2372 人木沢守ノ越Ⅱ 散布地 縄文  古代

114 可能性あ①

115 可能性あ り@
34 黒田館 城館跡 中 世

117 0122 夏保 散布地 縄 文

鍬 ケ崎仲町 散布地 縄 文

0124 鍬 ケ崎上町 散布地 紀 文

120 光岸地 集落跡 貝塚

藤原上町 I 散布地 縄文  古代

藤原上町 ] 集落跡 奈 良

1045 藤原上町Ⅲ 散布地 縄文  古代

124 1047 磯鶏石崎 散布地 縄 文 古 代

1073 小沢田 貝塚 縄 文 古 代

1075 早 坂 貝塚 縄文  弥生

1084 上村 1 散布地 縄 文 古 代

1085 上村貝塚 集落跡 貝塚 縄文 ～平安 4

1091 上村 Ⅲ 散布地 縄 文 古 代

2001 上村Ⅳ 散布地 縄 文 古 代

2007 磯鶏蝦夷森貝塚 貝塚 縄 文 古 代

磯鶏竹洞 I 集落 PIl 平 安 古 代

2076 仏沢 I 散布地 古 代

島田 〕 集落跡 平 安 16

仏沢 Ⅱ 集落跡 縄 文 平安

磯鶏 ,中 台場 近世  中世

2155 磯鶏館山 集落跡 城館跡 縄文 ～中世 22  30

0355 鰹 沢 集落跡 平安  奈 良

0384 花輪館 城館跡 中 世

1312 程久保 城館跡 中 世

1395 下折壁 B 城館跡 中 世

142 2326 下折壁 I 布 地 縄 文

2391 中折壁 I 布 地 縄 文

2398 下大野 I 布 地 縄 文

0044 真木田 散布地 縄 文

146 0102 七所沢 I 散布地 古 代

147 0122 七所沢 ] 散布地 縄 文

148 0138 隠里 Ⅶ 散布地

149 七所沢 Ⅱ 散布地 縄 文

Ⅱ 遺跡の位置と立地
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3 周辺の追跡

螂
沌

遺跡コード
遺跡名 種 別 時代 時期 報告書

150 0200 隠里Ⅳ 散布地 縄文 古代

43 0205 人木沢 Ⅱ 散布地 縄 文 11

1磁 0212 隠里 V 散布地 古代

0230 隠里 Ⅵ 散布地 古代

1酔 八木沢Ⅲ 生産遺跡 古代

155 入木沢守 ノ越 ] 散布地 縄文

156 0312 八木沢新館 城館跡 中世  近世

157 0330 入木沢 I白 山下 散布地 縄文

158 0338 島田Ⅱ 集落跡 古代 789
0357 人木沢古館 城館跡 中世

向沢 散布地 み電文
1040 鱒沢館 城館跡 中 世

1042 鱒沢 I 集落跡

1073 鱒沢 Ⅱ 散布地 率亀文

1206 八木沢駒込 I 集落跡 縄文 古代 12 37
1244 八木沢駒込 Ⅱ 散布地 縄文 ユI

1257 入木沢野来 集落跡 縄 文 11

1369 高浜Ⅳ横須賀 散布地 縄 文

1398 高浜 V下地神 散布地 縄文

2068 大谷地Ⅲ 散布地

lmЭ 2076 大谷地 IV 散布地 *電文

大谷地 I 散布地 ホ電文

下大谷地Ⅵ 散布地 孝亀文

大谷地 D 集落跡 率亀文

174 2204 下大谷地 Ⅱ 集落跡 率亀文

2206 下大谷地 I 散万地 ネ亀文 11

2209 賽ノ神 散布地 縄 文 11

2222 下大谷地 Ⅲ 散布地 縄文

2233 下大谷地 Ⅳ 散布地 縄文

2264 下大谷地 V 散布地 縄文

金浜堤 ケ沢 製鉄跡

高浜 Ⅵ地榊 散布地 縄文

金浜館 城館跡 中 世 15

183 金浜 ] 散布地 縄 文

184 2363 金浜 Ⅱ 集落跡 古代

2384 金浜 Ⅲ 散布地 縄文 古代

186 2394 金浜 Ⅳ 散布地 縄 文

2353 可能性 あ り

188 234] 可育贄1■ あ り

・43 可能性 あ り

190 可能性 あ り

43 可能性 あ り

192 2229 可能性 あ り

193 八木i尺 ラントノ沢 I 11  12

194 43 可能性 あ り 11

と95 可説性 あ り 11

196 43 0364 八木沢 中田

197 44 磯鶏 中谷地 散布地 古 代

198 44 0095 高浜 I坂ノ下 散布地 券亀文

0268 白浜 I 散希地 縄 文

44 0287 白浜 ll 散布地 糸電文

0351 白浜 I 集落跡 率巳文

202 高浜■今ヶl同 散布地 率亀文

44 1032 高浜 Ⅲ熊野 散布地 率邑文

1155 堀 内 I 散布地 縄

1209 白浜 Ⅳ 散布地 縄

123麹 白浜太 田浜 〕 散布地 縄

1247 白浜太 田浜 Ⅱ 散希地

1271 自浜太 田浜 □ 散布地 縄 文

1282 白浜大 田浜 Ⅳ 散布地 縄 文

1290 白浜大 田浜 V 散布地 縄 文

白浜 V 散布地 縄 文

堀 内 □ 散布地 縄 文

堀 内 V 支布地 縄 文

堀 内Ⅳ 布 地 縄 文

2290 堀 内Ⅲ 散 /F地 縄 文

0328 下大野 Ⅱ 散布地

中大野 I 散布地

中大野 Ⅱ 散布地

0357 上大野 I 集落麻 縄 文

220 0379 長沢横街道 Ⅱ 散布地

0387 上大野 Ⅱ 散布地 縄 文

222 上大野 Ⅲ 散布地

223 1306 上大野 Ⅳ 散布地 古代

開 大谷地 V 散布地 縄 文

爾
配

貴跡コート
遺跡名 種別 時代  時期 報告書

LG No

225 「o3 0060 長沢横 街道 I 散布地 縄文

226 53 0072 長沢橋街道 Ⅲ 散布地 粋電文

53 0246 馬越 Ⅱ 集落跡 古代

228 0268 馬越 I 散布 地 縄文 古代

229 0313 金浜 V 散布地 縄文

0382 山山奇健 城館 跡 中世

1093 長沢橋街道 Ⅳ て布地 縄 文

1194 根井沢寺 ヶ沢 て布地 古 代

1207 津 r■
X石夫森 散布 地 縄 支

1225 沼 里 集落 i

沼里館 lFxl 中 世

1273 根井沢穴 田 I 散 布

237 「D3 1281 根井沢穴 田 Ⅱ 散 希 縄 文

根井沢穴 田皿 散 布 縄 文

1389 久保 田 散布地

2201 根井沢 穴日Ⅳ 散布地 縄 文

241 2205 高平館 城館跡 中 世

242 FD4 0089 赤前 V柳沢 散 布地 14  32

243 Й 小堀 内 I 集落跡 縄文 弥生

244 F。 4 0123 小堀 内 I 散本地 縄 文

翻 0142 小堀 内 lll 散布地 縄 文 奈 良

246 翻 0160 赤前Ⅵ釜屋 ヶ沢 散布地 縄文 古代 14  32

54 1008 赤前Ⅳ人枚田 集 落跡 縄文 平安 14  32

248 解 赤前Ⅲ 集落跡 縄文 平安 14  32

249 54 赤前館 城館跡 中 世

醜 1072 赤前 I牛子沢 散布地 縄 文 14  29

周辺の遺跡 報告書一覧表

着手県埋蔵文化財セ ンター

集 報告書名 年

1 第43集 寒風遺跡発掘調査専R告書』
2 第142集 赤畑遺跡発掘調査報告書』 1989

3 第145集 長根I遺跡発掘調査報告書』 1990

4 第158集 上村貝塚発掘調査報告書』 1990

5 第299集 小平 I遺跡発掘調査報告書』 1999

6 第310集 山回館跡発掘調査報告書』

7 第337集 島田Ⅱ遺跡試掘調査報告書』 1999

8 第368集 島田Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 2001

9 第450集 島田Ⅱ遺跡第2～ 4次発掘調査報告書』 2004

第485集 山口館跡発掘調査報告書』 2006

11 第490集 平成17年度発掘調査報告書』 2006

第505集 平成18年度発掘調査報告書』 2007

富古市教育委員

第 2集 宮古市千徳潰豚発掘調棚 穀 ‖ 1980

14 第 5集 赤前遺跡辞第1次 第2次発掘調査』 1984

第 7集 釜浜館跡』 1986

第10集 申谷地  島田潰跡』 1987

17 第12集 風 早稲栃 Ⅳ損跡 J 1987

第14集 猿I 下在家Ⅱ 千徳城遠跡群』 1988

第19集 高根遺隊』 1989

第20集 狐 W奇 Ⅱ遺跡』 1989

第22集 狐 W辞遺跡』 1990

第24集 機 鶏館 山過跡 ―第 2貌調呑 1990

第25集 1990

第27集 青猿 I遺跡  千徳城遣跡群 J

第28集 熊野町遺跡』 1990

第32集 黒森町 I遺跡 J 1992

第33集 高根遺跡 ―第 2及調制 1992

第34集 鰹沢遺跡』
第42集 赤前 I年子沢遺跡 J

第43集 磯鶏館 山遺跡』

第51集 赤文B 天和 山 山口籠 跡 J

第53集
小堀内Ⅲ 赤前Ⅲ 赤前Ⅳ八枚田 赤前V柳沢 赤前Ⅵ金
ケ沢遺跡』

1999

第56集 本戸井内Ⅱ 木戸井内Ⅲ 上村Ⅲ遺跡』 1999

第57集 山口館跡』 2002

第58集 小沢Ⅱ大上遺跡』 2002

上根井沢I遺跡、沼里遺跡』 2003

37 第67集 八木沢古館 八木沢中田 八木沢駒込I遺跡』 2006

第68集 戸井内Ⅳ潰跡 J 2006

第69集 ノ沢損跡』 2006

「近内中村遺跡―第 1次 ～ 7次発掘調査の概要―』

中石 :県教育聾 筈事務局

岩手県遺跡
'

月31日 現在 |

索システム (宮 古地方振 興局 )バージヨン105(平成 17年 12
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第 1図 遺跡位置図
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4 基本土層

墓 中起伏山地
に 砂礫段丘 I

‐ 小起伏山地
囲

扇状地

□ 丘陵地

磯 旧河道

隠 自然堤防

医0物 浜及び河原

ほ::::::1人口改変地

●八木沢Ⅱ遺跡

O八木沢ラントノ沢I遺跡

0          1 :50,000     2に m

Ⅷ 山麓地及び緩斜面
 llllllllllM崖 錐性扇状地

‐ 砂礫段丘Ⅲ

磯 谷底平野及ω巳濫平野 国霊霊藝裸出砂丘、砂嘴、砂州

‖ 海岸平野及び三角州 □ 崖

第 2図 遺跡周辺の地形分類図
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Ⅱ 遺跡の位置と立地
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竃
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第 3図 遺跡周辺の地質分類図
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4 基本土層

岩 泉 町

代＼′念 1

太 平 洋

イ  ,
宮昔潜

。 人木沢Ⅱ遺跡

。 人木沢ラントノ沢 I遺跡

… 周辺の遺跡 ,図幅範囲

0            5にm

第4図 宮古市域図

層の堆積が確認された。このⅡ層は遺物をほとんど含まない層であるが、調査では、この層より焼土遺構や若

干の遺物を確認している。よって谷部では、Ⅱ層上面を1次検出面、Ⅲ層上面を二次検出面とし、Ⅱ層が

厚く堆積するところは、段階的に掘り下げて遺構の確認を行った。

人木沢ラントノ沢 I遺跡の基本土層の堆積状況と遺構検出面は八木沢Ⅱ遺跡 と同様である。

(2)基 本 土 層

遺跡の基本土層の色調・層厚・土性などの特徴は、以下のとお りである。

I層 10YR 2/2 黒褐色 層厚10～ 110cm シル ト 締 り疎 現表土 (盛土、漸移層含 )

Ⅱ層 10YR 3/4 暗褐色 層厚20～ 120cm シル ト 締 り中 (谷部の一次検出面 )

Ⅲ層 10YR 5/6 責褐色 層厚20～40cm 粘土 締り密 地山(尾根部の一次検出面、谷部の2次検出面)

Ⅳ層 10YR 8/2 灰黄褐色 層厚50cm以上 マサ土 基盤の礫層に続 く(尾根部の二次検出面 )
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Ⅱ 遺跡の位置と立地
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第 5図 周辺の遺跡分布図
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黒 色  ンル ト 締 まり密 炭化物 3%合。
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Ⅲ 10YR 6/4 にぶい黄橙色 粘土
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マサ土 締 まり密 遺構最終確認面。
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基本土層⑥ F― F'

層位   色調    土性
Ia 10YR 3/4 暗掲色  シル ト

締 まり疎 植根多量に含 表土。
Ib 10YR 2/2 黒掲色  シル ト

締 まり疎。
Ⅲ a 10YR 7/6 明黄褐色 シル ト質粘土

締まり中 遺構確認面。
Ⅱb 10YR 5/8 黄褐色 粘土

締まり中。
Ⅳ  10YR 8/2 灰白色 マサ土

締 まり密 角質化 しブロック状 に

剥離する 岩盤。

0   1 :40   1m

基本土層② B一 B'

層位   色調    土性
1  75YR 2/3 極暗掲色 ンル ト 締 まりやや疎 植根多量に含 表土。
Ш a,10YR 5/2 灰黄掲色 ンル ト質粘土 締まり中 細砂含 遺構確認面。
皿b.10YR 6/4 にぶい黄橙色 粘土 締まり中。
Ⅳ  10YR 8/2 灰白色 マサ土 締 まり密 遺構最終確認面。

⑤
E L=93800m  壁

―彰 ノ ⌒ ｀
じ

Ⅳ

基本土層⑤ E― E'

層位   色調    土性
1 10YR 2/2 黒褐色 ンル ト

締 まり疎 植根多畳に含 表土。
Ⅲ 10YR 5/8 黄掲色 粘土

締 まり中 上層は I層 の影響 を

受けて汚れている。
Ⅳ 10YR 8/1 灰自色 マサ土

締 まり密。
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皿 調査 。整理の方法

1野 外 調 査

(1)調査区の設定と遺構の命名

① 八木沢Ⅱ遺跡

調査区の地区割にあたつては、平面直角座標 (第 X系 :世界測地系)に合わせた基準点をもとにし

て、調査区全体にメッシュがかかるようにグリッドを設定した。設定した基準点・補点の座標値 (世

界測地系)は、以下のとおりである。

基準点 l X=-41,772.000  Y=94,200。 000  H=94.044m

基準点 2 X=-41,772,000  Y=94,248.000  H=84,726m

補  点 l X=-41,820。 000  Y=94,284.000  H=68,273m

補  点 2 X=-41,820.000  Y=94,316.000  H=58。 71lm

補  点 3 X=-41,940.000  Y=94,380.000  H=67.341m

補  点 4 X=-41,940,000  Y=94,400.000  H=66.217m

グリッドは、原点 (X=-41,660.000、 Y=94,160.000)を 北西側隅にして、40m四方の大グリッドを

設定し、さらに4m四方の小グリッドを設定した。グリッド名は、大グリッドは北から南に向かって I。

Ⅱ・Ⅲ (ロ ーマ数字)…・、西から東に向かってA・ B・ C(ア ルフアベット大文字)中 0と し、小グリッド

は北から南に向かって 1。 2・ 3(ア ラビア数字)中●、西から東に向かってa・ b・ c(アルファベット小

文字)―。とした。それぞれの組み合わせで IAla・ IBlbグリッドの区画名を付し、区画左上の杭を

もって、その区画のグリッド名称を表した。

② 八木沢ラントノ沢 I遺跡

調査区の地区割の方法は、八木沢Ⅱ遺跡に準じている。

(2)遺 構 の 名 称

検出された遺構の名称は、遺構の種類に応じてアルファベットで略号化し、検出順にそれぞれ呑号

を付けて、S101'SK02の ように命名した。精査の過程や終了後に検討した結果、遺構ではないと判

断したものや、遺構の種類を変更した番号については、混乱を防止するために欠呑とした。本調査で

使用した遺構略号と遺構名は以下に記したとおりである。報告にあたっては、現場で命名した遺構名

をそのまま使用しているため一部欠番を生じている。

SI:竪穴住居跡、SKI:竪穴状遺構、SK:陥 し穴状遺構・土坑、SN:焼土遺構、SZ:土器埋設

遺構、SDi溝跡、SWi炭窯跡

① 八木沢Ⅱ遺跡

検出された遺構種別・検出数 。遺構名は以下に記したとおりである。なお、遺構名の一覧表は第 2

表に記した。

遺構種別 :検出数 :遺構名

竪穴住居跡 6棟 :S101・ 02・ 03・ 04・ 05・ 06

竪穴状遺構 2棟 :SK101・ 02
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第 2表 遺構一覧表

No 遺構名 種 別 No 遺構名 種別 NO 遺構名 種別 No 遺構名 種別

1 S 竪穴住居跡 SK30 陥 し穴状遺構 SK15 土坑 SN02 焼土遺構

2 S 竪穴住居跡 SK01 土 坑 SK16 土坑 SZ02 土器埋設遺構

3 S 竪穴住居跡 SK03 土 坑 SK17 土坑 SZ04 土器埋設遺構

4 S 竪穴住居跡 SK04 土坑 SK18 土坑 SD01 溝跡

5 S 竪穴住居跡 SK05 土坑 SK19 土坑 SD02 溝 跡

6 S 竪穴住居跡 SK06 土坑 SK21 土坑 SD03 溝 跡

7 SK101 竪穴状遺構 SK07 土坑 SK23 土坑 SD04 溝跡

8 SK102 竪穴状遺構 SK08 土坑 SK24 土坑 SD05 溝 跡

9 SK02 陥じ穴状遺構 SK09 土 坑 SK26 土坑 SD06 溝跡

SK14 陥し穴状遺構 SK 0 土 坑 SK27 土坑 SD09 溝 跡

SK20 陥 し穴状遺構 SK l 土坑 SK28 土坑 SW01 炭窯跡

SK22 陥じ穴状遺構 SK 2 土 坑 SK29 土坑 SヽA「02 炭窯跡

SK25 陥じ穴状遺構 SK 3 土坑 SN01 焼土遺構

l 野外調査

陥し穴状遺構 6基 i SK02・ 14・ 20・ 22・ 25。 30

土 坑24基 :SK01・ 03・ 04・ 05'06・ 07・ 08,09。 10。 ■・12・ 13・ 15。 16・ 17・ 18・ 19。 21・

23 ・24・ 26・ 27・ 28・ 29

焼土遺構 2基 i SN01・ 02

土器埋設遺構 2基 :SZ02・ 髄※01・ 03欠呑

溝 跡 7条 :SD01・ 02・ 03・ 04・ 05・ 06・ 09※ 07,08欠番

炭窯跡 2基 :SW01,02

② 八木沢ラントノ沢 I遺跡

陥し穴状遺構 1基 :SK01

土 坑 1基 :SK02

(3)試掘・粗掘 と遺構検出

当初、幅 1～ 2m、 長さ5～ 10mのトレンチを地形に応じて任意の場所に入れ、土層の堆積状況を把握

した。試掘溝の設定にあたっては、平成17年度の試掘調査の成果を考慮しながら、計129本の試掘溝を入れ

ている。試掘の結果、急斜面地で遺構・遺物が存在する可能性が低いと判断された区域は、試掘調査の

みで調査を終了した。それ以外の区域においては、試掘結果にもとづいて表土掘削を行った。調査区全体

の表土の厚さは20～ 30cm程 あり、包含する遺物はほとんどないことを確認し、重機により表土除去を行った。

遺構検出は人力で行った。遺構の検出は、尾根上では、Ⅲ層の黄褐色土層 (一次検出)ま たはⅣ層

マサ土層 (二次検出)で行い、谷部では、Ⅱ層黒褐色土層 (一次検出)ま たはⅢ層責褐色土層 (二次

検出)で検出を行った。

(4)遺 構 精 査

検出された遺構の精査は、原則として住居跡や炭窯跡など大形の遺構の場合は4分法、土坑類は2分

法で行った。精査の各段階において必要図面の作成や写真撮影を適宜行っている。陥し穴の底面で確認

された副穴は、径力Mヽ さく深いことから、 トレンチを設定して断面観察による記録を優先して作成した。

遺構内出上の遺物は、覆上で可能な限り分層して取 り上げ、床面出土の遺物は写真撮影・図面作成

後に取 り上げた。遺構外出上の遺物については、原則としてグリッドごとに出土した層位を記して取

り上げ、適宜、写真撮影 。図面作成をしている。
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Ⅲ 調査・整理の方法

また、現場での記録作成では、上記の図面・写真以外にField・ Card(以下FoCと 略す)を使用

して、遺跡の調査経過や遺構の精査の進捗状況を記録している。

(5)実測・写真撮影

平面実測はグリッドごとに合わせた lmメ ッシュを基準として行つた。平面図・断面図の縮尺は竪

穴住居跡・土坑類・炭窯跡などは 1/20を 基本として、マイラー用紙に記録した。レベルは、基準高

をもとに絶対高で測つた。なお、 トレンチ位置図・個々の遺構平面図については、グリッド杭・水糸

によって設けられた基準から計測する簡易遣 り方測量ではなく、電子平板を用いて図化作業を行つ

た。断面実測については、任意の高さを基に設定した水糸を基準として計測を行った。

写真撮影は、3511mモ ノクロームとカラーリバーサル各 1台、モノクローム6× 9 cm判 1台、補助用

としてデジタルカメラ 1台 を使用して調査員が行った。撮影に際しては、整理時の混乱を避けるため

に撮影カードを使用した。実際の撮影は各種遺構の覆土堆積状況、掘り上げ状況、遺物の出土状況な

どについて行つている。また、調査終了段階でセスナ飛行機による遺跡の航空写真撮影を行った。

(6)土 層 注 記

断面図作成後に土層注記を行った。観察項目は、色調・土性・締まり。混入物などである。基本的

には『新版標準土色帳』 (1990年 版、小山正忠・竹原秀雄編・著)を もとに行っているが、締まり

は、密・やや密・中・やや疎・疎、の 5段階で判断した。個々の遺構の覆土堆積状況は、自然か人為

かの判断と、埋没した土の起源の把握を課題として記録した。層名は調査区内に見られる基本的な土

層をローマ数字 (I・ Ⅱ・Ⅲ)、 遺構内覆土をアラビア数字 (1・ 2・ 3)で表した。層位の細分の

必要が生じた場合は、小文字のアルフアベットを付し、 Ia・ Ib・ Ic……などと表わした。

(7)土 壌 水 洗

縄文時代の住居跡においては、動物遺存体が存在する可能性、古代の住居跡においては、製鉄関連

の遺構である可能性を考慮 し、住居跡の覆土下位 (床上 5 cm)の覆土、住居跡の炉跡の覆土及び焼

土・カマ ドの覆土及び焼上を採取し、水洗い 。天日での乾燥・舗 (5 mm'311m。 l nlm)に よる仕分

け、磁着作業を行った。この工程を経て得られた遺物には、土器・石器の細片や砂鉄などがある。

(8)調 査 の 経 過

① 八木沢Ⅱ遺跡

調査期間は4月 12日 ～8月 10日 で、作業実働日数は80日 であつた。作業員の登録人数は、当初35人

で始まり、一日の平均稼働作業員数は25人ほどで作業を行った。以下に調査経過を簡略に記す。

4月 12日 lAl 資材搬入、調査開始、作業員登録35人

4月 24日 l■l 基準点測量 (釜石測量設計株式会社)

6月 11日 lHl 作業員 5人隠里Ⅲ遺跡へ支援 (7月 13日 まで)

7月 18日 17n 作業員 6人森崎Ⅱ遺跡へ移動 (8月 1日 まで)

7月 21日 ① 現地説明会 :13:00～ 15:00、 見学者100人

8月 1日 17kl 航空写真撮影 (東邦航空)

8月 10日 ③ 終了確認、調査終了・撤収

具体的な調査の進行状況を記す。調査対象区域は、平成17年度に試掘調査が行われた30,600ピ よ

-15-



1 野外調査

り、本調査対象範囲として示された12,600だ である。調査区の現況は山林で、本は伐採 されていた

が、木を積み出す際に旧地形を造成 して設けられた作業道が、調査区を縦断していた。

作業は、調査区の確認を行った後、人力で雑物撤去を行い、各所に雑物を集積 した。集積 した雑物

は、後に重機で調査区域外に搬出している。重機による雑物撤去が終了 したのは 5月 11日 で、雑物撤

去に約12日 間を要している。

雑物撤去が終了 した区域から、任意に トレンチを設けて試掘調査を行った。試掘調査の留意点は、

遺構の検出面の把握 と尾根部・谷部が連続する調査区における土層の確認である。また、平成17年度

に行われた試掘調査で確認されている、遺構の確認にも留意 して行った。今回の調査では、 トレンチ

129本 を設定 している。調査区は、急傾斜地 も含 まれるため、遺構の分布を把握することにも留意

し、遺構が確認される可能性が低いと判断 した区域は、全面表土掘削を行わなかった。調査区を南側

から便宜的に 1,2・ 3・ 4・ 5区 と仮称 して調査 を進めた。

4月 は雑物撤去 と 1・ 2・ 4・ 5区の試掘を中心に進めた。 5区は遺構・遺物は確認で きなかった

ことから、以後、土捨場 として利用 した。

5月 は 1区の遺構精査・ 2区の遺構精査及び、 3区の試掘、 4区の表土掘削を行った。 6月 は 3区

の表土掘削及び 4区の遺構精査、 7月 は、 3区の遺構精査・4区の遺構精査及び試掘を行っている。

排出する土量 を考え、 5月 14日 から重機 (BH・ CD)に よる排土処理を開始 した。以後、重機は、

調査終了時まで断続的に使用 した。土捨場は、調査区の南側 (調査対象外)と 北側 (5区)の 2箇所

に設け、連 日、重機による残土の搬出作業を行った。 7月 以降、連日30度 を超える真夏 日が続いてお

り、野外作業は継続 して行い、併行 して土壌水洗・仕分け等の作業を事務所内で行っている。

調査区の全容が見え始めた 7月 21日 に現地説明会を行った。以後、作業の進行に併せて航空写真撮

影を行った。遺構数がほぼ確定 し、調査終了の目処が付いた 8月 10日 に終了確認を受け、調査を終了

して撤収 した。

② 八木沢ラントノ沢 I遺跡

調査期間は10月 9日 ～10月 25日 で、作業実働日数は13日 であつた。作業員の登録人数は当初 6人で

始まり、一日の平均稼働作業員数は4人ほどで作業を行った。以下に調査経過を簡略に記す。

10月 9日 い 調査開始、作業員登録 6人

10月 24日 17kl 航空写真撮影 (東邦航空)

10月 25日 い 終了確認。調査終了。

実際の調査は、隣接する人木沢駒込 I遺跡の調査と併行して行われた。

2室 内 整 理

(卜可吉b)

八木沢Ⅱ遺跡の室内整理の期間は、平成19年 ■月 1日 ～平成20年 3月 31日 で、整理に従事 した作業

員は 1名である。人木沢ラントノ沢 I遺跡の室内整理の期間は、平成19年 12月 3日 ～平成19年 12月 14

日である。野外調査で得られた遺物、実測図、写真などの各種資料は室内整理の段階で次のように処

理し、整理を行い、報告書作成とともに資料化を行った。

(1)遺構に関わる記録

実測図は遺構ごとに分類し、図面は点検のうえ、第二原図を作成してトレースを行った。電子平板

で測量したデータについては、現場で入手した情報をそのまま保存することとし、打ち出したデータ

-16-



Ⅲ 調査・整理の方法

は、手実測で記録 したその他の実測図と合わせて、マイラー用紙に第 2原図を作成 している。

撮影されたフイルムはネガアルバムに密着写真 と一組にして収納 した。カラースライドフイルムは

スライ ドフアイルに撮影順に収納 した。

(2)遺 物 の 整 理

遺物は野外及び当センター整理室で水洗した後、細片は別として、出土地点・層位等を台帳に登録し、その

登録Noを全破片に注記した。その後、出土地点・ 層位ごとに仕分けを行い、遺構ごと、遺構外出上の遺物は

グリッドごとに接合・復元作業を行った。遺物の実測図は実物大とし、トレースは遺物の状況に応じて実物大あ

るいは縮小して図化した。石材 。炭化材・炭化種実・炭化材の年代測定の分析イま外部の専門家に委託した。

(3)遺物の選別 。図化の基準

遺物の整理・報告にあたっての作業・記録作成は以下の方針で進めた。報告書に掲載された遺物は

出上 した遺物のすべてではなく、整理のなかで設定 した基準を基に選別 した一部の資料である。以下

に選別基準を明示する。また、資料化は図化・写真が全てではない。不掲載資料についても可能な限

り数的処理を行い、出土資料全体の傾向を把握するためのデータとした。

a 土器

はじめに出土地点別に重量計測を行った。土器の接合と並行して、遺物の選別を進めた。接合した土器

については、原則としては計測値 (器高・口径・底径)1箇所以上計測可能なもの (器形が把握できるも

の)を立体土器として登録し、図化した。破片資料は、優先的に口縁部破片を選択したが、一部胴部破片

も選んでいる。そして、該当する土器の型式名を記録して数的処理を行った。底部破片は、底部圧痕・調

整が認められる破片を選別して図化した。掲載にあたっては、縄文 。弥生土器と土師器を分けて掲載した。

b 石器

石器は、出土 したすべてを対象として、個々に仕分け 。登録作業・計測・分類を行い、さらに一部

資料について図化を行った。図化の基準は、遺構内出土遺物を優先 して図化することにし、それ以外

の石器は、観察表 。写真を掲載するに留めた。

c 土製品・石製品

土製品・石製品は、出土 したすべてを対象として、仕分け・登録作業・計測・分類を行い、全点に

ついて、観察表 。図・写真を掲載 した。

d 陶磁器

陶磁器は、出上 したすべてを対象として、個々に仕分け 。登録作業・計測・分類を行い、さらに一

部資料について図化を行った。図化の基準は、遺構内出土遺物及び19世紀代までの陶磁器を可能な限

り図化することにし、それ以外の陶磁器は、観察表 。写真を掲載するに留めた。

e 鉄製品 。ガラス製品

鉄製品・ガラス製品は、出上 したすべてを対象として、個々に仕分け・登録作業・計測・分類を行

い、全点の観察表 。図・写真を掲載 した。

f 植物遺存体

炭化種実 と炭化材がある。炭化種実・炭化材 とも、個々に仕分け・登録作業・計測・分類を行っ

た。炭化種実は、観察表・写真掲載とした。炭化材は、観察表のみの掲載とし、樹種名を掲載するに

留めた。なお、遺構内出上の資料を中心に炭化種実 2点・炭化材 6点 について、専門家による種実同

定と放射性炭素年代測定を行い、分析結果を掲載 した。                 (阿 部)
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Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺 跡

1検 出 遺 構

(1)検出遺構の概要 (第 8～ 28図 )

検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 4棟、古代の竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 2棟、陥し穴

状遺構 6基、土坑24基、焼土遺構 2基、土器埋設遺構 2基、炭窯跡 2基である。

遺構の占地をみると、縄文時代の遺構のうち竪穴住居跡や大形の上坑類は、調査区北端の尾根上に

占地し、古代の竪穴住居跡は尾根の裾にあたる緩斜面に占地している。調査区南端の南斜面では現代

の炭窯跡が検出された。時期によって遺構の占地が異なる特徴がある。以下、遺構毎に詳述する。

(「可吉Б)

(2)竪友住居跡 (第 10～ 12図 )

縄文時代中期の竪穴住居跡が 4棟、古代の竪穴住居跡が 2棟、計 6棟が検出された。いずれも斜面

上に築かれてお り、遺存状態はよくない。立地をみると、縄文時代の住居跡は、調査区北端のやせ尾

根上にS101'03・ 06の 3棟 と、その尾根から谷に向かう、谷頭にあたる箇所 (Ⅲ 区)で S102が検出さ

れた。古代の住居跡はその尾根から谷に向かう西斜面上 (皿 区)か らS104・ 05の 2棟が検出された。

(人重畑 )

S101竪穴住居跡

遺構 (第 10図、写真図版 3)

[位置・検出状況]Ⅲ B7h・ 8hグ リッド。尾根中央に トレンチを入れた段階で、表土直下から多数

の縄文土器片 と炉の焼土を検出した。その後、炉より斜面上部である西側に、暗褐色上の広が りを確

認 した。遺構確認面はⅣ層である。

[重複関係]S103、 SK101、 SK08を切る。SK07、 SZ021こ 切 られる。

[規模 。平面形]径4,39× (2.26)mで、円形基調と推定される。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・明責褐色土を主体 とする。自然堆積 とみられる。

[壁・床面]壁・床面 とも、斜面上部にあたる住居跡西半で明瞭に残存する。壁は外傾 して立ち上が

る。床面は西側では基盤層であるⅣ層を床面としているが、斜面下部である東側ではⅢ層を床面とし

ていたものとみられ、土砂の流出などの要因により、残存 していなかった。

[柱穴・配置]PPl～ PP14の 14個 が検出された。西側半分から検出される柱穴は、規模が30～ 50cm

で深 さは30～ 60cmで ある。一方、東側半分から検出された柱穴は、規模が90～ 100cm前後 と大 きくな

る。配置は不明である。

[炉 ]地床炉である。住居跡中央より、やや北西寄 りに位置すると考えられる。SK07に切 られ、三 日

月状に残存する。規模は66× (33)cmを 測る。焼土の厚さは16cmを 測る。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第 29・ 32・ 41,42。 46図、写真図版22・ 29,30・ 33・ 34)

[出土状況]覆土、床上、柱穴内から縄文土器片 (総重量4390。 6g)、 石器、炭化種実が出上 している。
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1 検出遺構

[土器]縄文土器 (1～ 8)。

[石器]石鏃 (151)・ 楔形石器 (155)。 不定形石器 (157)・ 磨石 (165。 166)。

[石製品]三角形状石製品 (201)。

[炭化種実]コ ナラ属 (251)。

時期 出土遺物からみて、縄文時代中期末葉 と思われる。              (入 重畑 )

S102竪穴住居跡

遺構 (第■図、写真図版 4)

[位置・検出状況]Ⅳ C4b～ 5cグ リッド。Ⅱ層で黒褐色上の広が りとして確認 した。当該地点の表

土除去中に トレンチを入れたところ、遺構の覆土状の堆積層と床面 と思われる平坦面を確認 したこと

から、住居跡の可能性を考えて調査 を行った。この トレンチにより住居跡の北東側の床・壁の一部を

失っている。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]南側が調査区域外であるため正確な規模・形状は不明である。残存 している部分は、

径 5。 M× (3.26)mで、残された壁は曲線的であり、平面形は円形基調と思われる。

[覆土・堆積状況]黒褐色土 。にぶい責褐色土・暗褐色土から構成される。自然堆積 と考えられる。

[壁・床面]壁・床は、Ⅲ層を掘 り込んでつ くられている。残存 している北壁は外傾 して立ち上がる。

壁高は126.3cmで ある。床はほぼ平坦だが、西から東にかけて若干傾斜する。壁の立ち上が りが確認さ

れた北西側は、壁際が帯状の高まりを持って床面より手段高 くなっている。

[柱穴・配置]PPl～ 9の 9基を確認 した。PPl・ 2は主柱になる可能性がある。その他は、壁際

に設けられた柱穴で規模が小さい。柱穴の開田部が住居跡の内側に向 くように掘 り込まれている柱穴

がある。

[炉 ]地床炉が 1基確認されている。焼成面が床面よりやや高 く、凹凸があることなど若干の問題が

あるが、炉跡 と認定 した。炉の位置は、推定される住居跡の形状のなかで、北寄 りの位置に当たる。

炉の規模・平面形は、径61× 31cmの不整形である。焼上の厚さは 4 cmである。

遺物 (第 29。 30・ 32・ 33・ 39・ 41～45図、写真図版22・ 23・ 28～ 30・ 32)

[出土状況]覆上下位から床上にかけて土器 (総重量3,606g)・ 土製品・石器・炭化材が出土 してい

る。炭化材は、住居跡の北西壁に沿って出上 している。磨石が 4点出上 している。

[土器]縄文土器 (9～ 23)。

[土製品]き のこ形土製品 (141)。

[石器]不定形石器 (158)。 磨製石斧 (162・ 163)・ 磨石 (167～ 170)・ 台石 (190・ 191)。

時期 出土 した遣物から縄文時代中期末葉 と推定される。出土 した炭化材 (ク リ)について放射性

炭素年代測定を行った結果、補正年代4090± 40年の結果が得られている。

(「VttL)

S103竪穴住居跡

遺構 (第 12図 、写真図版 5)

[位置・検出状況]Ⅲ B8h、 9hグ リッド。入力で表土を除去 していたところ、Ⅲ層上から石囲炉を

検出した。その後、石囲炉より斜面上部である北東側に黄褐色上の広が りを確認 した。

[重複関係]S1011こ切られる。S106を切る。またSK17と 重複するが、新旧関係は不明である。
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Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

[規模・平面形]住居跡東南部は斜面のため、土層流出などの理由で失われていた。残存部で径 (3,26)

× (2。 48)mを 測る。円形基調であると推定 される。

[覆土・堆積状況]責褐色土、褐色土など 5層 の堆積である。自然堆積 と考えられる。

[壁・床面]検出された北部の壁 も、S106に よりⅣ層を壁 としていなかったため、判断が難 しかつた

が、覆上の差異と、S103の床面がS106の床面より若千低 く、床から壁への立ち上が りが少 しではある

が認められたため、S103の 壁を特定することができた。床面は斜面上部では基盤層であるⅣ層を利用

しているが、斜面下部はⅢ層を床面 としていたものとみられ、土層流出などの要因により残存 してい

なかった。

[柱穴・配置]PP l～ 11の 11個が検出された。規模は30～ 50cm前後で、深さは20～ 50cm前後を測る。

配置は不明である。

[炉]石囲炉である。住居跡のほぼ中央に位置すると考えられる。炉石は 6個の流紋岩で弧を描 くよ

うに配置されていた。礫はすべて節理面で剥離 されたものを用い、炉の内側に面をあわせるように配

置 している。 しかし、この炉石は床面 と推定 した部分より10cm程度高いレベルで検出されている。こ

れが床面の掘 りすぎによるものなのか、木の根などの自然営為により、上に持ち上げられたものなの

かは判断がつかなかった。また石囲炉から80cm程斜面を下つたところに、炉石が流れた落ちたものと

みられる、同じ石材の礫が 1個検出されている。石囲炉内に焼土はほとんど確認されなかった。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第 30。 33・ 43図、写真図版23・ 31)

[出土状況]覆土、石囲炉内から縄文土器片 (総重量737。 6g)、 石器が出上 している。

[土器]縄文土器 (24～ 28)。

[石器]磨石 (171)。 砥石 (193)。

時期 出土遺物からみて、縄文時代中期中葉 と思われる。出上 した炭化材について放射性炭素年代

測定を行つたところ、補正年代90± 30BPの結果を得ている。試料採取に際して誤 りがあった可能性が

ある。                                      (八 重畑 )

S104竪穴住居跡

遺構 (第 13図 、写真図版 6)

[位置 。検出状況]Ⅲ D10g～ ⅣDlgグ リッド。Ⅳ層で黒褐色土 と焼上の広が りを確認 し、住居跡

の可能性を考えた。その後、煙道の煙出し部分を確認 したことから古代の竪穴住居跡 と認識 して調査

を行った。

[重複関係]遺構の遺存状況が悪いため、明確にできないが、平面的にはSK14陥 し穴状遺構と重複 し

ていた可能性がある。

[規模 。平面形]斜面下の西狽1が残つていないため明確ではない。残存 している部分は、一辺3.19×

(1.35)mで 、残された壁は直線的である。主軸方向はN-86° ―Wである。

[覆土・堆積状況]不明である。カマ ドの燃焼部の上には黒褐色上が堆積 していた。

[壁 ・床面]詳細は不明である。Ⅳ層を掘 り込んでつ くられている。残存 している西壁は外傾 して立

ち上がる。壁高は41,lcmで ある。床はほぼ平坦であるが、西から東に緩 く傾斜 している。

[柱穴・配置]PPl・ 2の 2個 を確認 した。カマ ドを挟んで対になるように位置 している。住居跡全

体の柱配置は不明である。

[カ マ ド]住居跡の西壁中央より南側に偏 った位置に設けられている。斜面上方に当たる。袖部は、
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1 検出遺構

地山の削 り出しと思われるが、燃焼部の南側にわずかに残る程度である。燃焼部は、径40cmほ どの範

囲で焼土が形成されてお り、焼土の厚さは 2 cmほ どである。煙道は到 り貫 き式で、径20cm、 長さlm
の横穴を掘 り抜いてつ くられている。 2方向から掘った穴の接合部は、きれいに接合せず、微妙に食

い違っている。煙道の覆土には、径 15～ 20cmほ どの亜角礫が詰められていた。

[その他の付属施設]カ マ ドの北側で、部分的に貼床が施されていた。

遺物

[出土状況]土器片 (総重量30。 38)が出土 している。小片のため掲載 していない。

時期 詳細は不明だが、古代 と考えられる。                     (阿 部 )

S105竪穴住居跡

遺構 (第 14図、写真図版 6・ 7)

[位置・検出状況]Ⅳ D2fグリッド。Ⅲ層で、黒褐色上の広が りとして検出した。検出した段階で、

斜面下方は失われていたが、斜面上方の一辺が直線的であったことから、古代の住居跡の可能性を考

えて調査を行った。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]斜面下の西側が残っていないため明確ではない。残存 している部分は、一辺3.71×

(1.45)mで、残された壁は直線的である。主軸方向はN-58° 一Wである。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・黒色土・黄褐土から構成される。自然堆積 と考えられる。

[壁・床面]詳細は不明である。Ⅳ層を掘 り込んでつ くられている。残存 している西壁は外傾 して立

ち上がる。壁高は67.5cmで ある。床はほぼ平坦である。

[柱穴・配置]確認できていない 。

[カ マ ド]住居跡の西壁中央より北側に偏った位置に設けられている。斜面の上方に当たる。袖部は、

燃焼部の両側に礫を心材 として周囲に粘土を貼 りつけて構築されていた 。燃焼部は、径60× 50cmほ ど

の焼上の広が りが形成されていた 。焼上の厚さは 5 cmほ どである。煙道は到 り貫き式で、径25cm、 長

さ1.4mの横穴を掘 り抜いてつ くられている。煙出し部の深さは lmを測る。煙道の覆土には、黒褐

色土・掲色上が堆積する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第30,38・ 39図、写真図版27・ 28。 33)

[出土状況]覆上の下位から床上にかけて、土器 (総重量10,409g)。 石器の遺物が多 く出土している。

[土器]土師器 (29・ 121～ 130)。

[石器]台石 (192)。

時期 出土遺物から9世紀中頃と考えられる。

S106竪穴住居跡

遺構 (第 12図、写真図版 8)

[位置 。検出状況]Ⅲ B8g・ 9hグ リッド。S103を 精査中に、その西側から、別の遺構 と見られる

覆土 (褐色土・黄褐色土)の広が りが確認され、S103の 調査終了を待って、精査を開始 した。遺構確

認面はⅣ層である。

[重複関係]S103に 切 られる。

[規模・平面形]残存部で径 (2.36)× (2.43)mを 測る。円形基調 と推定される。
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Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

[覆土・堆積状況]上部は黄褐色上、下部は明黄掲色土主体である。覆土上層から炭化物粒～ブロッ

クが多 く認められ、覆土下層には炭化材が多 く含まれていた。この堆積状況から焼失住居の可能性が

考えられるが、住居跡の大半が切 りあいや、土砂の流出などにより失われているため、不明である。

[壁 ・床面]木根の影響を受けている部分 もあるが、ほぼ外傾 して立ち上がる。床面はⅣ層を利用 し

ている。

[柱穴 。配置]PPl～ 4の 4個 を検出した。規模は直径30～ 40cm程度で、深 さは30～ 60cmを 測る。

PPlと PP2に は炭化物粒が多 く含まれていた。柱穴の配置は不明である。

[炉]検出されなかった。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物

[出土状況]PP4か ら微細な土器片 (総重量4.2g)が 出土 している。また、覆± 3層 から災化材

(ク リ・ケヤキ・ナラ)が 4点出土 している。

時期 遺構の新旧関係からみて、縄文時代中期中葉 と思われる。なお炭化材のうち 1点 について放

射性炭素年代測定を行つたところ、補正年代4270± 40BPと の結果がでている。     (八 重畑 )

(3)竪 京 状 遺 構 (第 15図 ・写真図版 8)

Ⅳ区の尾根上で検出した 2棟を登録 した。覆上が浅 く、不明瞭な点が多いが、壁の立ち上が りが一

部分でも検出されたこと、また床面が平坦で、柱穴が確認できたことから、竪穴状遺構 とした。

(八重畑 )

SK101竪穴状遺構

遺構 (第 15図、写真図版 8)

[位置・検出状況]Ⅲ B7h・ 8iグ リッド。当初、暗掲色上の広が りを上坑 と想定 し、精査を開始 し

たが、断面の観察により、二次堆積のマサ土を竪穴状遺構の床面 として、そこから柱穴を掘 り込んで

いることが半J明 した。その後、周辺にサブ トレンチを入れるなどして、遺構範囲を特定 し、精査を再

び開始 した。よって、当初土坑 として掘 り進めた部分の床面は消失 している。検出面はⅢ層である。

[重複関係]S101に切 られる。

[規模・平面形]残存部で径 (3.40)× (3.04)mを 測る。平面形は円形基調 と推定される。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・明黄褐色土が主体である。自然堆積 とみられる。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がるが、一部木根の影響で歪みがある。床面は二次堆積のマサ土を

利用 している。

[柱穴・配置]PPl～ 7の 7個 を検出した。配置は不規則である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第30,33・ 43図、写真図版23・ 31)

[出土状況]覆土、柱穴内から縄文土器片 (総重量49.Og)、 覆土上層から石器が出土 した。

[土器]縄文土器 (30)。

[石器]磨石 (172・ 173)。

時期 遺構の新旧関係から、縄文時代中期後葉以前 と考えられる。
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1 検出遺構

SK102竪穴状遺構

遺構 (第 15図 、写真図版 8)

[位置・検出状況]Ⅲ B8j・ ⅢC9aグ リッド。当初、木根が密集 していることから、平面から遺構の

存在を確認 していなかったが、ベル トを設定 して表土を除去 していたところ、Ⅳ層から柱穴らしきプ

ランを検出した。その後、周辺を精査 し、西側に壁の立ち上が りを検出したため、竪穴状遺構 とした。

検出面はⅣ層である。

[重複関係]SK10。 12。 16と 重複するが、新旧関係は不明である。

[規模 。平面形]不明な点が多いが、残存部で径1.8mを測る。形状は不明である。

[覆土・堆積状況]覆土は浅 く、暗褐色の腐植土や、Ⅳ層起源の黄褐色土が堆積 している。自然堆積

とみられる。

[壁 ・床面]壁 は東側で検出されている。外傾 してなだらかに立ち上がる。床面はⅣ層を用いている。

[柱穴・配置]PPl～ 10の 10個 を検出した。規模は直径30～ 45cm前後、深さは30～ 60cm前後である。

配置は不規則である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第 30・ 33・ 44図、写真図版23・ 31)

[出土状況]覆土、柱穴内から縄文土器片 (総重量347.4g)、 石器が出土 している。

[土器]縄文土器 (31・ 32)。                     ,
[石器]磨石 (1盈 )。

時期 出土遺物からみて、縄文時代中期中葉～後葉 と思われる。

(4)陥 し穴状遺構 (第 16・ 17図、写真図版 9。 10)

形状から、陥し穴 としての機能が考えられる穴である。 6基確認された。そのうち 5基がⅣD～ VD
グリッドの平坦面に位置する。平面形は、長方形、精円形、溝状などの形を呈 し、副穴を伴 うものも

ある。出土遺物がないため、詳細な時期は不明であるが、縄文時代 と推測される。

(卜可著Б)

SK02陥 し穴状遺構

遺構 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]Ⅶ E6aグ リッド。Ⅳ層で褐色土の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径157× 94cm、 底部径128× 44cm、 平面形は楕円形を呈する。等高線

に沿って長軸が設けられている。深さは、126cmである。

[覆土・堆積状況]褐色土・黒褐色土から構成される。覆土中には植根が多量に入 り、締まりが弱い。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。壁はほぼ真直 ぐに立ち上がる。底面はほ

ぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。
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Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺跡

SK14陥 し穴状遺構

遺構 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]Ⅳ Dlgグ リッド。Ⅳ層で褐色上の広が りとして検出した 。

[重複関係]東側にあるS104竪穴住居跡 と重複 していた可能性がある。

[規模・平面形]規模は、開口部径223× 44cm、 底部径149× 22cm、 平面形は溝状を呈する。等高線に

沿って長軸が設けられている。深さは55cmで ある。

[覆土・堆積状況]褐色土・黄褐色土から構成される。自然堆積 と思われる。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面はほぼ平坦である。

[その他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

SK20陥 し穴状遺構

遺構 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]Ⅳ D 2i～ 3jグ リッド。Ⅲ層で黒色上の広が りとして検出された 。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径192× 117cm、 底部径158× 46cm、 平面形は楕円形を呈する。等高線

に沿って長軸が設けられている。深さは、107cmである。

[覆土・堆積状況]黒色土 。明黄褐色土 。暗褐色土から構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。壁は直立的に立ち上がる。底面はほぼ平

坦である。

[そ の他の付属施設]底面に副穴を2個確認 した。開口部が10cmに満たない細長い穴である。逆茂木

を立てた痕跡であると思われる。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

SK22陥 し穴状遺構

遺構 (第 17図、写真図版 10)

[位置・検出状況]VE8h～ 9hグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した 。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径237× 76cm、 底部径289× 1lcm、 平面形は溝状を呈するが、中央付

近に膨 らみを持つ。等高線に沿って長軸が設けられている。深さは、138cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土 。暗褐色土 。明責褐色土から構成される。自然堆積 と思われる。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。壁は、長軸方向の両端部が開口部より奥

に入 り込んでいる。底面は、湾曲しながら長軸方向の東から西に傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。
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1 検出遺構

SK25陥 し穴状遺構

遺構 (第 17図 、写真図版10)

[位置 。検出状況]VE8h～ 9hグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した 。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口部径237× 76cm、 底部径289× 1lcm、 平面形は楕円形を呈する。等高線

に沿って長軸が設けられている。深さは、138cmで ある。

[覆土 。堆積状況]黒色土・暗褐色土・にぶい責褐色土から構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面はほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]底面に副穴を2個確認 した。径 4～ 6 cmの 細長い穴である。逆茂木を立てた痕

跡であると思われる。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

SK30陥 し穴状遺構

造構 (第 17図 、写真図版10)

[位置・検出状況]VE3f～ 3gグ リッド。Ⅲ層で暗掲色上の広が りとして検出した 。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口部径245× 27cm、 底部径228× 17cm、 平面形は溝状を呈する。等高線 に

沿って長軸が設けられている。深さは、30cmで ある。

[覆土・堆積状況]暗褐色土で構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面は直線的で長軸方向

の東から西にかけて緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

(5)土 坑 (第 18図 、写真図版23)

用途不明のものを含む穴を一括 した。24基ある。このなかには、北尾根でまとまって確認された、

定形的な規模・形状 をもち、貯蔵穴としての用途が想定される土坑 8基を含めている。時期は、概ね

縄文時代 と考えられるが、出土遺物を欠 くものについては、時期の詳細は不明である。また、SK01・

02土坑は、SW01・ 02炭窯跡との関連性が考えられ、現代の遺構の可能性がある。     (阿 部 )

SK01土坑

遺構 (第 18図 、写真図版11)

[位置・検出状況]VC6g～ 6hグ リッド。Ⅲ層で暗褐色上の広が りとして検出された 。南側が調査

区域外にかかる。

[重複関係]SK03を切つている。

[規模・平面形]規模は、開口部径213× (194)cm、 底部径55× 38cm、 平面形は円形を呈する。深さは、

147cmである。
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Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

[覆土・堆積状況]暗褐色土・褐色上で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面は緩 く湾曲している。

[その他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。SW01・ 03炭窯跡 との関連も考えられる。

SK03土i坑

遺構 (第 18図 、写真図版11)

[位置・検出状況]Ⅷ G6gグ リッド。SK01精査中に確認されたものである。SK01の壁面から黒褐

色上の覆上の広が りとして検出された 。南東側が調査区域外にかかる。

[重複関係]SK01に切 られている。

[規模・平面形]規模は、開口部径 (87)× (55)cm、 底部径 (69)× (50)cm、 平面形は円形基調 と思わ

れるが、詳糸田は不明である。深さは、30cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・褐色土・暗褐色土で構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面は東から西に緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。SW01・ 02炭窯跡 との関連も考えられる。

SK04土坑

遺構 (第 19図 、写真図版■)

[位置・検出状況]Ⅵ E2bグリッド。Ⅳ層で黒色土の広が りとして検出された 。その広が りは斜面の

等高線に平行する形状で広がってお り、断面観察から複数の上坑が重複する遺構 と認識 した。西側で

SK05と 重複 してお り、平面形状など正確に認識できていない。

[重複関係]SK05と 重複 していた可能性がある。

[規模・平面形]規模は、開口部径 (180)× 210cm、 底部径 (140)× 160cm、 平面形は円形基調だが、

不整形を呈する。深さは、30cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒色上で構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面は南から北に傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

SK05土J尤

遺構 (第 19図 、写真図版■)

[位置・検出状況]Ⅵ E2a～ 2bグ リッド。Ⅳ層で黒色土の広が りとして検出された。その広が りは

斜面の等高線に併行する形状で広がつてお り、断面観察から複数の上坑が重複する遺構と認識 した。

東狽1で SK04、 西側でSK06と 重複 してお り、平面形状を正確に認識できていない。

[重複関係]SK04・ 06と 重複する。SK06を 切る。

[規模・平面形]規模は、開口部径 (300)× 130cm、 底部径 (250)× 130cm、 平面形は不整形を呈する。
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1 検出遺構

深さは、110cmで ある。

[覆土・堆積状況]暗褐色土で構成される。

[壁 ・底面]壁 ・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面は南から北に緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遣物がなく、詳細は不明である。

SK06土坑

遺構 (第 19図 、写真図版 11)

[位置・検出状況]Ⅵ E2aグ リッド。Ⅳ層で黒色上の広が りとして検出された。その広が りは斜面の

等高線に併行する形状で広がってお り、断面観察から複数の上坑が重複する遺構 と認識 した。東側で

SK05と 重複 してお り、平面形状を正確に認識できていない。

[重複関係]SK05に切 られる。

[規模 。平面形]規模は、開口部径 (250)× 190cm、 底部径 (240)× 100cm、 平面形は不整形を呈する。

深さは、70cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒色土・黒褐色上で構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面は南から北に緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

SK07土坑

遺構 (第 19図 、写真図版 11・ 12)

[位置・検出状況]Ⅲ B7h・ 8hグ リッド。SIOlの床面を精査 していたところ、黄褐色上の広が りと

して確認 した。

[重複関係]S101の炉を切つてお り、S101よ り新 しい。

[規模・平面形]開口部径 106× 100cm、 底部径162× 139cm、 円形を呈する。深さはS101の床面から130

cmを 測る。

[覆土・堆積状況]全体的に責褐色土、暗掲色土を主体 とする。覆±12層 で焼土 と炭化物、覆±17層

で炭化物が検出され、ともにその付近から土器が出土 している。人為的堆積の可能性がある。

[壁 ・底面]底部に向かって広がるフラスコ状を呈する。底面は平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物 (第30・ 33図、写真図版23)

[出土状況]覆土上位から下位にわたって縄文土器片 (総重量2560.6g)が出上 している。】ヒ半部の

12層 から一個体の深鉢 (Pl、 No35)が土圧で押 し潰されたような状態で出土 し、その直下か ら焼土

と炭化物が検出されている。また17層から深鉢 (P2、 No34)の破片 と炭化物が出土 した。

[土器]縄文土器 (33～ 36)。

時期 出土遺物 と遺構の新旧関係から、縄文時代中期末葉 と思われる。なお、覆±17層 から出上 し

た炭化材 (ク リ)について放射性炭素年代測定を行ったところ、補正年代3910± 30BPと の結果が出て
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いる。 (八重畑 )

SK08土坑

遺構 (第 20図、写真図版12)

[位置 。検出状況]Ⅲ B8g・ 8hグ リッド。S101の壁を精査中に明黄褐色土の広が りとして確認 し

た。検出面はⅣ層である。

[重複関係]S101の PP12に切 られてお り、S101よ り古い。

[規模・平面形]開口部径■0× ■Ocm、 底部径l14× ■lcmで 円形を呈する。深さは98cmで ある。

[覆土・堆積状況]上部は明黄褐色土が主体で、下部は黒褐色土などが堆積 している。堆積状況は不

明である。

[壁・底面]底部に向かって若干広がつてお り、フラスコ状を呈する。底面は平坦である。

[その他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物

[出土状況]微細な縄文土器片 (総重量27.Og)力S覆土中～下層で出土 しているが、図示 し得ない。

また災化種実 (252)が 3～ 4層で出上 している。種実同定の結果、コナラ属コナラ亜属の子葉 との鑑

定結果を得ている。

時期 遺構の新旧関係からみて、縄文時代中期中葉～後葉 と思われる、なお 5層から出土 した炭化材

(ケ ンポナシ属)について放射性炭素年代測定を行った結果、補正年代4060±40BPと の分析結果がで

ている。

SK09土坑

遺構 (第 20図、写真図版12)

[位置・検出状況]Ⅲ B8i・ 9iグ リッド。Ⅳ層で黄褐色土の広が りとして確認 した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開口部径154× 143cm、 底部径118× l16cmの 円形を呈する。深さは98cmで ある。

[覆土・堆積状況]上部は責褐色上が主体で、下部は褐色上、明黄4rF9色 土などが堆積 している。堆積

状況は不明である。

[壁 ・底面]壁は、ほぼ垂直に立ち上が り、ビーカー状を呈する。底面は平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物 (第30。 34図、写真図版23)

[出土状況]縄文土器片 (総重量107,9g)が覆土上位から下位にわたって出土 した。

[土器]縄文土器 (37)。

時期 出土遺物からみて、縄文時代中期中葉 と思われる。

SK10■ l九

遺構 (第20図、写真図版12)

[位置・検出状況]Ⅲ B7j・ 8jグ リッド。Ⅳ層で暗褐色土、黄褐色粘土の広が りとして確認 した。

[重複関係]SK102と 重複 しているが、新旧関係は不明である。
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1 検出遺構

[規模・平面形]開口部径193× 183cm、 底部径147× 122cmの 円形で、深 さは108cmで ある。

[覆土・堆積状況]上部は暗褐色上が主体で、下部は責褐色上が主体である。一部に根の影響を受け

る。自然堆積 とみられる。

[壁 ・底面]壁は外傾する。底面はほぼ平坦である。

[その他の付属施設]な し。

遺物 (第 30。 34図、写真図版23)

[出土状況]覆土上層から縄文土器片 (総重量62.7g)が出土 している。

[土器]縄文土器 (38・ 39)。

時期 出土遺物から見て、縄文時代中期中葉 と思われる。

SKll土坑

遺構 (第20図、写真図版13)

[位置・検出状況]Ⅲ C8aグリッド。Ⅲ層で褐色上の広が りとして確認 した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開 口部径128× 97cm、 底部径112× 72cmの楕円形を呈する。深さは35cmである。

[覆土・堆積状況]褐色土・責褐色上の堆積である。堆積状況は不明である。

[壁 ・底面]壁はタト傾する。底面はほぼ平坦である。

[その他の付属施設]な し

遺物 なし。

時期 時期を判断できる遺物は出上 していないが、形状、覆土などから縄文時代中期 と考えられる。

SK12■坑

遺構 (第 20図、写真図版13)

[位置 。検出状況]Ⅲ B7jo ⅢC8aグ リッド。Ⅲ層で褐色土の広が りとして確認 した。

[重複関係]SK102と重複するが、新旧関係は不明である。

[規模 。平面形]開 口部径148× 127cm、 底部径130× 90cmの楕円形を呈する。深さは54cmである。

[覆土 。堆積状況]掲色土と黄褐色上の 2層である。自然堆積 とみられる。

[壁・底面]ほ ぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第 31・ 34図、写真図版23)

[出土状況]覆土上層から下層にわたって縄文土器片 (総重量39.Og)が 出土 した。

[土器]縄文土器 (40)。

時期 詳細な時期は不明だが、遺構の形状及び遺物からみて、縄文時代中期 と思われる。

SK13土坑

遺構 (第 21図、写真図版13)

[位置 。検出状況]Ⅲ C8aグ リッド。Ⅲ層で褐色上の広が りとして確認 した。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]開 口部径104× 58cm、 底部径51× 23cmの不整楕円形を呈する。深さは30cmである。

[覆土・堆積状況]褐色土、責掲色上を主体 とする。自然堆積 とみられる。
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[壁・底面]播鉢状に立ち上がる。底面は段差を有する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第31・ 34図、写真図版23)

[出土状況]覆± 1層 から縄文土器片 1点 (19。 7g)が出土 している。

[土器]縄文土器 (41)。

時期 詳細な時期は不明だが、遺物からみて、縄文時代中期 と思われる。

SK15土坑

遺構 (第21図、写真図版13)

[位置・検出状況]Ⅲ B8gグ リッド。Ⅳ層で明責褐色上の広が りとして確認 した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開 口部径140× 122cm、 底部径94× 80cmの楕円形を呈する。深さは106cmで ある。

[覆土・堆積状況]全体的に明黄褐色上が主体である。自然堆積 とみられる。

[壁・底面]壁はほぼ垂直に立ち上が り、ビーカー状を呈する。底面は平坦である。

[その他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物 (第31・ 45図、写真図版32)

[出土状況]石器 (凹石)が覆土中層 より出土 している。

[石器]凹石 (187)。

時期 時期 を判断できる遺物は出土 していないが、遺構の形状、覆土などから縄文時代中期 と考え

られる。

SK16土坑

遺構 (第21図、写真図版14)

[位置 。検出状況]Ⅲ B 8i・ 9jグ リッド。Ⅳ層で黄褐色上の広が りとして確認 した。

[重複関係]SK102と重複するが、新旧関係は不明である。

[規模・平面形]開 口部径142X133cm、 底部径145× 132cmの 円形を呈する。深さは93cmで ある。

[覆土・堆積状況]上部は黄褐色土主体、下部は褐色土主体である。堆積状況は不明である。

[壁・底面]やや内傾するが、ほぼビーカー状を呈する。底面は平坦である。

[その他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物 (第 31・ 44図、写真図版31)

[出土状況]覆土から石器 (磨石)が 2点出土 している。そのうち 1点は壁にくい込むような形で出

土 した。

[石器]磨石 (175,176)。

時期 時期を判断できる遺物は出上 していないが、遺構の形状、遺構の新旧関係 と覆土などから縄

文時代中期 と考えられる。
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SK17土坑

遺構 (第21図、写真図版14)

[位置・検出状況]Ⅲ B8h・ 9iグ リッド。S103の精査中に障害となっていた杉の根を取 り除いたと

ころ、S103と は別個の褐色上の広が りとして確認 した。検出面はⅣ層である。

[重複関係]S103と 重複するが、新旧関係は不明である。

[規模・平面形]開 口部径131× 124cm、 底部径142× 133cmの円形を呈する。深さは85cmで ある。

[覆土・堆積状況]褐色土、黄褐色土、明黄褐色土などで、土壌化 した炭化物粒 を含む層が多 くみら

れた。堆積状況は人為的である可能性がある。

[壁・底面]やや内傾するがビーカー状を呈する。底面は平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物 (第31,34・ 41図、写真図版24。 29)

[出土状況]覆土上層から縄文土器片 1点 (228,7g)と 石器が出上 している。

[土器]イ電文土器 (42)。

[石器]不定形石器 (159)。

時期 時期を判断できる遺物は出土 していないが、遺構の形状、覆土などから縄文時代中期 と考え

られる。

SK18土坑

遺構 (第 21図、写真図版14)

[位置・検出状況]Ⅲ B9 gグ リッド。Ⅳ層に褐色土の広が りとして確認 した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開口部径151× 141cm、 底部径146× 126cmの円形を呈する。深さは81cmで ある。

[覆土・堆積状況]上層は褐色土、下層は黄褐色土が主体である。自然堆積 とみられる。

[壁・底面]壁はほぼ垂直に立ち上が り、ビーカー状を呈する。底面は平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

[所見]貯蔵穴 と考えられる。

遺物 (第 31・ 34図 、写真図版24)

[出土状況]微細なものも含め、縄文土器片 (総重量181,7g)が覆土上層から下層にわたって出上 し

た。

[土器]縄文土器 (43)。

時期 詳細な時期は分からないが、遺物 。遺構の形状などから縄文時代中期 と思われる。

SK19土坑

遺構 (第21図、写真図版15)

[位置 。検出状況]Ⅲ B9hグ リッド。S103の床面精査中に、黄褐色土の広が りとして確認 した。

[重複関係]S103と 重複 している。新旧関係は不明である。

[規模・平面形]開口部径88× 68cm、 底部径58× 51cmの円形を呈する。深さは46cmを 測る。

[覆土・堆積状況]黄褐色土と褐色土の 2層 である。自然堆積 とみられる。

[壁 ・底面]タト傾 して立ち上がる。底面は平坦である。
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[その他の付属施設]な し。

遺物

[出土状況]覆土から微細な縄文土器片 1点 (8。 4g)が出上 しているが、図示 し得なかった。

時期 縄文時代中期 と思われる。

SK21:上坑

遺構 (第 22図、写真図版15)

[位置・検出状況]Ⅳ D4i～ 4jグ リッド。Ⅲ層で暗褐色土の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口郡径408× 52cm、 底部径378× 19cm、 平面形は溝状を呈する。深さは、

15cmである。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・褐色土で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。底面は、穴の長軸方向である南西から北

東に緩 く傾斜する。

[その他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

(阿部 )

SK23土坑

遺構 (第 22図、写真図版15)

[位置・検出状況]Ⅳ D 5j～ 6jグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径102× 98cm、 底部径89× 91cm、 平面形は円形を呈する。深さは、21

cmである。

[覆土 。堆積状況]黒掲色土で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。底面は、ほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳糸田は不明である。

SK24土坑

遺構 (第 22図、写真図版 15)

[位置・検出状況]ⅣE3a～ 4bグ リッド。Ⅲ層で黒褐色土の広が りとして検出した 。東側が調査区

域外にかかる。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口郡径 (131)× 96cm、 底部径 (84)× 40cm、 平面形は円形基調である。深

さは、26cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。底面は、南西から北東方向に向かって傾
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斜 している。

[その他の付属施設]な し。

遺物 (第 31。 34図、写真図版24)

[出土状況]覆土から土器 (7.6g)が出土 している。

[土器]縄文土器 (44)。

時期 縄文土器が出上 しているが、詳細は不明である。

SK26土坑

遺構 (第23図、写真図版16)

[位置 。検出状況]Ⅲ B7gグ リッド。Ⅳ区北斜面のⅢ層から石棒が出土 し、その周 りに黄褐色上の

広が りとして確認 した。断面の観察により、当初遺構 として想定 していた範囲より、小 さい土坑であ

ることが判明したため、土坑南東側の壁は、ベル ト部以外は失われている。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開口部径41× (25)cm、 底部径20× (16)cmの 惰円形を呈する。深さは86cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄褐色± 1層の堆積である。堆積状況は不明である。

[壁・底面]タト傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]

遺物 (第 31・ 46図、写真図版33)

[出土状況]石棒が横位の状態で、覆土上部から出土 している。

[石製品]石棒 (202)。

時期 詳細な時期は不明だが、遺物からみて、縄文時代中期 と思われる。

(八重畑 )

SK27■l坑

遺構 (第22図、写真図版16)

[位置 。検出状況]Ⅲ B7i・ 8iグ リッド。SK101の 床面の検出時に、明黄褐色上の広が りとして検出

した。

[重複関係]SK101と 重複するが、新旧関係は不明である。

[規模・平面形]開 口部径123× 109cm、 底部径95× 93cmの 円形である。深 さはSK27の床面から36cmを

測る。

[覆土・堆積状況]明黄褐色土 と黄掲色土の 2層 で構成される。自然堆積 とみられる。

[壁・底面]外傾 して立ち上がる。底面は平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 時期を判断できる遺物は出土 していないが、遺構の形状、覆土などから縄文時代中期 と考え

られる。

SK28土坑

遺構 (第23図 、写真図版16)

[位置・検出状況]Ⅳ C5c～ 5eグ リッド。Ⅲ層で暗褐色上の広が りとして検出した。
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Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口部径143× 107cm、 底部径56× 32cm、 平面形は精円形である。深さは、

56cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・黒色土で構成される。

[壁 ・底面]壁 。底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。底面は、緩 く湾曲している。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳糸田は不明である。

(阿部 )

SK29こ上坑

遺構 (第23図、写真図版 16)

[位置・検出状況]Ⅲ C9fグ リッド。Ⅲ層で暗褐色土の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径85× 55cm、 底部径43× 13cm、 平面形は楕円形である。深さは、29

cmである。

[覆土・堆積状況]暗掲色上で構成される。

[壁・底面]壁 ・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。底面は、緩 く湾曲している。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

(6)焼土遺構 (第24図、写真図版17)

2基検出した。いずれも3区の谷部での検出である。焼土遺構の周囲では、柱穴や壁など住居跡 と

しての痕跡は確認できていない。そのため、単独の遺構 と認識 し、焼土遺構 として報告する。

(阿部 )

SN01焼土遺構

遺構 (第24図、写真図版 17)

[位置・検出状況]Ⅳ E5bグ リッド。Ⅱ層黒褐色土中でにぶい赤褐色土 として検出された。同一検出

面で南東側に黒色土の広が りを検出しているが、遺構にはならなかった。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]径33× 14cmの不整な楕円形を呈する。南東側に長さ80cmほ どの長さで、部分的に石

組を伴 う。

[被熱土]にぶい赤褐色の焼上で、厚 さは 3 cmほ どである。

[所属施設]な し。

遺物

[出土状況]焼土から炭化材が出土 している。樹種はアサダ。放射性年代測定では補正年代4040± 30

の結果が得られている。

時期 出土遺物がなく、時期の詳細は不明だが、年代測定から縄文時代中期 と推定される。
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1 検出遺構

SN02焼土遺構

遺構 (第24図、写真図版 17)

[位置・検出状況]Ⅳ D4bグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りのなかにある焼土を確認 した。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]黒褐色土の広が りは、径50× 40cm、 確認された焼上の広が りは二箇所で、それぞれ

の焼上の広が りは、径 10× 9 cm、 径 17× 15cmである。

[被熱土]明黄褐色土の焼土で、焼土の厚さは、 4 cmと 13cmほ どである。

[所属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、時期の詳細は不明である。

(7)土 器 埋 設 遺 構

土器埋設遺構は、Ⅳ区尾根上から2基検出されている。どちらも単独で検出されてお り、屋外にあっ

たと思われる。当初、 4基を登録 して調査 したが、掘 り方が確認されず、除外 したものが 2基あるた

め、欠番が生 じている。

(八重畑 )

SZ02土器埋設遺構

遺構 (第24図、写真図版 17)

[位置・検出状況]Ⅲ B7g。 7hグリッド。S101の壁を検出している際に、埋設土器の一部が出土

し、その周辺をさらに慎重に掘 り下げたところ、掘 り方とみられる明黄褐色上の広が りを確認 した。

S101の 壁の調査 と同時に検出されたため、掘 り方の東半分は失われている。検出面はⅣ層である。

[重複関係]S101を 切る。

[掘 り方の規模・平面形 。覆土]開 口部は径28× (24)cmを 測 り、円形を呈するものと思われる。覆土

は明黄褐色土などの 3層が堆積 している。

[埋設方法]正立 した状態で埋設 している。

[土器内部の様子]明責褐色土。

[所属施設]な し。

遺物 (第31・ 34図、写真図版24)

[土器]縄文土器 (46)。  深鉢形土器で底部～胴部下半部である。

時期 遺構の新旧関係 と遺物からみて、荼電文時代中期末葉 と思われる。

SZ04土器埋設遺構

遺構 (第24図、写真図版 17)

[位置・検出状況]Ⅲ B7gグ リッド。Ⅳ区北斜面の上層の堆積が不明瞭な箇所に、サブ トレンチを

入れたところ、埋設土器の一部が出上 した。その後、周辺を慎重に掘 り下げ、掘 り方とみられる明責

trB色 土の広が りを確認 した。このため、サブ トレンチ部分の東半分の壁は失われている。

[重複関係]な し。

[掘 り方の規模・平面形・覆土]開口部は径60× (53)cmを 測る。円形を呈すると思われる。覆土は明
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Ⅳ 人木沢Ⅱ遺跡

黄褐色土の 1層 である。

[埋設方法]口縁部が上を向いた状態で、斜位に埋設 している。

[土器内部の様子]責褐色土。

[所属施設]な し。

遺物 (第 31・ 34図、写真図版24)

[土器]縄文土器 (47)。 深鉢形土器の底部～胴部上半部である。

時期 詳細な時期は不明だが、遺物からみて、縄文時代中期 と思われる。

(8)溝跡 (第 25～ 27図、写真図版18,19)

溝状を呈する遺構で 7条検出された。検出された地点から2つ に分けることができる。ひとつは、

3区の谷部で確認された 6条の溝跡で、旧地形である谷部に沿って形成されており、調査時にも湧水

を確認 している。もうひとつは、2区の斜面地で確認された溝跡で、傾斜に直交 して形成されてお り、

人工的に設けられた可能性が高い。いずれの溝跡 も時期を明確にできない。

(阿部 )

SD01溝跡

遺構 (第25図 、写真図版18)

[位置・検出状況]ⅣC5eグ リッド～ⅣD6cグ リッド。Ⅲ層で黒色土の細長い広が りとして検出し

た。東側が調査区域外にかかる。東から西に向かう傾斜地において、谷部の地形に沿って等高線に直

交するように形成されている。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開 口部の長さ (34)m、 幅130～ 230cm。 斜面上方の東側から斜面下方の西側に緩 く

蛇行 しながら下 りている。東側の斜面下方で溝跡は収束すると思われるが、終点は確認できていない。

[覆土・堆積状況]径 10cm大の亜角礫を200/0含む黒色土から構成される。

[壁・底面]Ⅲ層を掘 り込んでいるb壁 はタト傾 し、底面はほぼ平坦である。底面は湧水がある。

[付属施設]な し。

遺物 (第31,44図、写真図版31)

[出土状況]覆土から土器 (21.98)・ 磨石が出上 している。

[石器]磨石 (177・ 178)。

時期 縄文土器片は出土 しているが、時期の詳細は不明である。

SD02溝跡

遺構 (第 25図 、写真図版 18)

[位置・検出状況]Ⅳ D6d～ ⅣD4hグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の細長い広が りとして検出された。

西から東に向かう傾斜地において、斜面に沿って形成されている。

[重複関係]東側でSD03と 重複するが、SD03を 切つている。

[規模・平面形]開 口部の長さ (14)m、 幅50～ 90cm、 深さ20cmで ある。南西から北東方向に向かっ

て緩 く蛇行 しながら下つている。溝跡が始まる斜面上方において始点は確認されていない。

[覆土・堆積状況]黒褐色上で構成される。
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1 検出遺構

[壁・床面]壁 。底面はⅢ層を掘 り込んでいる。壁は外傾 し、底面は緩 く湾曲する。

[付属施設]な し。

遺物 (第 31・ 34図、写真図版24)

[出土状況]覆土から土器 (55,88)が 出上 している。

[土器]縄文土器 (45)。

時期 縄文土器が出上 しているが、時期の詳細は不明である。

SD03溝跡

遺構 (第 25図、写真図版18)

[位置・検出状況]ⅣD5d～ ⅣD4hグ リッド。Ⅲ層で黒褐色土の細長い広が りとして検出された。

西から東に向かう傾斜地において、斜面に沿って形成されている。

[重複関係]西側でSD02と 重複するが、SD02に切 られている。

[規模・平面形]開 口部の長さ (15。 2)m、 幅70～ 130cm、 深 さ20cmで ある。南西から北東方向に向

かって緩 く蛇行 しながら下つている。溝跡が始まる斜面上方において始点は確認されていない。

[覆土・堆積状況]径 10cm大の亜角礫を500/0含む黒褐色上で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでいる。壁は外傾する。底面は緩 く湾曲する。

[付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物はなく、時期の詳細は不明である。

SD04溝跡

遺構 (第 25図、写真図版 18)

[位置 。検出状況]ⅣD4d～ ⅣD4fグ リッド。Ⅲ層で黒褐色土の細長い広が りとして検出された。

西から東に向かう傾斜地において、斜面に沿って形成されている。ⅣD5c付近で、東側 と西側に別れ

るが、同一の遺構 と判断 している。北側でSD05と 隣接 している。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開口部の長さ (25,5)m、 幅70～ 130cm、 深さ50cmで ある。西から東方向に向かって

緩 く蛇行 しながら下つている。溝跡が始まる斜面上方において始点は確認されていない。

[覆土・堆積状況]径 5 cm大の亜角礫を10°/。 含む黒褐色上で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでいる。壁はタト傾する。底面は緩 く湾曲する。

[付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物はなく、時期の詳細は不明である。

SD05清跡

遺構 (第 25図、写真図版 18)

[位置 。検出状況]ⅣD4d～ ⅣD4gグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の細長い広が りとして検出された。

西から東に向かう傾斜地において、斜面に沿って形成されている。ⅣD5c付近で、東側 と西側に別れ

るが、同一の遺構 と判断している。南側でSD04と 隣接 している。

[重複関係]な し。
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[規模・平面形]開田部の長さ (26.0)m、 幅100～ 140cm、 深さ70cmで ある。西から東方向に向かっ

て緩 く蛇行 しながら下つている。溝跡が始まる斜面上方において始点は確認されていない。

[覆土・堆積状況]径 5 cm大の亜角礫を100/O含 む黒褐色土で構成 される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅢ層 を掘 り込んでいる。壁はタト傾する。底面は緩 く湾曲する。

[付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物はなく、時期の詳細は不明である。

SD06溝跡

遺構 (第25図 )

[位置 。検出状況]ⅣC5eグ リッド。Ⅲ層で黒色上の細長い広が りとして検出した。東側が調査区域

外にかかる。東から西に傾 く斜面において、等高線に直交 して形成されている。         .
[重複関係]な し。

[規模・平面形]開 口部の長さ (280)cm、 幅110cmで、北東一南西方向に長軸をもつ。深さは、30cm

ほどである。

[覆土・堆積状況]黒色土で構成される単層である。

[壁・底面]壁・底面 ともⅢ層を掘 り込んでいる。床面は調査時に湧水が確認された。壁は外傾する。

底面は湾曲する。

[付属施設]な し。

遺物 (第 31・ 47図、写真図版34)

[出土状況]覆土から陶磁器が出土 している。

[陶磁器]陶磁器 (211)。

時期 19C代の碗が出土 しているが、詳細は不明である。

SD09清跡

遺構 (第27図、写真図版 19)

[位置・検出状況]VE5g～ V E10グ リッド。Ⅲ層で、黒色土の細長い広が りとして検出した。南西

から北東に向かって低 くなる斜面で、等高線に沿って形成されている。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開 口部の長さ23.7m、 幅0。 6～ 1.2rnで、北西―南東方向に長軸を持つ直線的な溝跡

である。深さは、10～ 20cmである。

[覆土・堆積状況]黒色土・暗褐色土からなる。溝跡の中央やや北側のベル トC一 C′ (VE6hグリッ

ド)付近で、覆土中に礫群の廃棄がみられた。礫群は、径10～ 20cm大の亜角礫から構成され、 5× 1.5

mほ どの範囲で広がっていた。その部分の斜面上方は広がっている。礫群のなかに石器は含まれてい

ない。

[壁 ・底面]壁・底面 ともⅢ層を掘 り込んでいる。壁はタト傾する。底面は西から東に緩 く傾斜する。

[付属施設]な し。

遺物 (写真図版34)

[出土状況]覆土から陶磁器が出土 している。

[陶磁器]陶磁器片 (212)。
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1 検出遺構

時期 詳細 は不明だが、比較的新 しい可能性がある。

(9)炭窯跡 (第 28図、写真図版20・ 21)

調査区南側で炭窯跡が 2基検出された。緩やかな南斜面で、少 し位置を移動 して 2基の炭窯がつ く

られている。新 しい炭窯が古い炭窯より大 きい。炭窯の形態から、現代の炭窯と判断される。

(F可 吉Б)

SW01炭窯跡

遺構 (第 28図 、写真図版20・ 21)

[位置 。検出状況]Ⅷ G5hグ リッド。Ⅲ層で褐色上の広が りとして検出された。旧試掘の トレンチNo

36で確認されていた炭窯跡である。

[重複関係]南側にSW02が位置するが、SW02を切つてつ くられている。

[規模・平面形]規模は、開口部の径309× 228cm、 底部の径285× 201cmで 、楕円形を呈 している 。

[覆土・堆積状況]褐色土・明赤褐色土・赤褐色土から構成される。上屋の崩落上が主体である。

[壁・底面]壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は74.5cmである。底面は、ほぼ平坦で硬 く締まる。

[焚口・排煙口・煙道]焚口は斜面下位南側、煙道は斜面上位北側に設けられている。焚口には、焼

上が形成されていた。煙道は、レンガと鉄板を組み合わせて、窯部分 との境をつ くっている。

[その他の付属施設]な し。

遺物 (第31・ 40・ 47図、写真図版28・ 34)

[出土状況]煙道部分を構成する部品として、レンガ・鉄板が出土 し、炭窯北側から土管が横転 した

状態で出土 している。λ窯内ではないが、周辺から鉄板・鋸なども出土 してお り、炭窯 と関連 した遺

物である可能性がある。

[土製品]レ ンガ (144・ 145。 146。 147)、 土管 (148)。

[鉄製品]鉄板 (231)。

時期 炭窯の形態と聞き取 り調査から、戦後の1950年代に使用された炭窯と考えられる。

SW02炭窯跡

遺構 (第 28図、写真図版21)

[位置・検出状況]Ⅷ G6hグ リッド。SW01炭窯跡の精査中に掘 り方の確認のため床下を掘 り下げた

ところ、SW02炭窯跡を確認 した。

[重複関係]SW01に切られている。

[規模 。平面形]開 口部の径197X168cm、 底部の径194× 197cmで、精円形を呈 している。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・にぶい褐色土から構成される。上屋の崩落上が主体である。

[壁 。底面]壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は103.5cmで ある。底面はほぼ平坦で硬 く締まる。

[焚口・排煙口・煙道]焚回は斜面下位南側に設けられ、排煙口・煙道は斜面上位北側に設けられて

いる。焚田部分には焼土が形成されてお り、煙道部分は、レンガ等を組み合わせてつ くられている。

遺物 なし。

時期 炭窯の形態 と聞き取 り調査から、戦後の1950年代 に使用された炭窯と考えられる。
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Ⅲ
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形

?
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6)
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3
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炉
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、
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、
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土
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、
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と
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期
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8
Ⅲ
B8
g,
9h

Ⅳ
Ⅳ

円
形

?
(2
.3
6)
×

(2
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明

4
責
褐
上
、
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土
、
明
責
褐
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な
し

S1
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3
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期
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葉
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値
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構
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面
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規

模
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位
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煙
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位
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上
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位
→
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設
重
複
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→
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)

遺
物
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考

時
期

6
Ⅲ
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10
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Ⅳ
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Ⅳ
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形

?
3.
19
×

(1
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壁

南
各

り
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式
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86
°

一
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明
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し
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Ⅳ
D2
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Ⅳ
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形

?
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×

(1
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壁
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寄

り
到

り
貫

き
式
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°

一
W

不
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上

、
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色
土

、
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土

な
し

な
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土
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構
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検
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面
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複
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Ⅳ
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形
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暗
褐
土
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期
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SK
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅳ
Ⅳ
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(1
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褐
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褐
土

、
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色
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検
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Ⅳ
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円
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×
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し
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・
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SK
28
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楕

円
形

14
3×
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×
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上
、
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色
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し
土

な
し
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SK
29

Ⅲ
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Ⅲ
楕

円
形

85
×

55
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模
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物
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Ⅳ
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色
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な

し
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明
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b

Ⅲ
円

形
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×
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褐
色
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掲
色
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な
し
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×
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構
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位
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面
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模
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況
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設
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況
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設
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状

況
埋
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土
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物
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期
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さ
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Ⅲ
B7
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Ⅳ
円

形
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×

(2
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責
褐
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、
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責
褐
土
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器
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葉
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Ⅲ
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Ⅲ
円

形
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×

(5
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土
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位
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構
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面

の
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況
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係
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設
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考

時
期

開
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部
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部
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さ
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.2
1
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01
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lG
 5
 h
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h

Ⅲ
卵

形
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9×

22
8

28
5×

2
01
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.5

4.
46
5

48
 2
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褐
色

上
、
明
赤
褐
土

、
赤

褐
土

SW
02
→

SW
01

黒
炭

製
炭

な
し

現
代

SW
02

Ⅷ
G6
h

Ⅲ
卵

形
19
7×

16
8

19
4×

14
7

10
3 
5

2 
16
2

47
.5
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暗
褐
上

、
に
ぶ

い
褐
色

土
SW
02
→

SW
Oユ

黒
炭

製
炭

な
し

現
代
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Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺跡

八木沢I遺跡(YGSI-07)遺構一覧表

S K21

上器埋設遺格

SII竪 穴住居跡

SD:濤 跡

一― X=-41,700

Ⅱ

-― X=-41,740

Ⅲ

A
―― X=-41,780

Ⅳ

-― X=-41,820

V

-一 X=-41,860

Ⅵ

-― X=-41,900

Ⅶ

―一 X=-41,940

Ⅷ

-――X=-41,980

Ⅸ

-――X=-42,020

/1
基 2

X=-41,772.000
Y= 94,200.000
H=   94.044

X=-41,772.000
Y= 94,248.000
E=   84726

SKク0

SK25   SK21

補 1

/ SKP3

X=-41,820.000 SD06
Y= 94,284.000
H=   68.273

X=-41,820000
Y= 94,316000
H==     58,711

X=-41,940.000
Y= 94,380.000
H=     67341

X=-41,940000
Y= 94,400.000
H=   66217

0     1 :2,000 50m

くｍ
「
―
∃
―
―
引
‐
‐
引
‐
‐
呵
‐
―
「
―
ヨ

ぃ
「
―
―
「
―
―
「
‐
‐
「
‐
刊
「
‐
ョ

C

遺構配置図 (1):全体図

SIW 竪穴住居跡

SI“

10 陥し矢よ遺檸

陥し穴状遺格

S K08 上坑

26 S(13

べ ν́

第 8図
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◎
）

Ⅲ

1 検出遺構

◎a 鋭

&Ю 3

θ。

∂拶   
⑤

0    1 :200  5m

Ⅷ

部分図 1

0   1:200  5m

第 9図 遺構配置図

部分図 1 遺構一覧表

NQ 遺構名 種別 部分図

1 S101 竪穴住居跡

3 S103 竪穴住居跡

6 S106 竪穴住居跡

7 SK101 竪穴状遺構

8 SK102 竪穴状遺構

SK07 土坑

SK08 土抗

SK09 土坑

SK10 土抗

24 SKll 土抗

SK12 土坑

SK13 土坑

SK15 土坑

SK16 土坑

SK17 土坑

SK18 土抗

SK19 土抗

SK26 土坑

SK27 土抗

SZ02 土器埋設遺構

SZ04 土器埋設遺梅

部分図2 遺構一覧表

NQ 遺構名 種別 部分図

15 SK01 土坑 2

SK03 土坑 2

50 SM「01 炭窯跡 2

SM102 炭窯跡 2
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くヽ

柱穴観察表

Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺跡

重  PP3 c'
L=87300n4

S101-PP3 C― C'

層位  色調   土性
1 10YR 6/6 明黄褐七 粘± 4Tま り疎。
2 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘■ 締まりやや疎

花商岩粒 (径 341t)1%合 。

PP7

DL=87300m EL

S101-PP7  D― ―D'

層位  色調   土性
1 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 爺まり中。
2 10YR 5/6 黄褐色 粘■ 締まりやや疎

花商岩粒 (径 5 tua)3%含 。
3 10YR 6/6 明責褐色 粘土 締まりやや密

花筒岩粒 (径 24m)1%含 。

PP8

S101-PP3 E― E'

層位  色調   上性
1 10YR 3/3 暗褐色 シルト 締まり密

花商告粒 (径 2 mm)5%含 。
2 10YR 3/3 暗褐色 シルト 締まり密

花高岩粒 (径 2m)5% 明責褐色土を含。
3 10YR 5/6 責褐色 粘土 締まりやや密。
4 10YR 7/6 明黄褐色 粘土 締まりやや疎。

S101-PP12 1-ド
層位  色調   土性
ユ 10YR 5/4 にがい黄褐色 粘土 綺まりやや疎

花筒岩粒 (径 5 om)5%含 。

0      1:60     2m

S101 A

q

壁

司

蜘確増
務

A L=87500m

炉

」  L‐ 87 200m   I生

鯉

ｒ
一

Ｂ
一

‐88000m

S101 A一 A'・ B一 B'

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 シルト 締まり中 花商岩小礫 3%含。流れ込み。
2 10YR 3/3 暗掲色 シルト 締まりやや疎 花商岩粒 (径 5m)5%合 。
3 10YR 5/4 にぶい責褐色 粘土 締まり疎 花商岩粒 (径 2m)1%含 。自然堆積。

4 10YR 4/4 褐色 粘土 締まりやや蜜 花商岩粒 (径 5m)7%含 。
5 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや密 花商岩粒 (径 5111t)7%含 。自然堆積。
6 10YR 4/3 にがい黄褐色 粘土 締まりやや疎。

PP10

-OL‐ 87 100m    C生

S101-PP10 C-6'
層位  色調   上性
ユ 10YR 4/4 褐色 粘■ 4Tま りやや疎 黒褐色土ブロック含。
2 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり疎。
3 10YR 6/6 明黄褐色 格土 締まりやや疎 マサ土ブロック少量含。
4 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まり疎。

壁   辱仔10Y� 6明 妻佑色 粘土 締まり疎
花筒岩粒 (径 2側)1%含。

2 10YR 4/4 褐色 檻土 締まり疎
花筒岩粒 (径 2画)1%含。

3 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり中。

ＰＰ‐‐
『》

Ｈ
一

S101-PPll H一 H'

層位  色調   土性
1 10YR 6/6 明黄褐色 粘土

1%含。
2 10YR 6/8 明黄褐色 粘土

状に少量含。

∬
一

花尚岩粒 (径 l mm)

マサ上をプロック

炉

S101-炉  」一 J'・ K― K'

層位  色調   土性
1 10YR 5/8 褐色 焼土 締まりやや密 花商岩粒 (径 5～ 711m)

5% 黒色土ブロック (径 2m)1%合 。
2 75YR 6/8 栓色 焼土 ITま り密 花尚岩粒 (径 5剛)3%含。
3 10YR 5/8 黄褐色 粘土 締まり中 炭化物粒 (径 7m)1%含

焼土プロック (径 9～ 3 cm)3%含  土壌化した炭化物ブロック含。
4 10YR 5/6 責褐色 粘上 締まりやや密 マサ土ノロック (径 2 cm)

焼土プロック (径 2 cr)3%含 。
5 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり中

マサ土ブロック (径 2 cm)1%含 。

竪穴住居跡 (1):SЮ l第10図
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1 検出遺構

X‐ 4W96+
ⅣC5b

Y‐ 94244

X=4的 8ic覧

X=狙約8ギ =94244

ⅣC5c

=全 L‐ 73900m

B L‐ 74000m

SЮ2 柱穴観察表

作 業 道

作 業 道

C PPl C'卜72500mu

S102-PPl  C― ―C'

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 ンル ト

締まり中 炭化物 5% 植根含。

S102-PP2 D― D'

層位  色調   土性
1 19YR 2/3 黒褐色 砂質ンルト

締まり中 炭化物 1%含 小礫
(径 3 ma)含 。

S102-PP3 E一 E'

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 砂質シルト

締まり中 炭化物 3%含。

Ｆ
一

ＰＰ４

Ｆ

一靴

調査区域外

SЮ2-PP4 F一 F'

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 砂質シルト

綺まり中 炭化物 3% 10YR 3/4
暗褐色土プロック30%含 。

」        壁

S102-炉  G― G'・ H一 H'

層位  色調   土性
1 5YR4/4 にぶい赤褐色 焼土 締まり中

5YR3/3暗赤褐色±15%含。
2 10YR 3/3 暗褐色 ンルト 締まり中

10YR 4/3に ぶい黄色土プロック10%含。

S102 A一 A'・ B― B'

層位  色調   土性
1  10Y黒 3/1 黒褐色 シル ト
2  10YR 2/1 黒色 シルト
3  10YR 5/4 にぶい黄褐色
4  10YR 3/2 黒褐色 シル ト
5  10YR 2/2 黒褐色 シルト
6a 10YR 2/3 黒掲色 シル ト
6b 10YR 2/3 黒掲色 シル ト
7  10YR 3/3 暗褐色 シル ト

締まり中。
締まり中 炭化物 1%含。
シルト 締まり中 礫 (径 l mm)1%含 。
締まり中 礫 (径 1ヽ 3画)1%合。
締まり中 礫 (径 1ヽ 3 am)5%含。
締まり密。
締まり密 炭化物アロック含。
締まり中。

0       1:60 2m

令
にに
に
し

】

○
∩
Ｕ

Ｏ
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第11図 竪穴住居跡 (2):SЮ2
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工 L‐ 8■品上

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

C'A

札B鋭
X=-41772

―望二L=78300m

(数値 ):残
=値

壁

S103-PPl C― C'

層位  色調   土性
1 10YR 4/4 褐色 シルト 締まりやや疎 炭化物 1%含 。
2 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや密。
3 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり疎。

PP5
DL=86900m⊇ 上

帥 ‐ 貯5叶 ば フ
層位  色調   土性
1 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘土 綺まりやや密。
2 10YR 7/4 にぶい黄橙色 粘土 締まり疎 マサ土ブロック含。
3 10YR 6/4 にぶい黄橙色 粘土 締まり疎 炭化吻 1%含。

PP6
EL-86900m      壁

S03… FV
層位  色調   上性

1 10YR 7/6 明黄褐色 粘土 締 まりやや疎。

2 10YR 7/4 にぶい黄橙色 粘土 締 まり密 マサ土ブロック 3%含。

3 10YR 6/4 にぶい黄橙色 粘土 締まり中。

工L86撒 壁

1 10YR 4/4 褐色 ンルト 締まりやや密 花高岩粒 (径 2山)1%含 。
2 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり中 花筒岩粒 (径 5m)1%含 。
3 10YR 4/4 褐色 シルト質粘土 締まりやや疎 炭化物粒 (径 2m)僅かに合。
4 10YR 3/3 暗褐色 ンルト質粘土 締まり疎 土壊化した炭層ブロツク3%含。
5 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや密 花高岩粒 1%含。

Q貶
司|∩

―▲ L‐ 87600m

S103用 ト ド V
層位  色調   土性
1 10YR 3/4 暗褐色 粘土 締まり中 褐色土プロック1%含。
2 10YR 3/4 暗褐色 粘± 44ま りやや疎。
3 10YR 4/3 にぶい黄褐色 粘土 締まりやや密。

石囲炉

謬
一
弩目

炉
亀品ゴ 弄

培
式

壁

1 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まりやや疎 明責褐色粘土ブロック

(径 i cm)1%合 。
2 10YR 4/6 褐色 粘土 綺まり中。
3 10Y黒 6/6 明黄褐色 粘土        PPl

締まりやや疎。          _cL‐ 87000m ⊆生

A 創̈鈴コ
層位   色調   土性

ユ 10YR 4/4 褐色 粘土 締 まりやや疎

炭化効粒 (径 5 EltI)3%含 。

2 10YR 5/4 にがい黄褐色 粘土 締 まり中

X=-41772      
黒色粒 (径 2帥)3%含 。

売B9を32   ⊇L=鑑 Om並

SC16 PP… 鬱
層位  色調   土性
1 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘土 Itrま りやや疎

炭粒 (径 21m)1%含 。

2 10YR 4/4 拐色 粘土 締 まりやや疎 炭化物粒

(径 5 mI)3%含 。

3 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘土 締 まり中

黒色粒 (径 2 mm)3%含 。

SЮ 6 A一 A'・ B― B'

層位  色調   土性
1 10YR 4/4 褐色 粘土 締まり中 花尚者粒 (径 2～ 411n)7%含 。
2 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まりやや疎 炭化物粒 (径 7m)1%含 。
3 10YR 2/3 黒褐色 格土 締まりやや疎 炭化物プロック (径 2ヽ 5 cm)7%含 。
4 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まり中 花尚岩粒 (径 3～ 5m)5%合 。
5 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まり中 花高岩粒の量が少ない。
6 10YR 4/4 褐色 粘土 締まりやや疎 木の根の影響を受ける。

QP4

0          1 :50 21n

PP3
EL=87100m旦生

SЮ6-PP3 E一 E'

層位  色調   土性
ユ 10Yミ 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや疎

マサ土粒 (径 5 aII)1%含 。
2 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや疎

マサ土粒を含まない。

SЮ 3 A― A'・ B一B'

層位  色調   土性

―二≧L‐ 37500n

第12図 竪穴住居跡 (3):S103・ 06
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1 検出遺構

S104

里

菟

洋m7忌Ы

留

A

Y-94303 Y‐ 94309

X=颯お0鵠Ыg

廃棄された礫の様子

ＰＰ２　　̈じ
Ｄ
一

／

　

￥

S104 柱穴観察表

里

‐

X=-41782+

PPl

こ と59っ∞m≦≧と

S104-PPl C― C'
層位  色調   土牲
1 10YR 3/3 暗褐色 砂質シルト

締まり, 礫 (径 5 mm)1%含 。

S104-カ マド(煙道)H― H'

層位  色調   土性
1 15YR 7/8 赤褐色 焼土

0

t

X=-41782■

カマド(燃焼部)

F L=59900m         里生(⊃

SЮ 4-カマド(燃焼部)E― E'・ F―F'①
層位  色調   土性
1 10YR 2/2 黒褐色 シルト 締まり中 にぶい黄橙色±5%含。

カマ ド(煙道 )

G L=60.400m

7
ヴ
一

B L=59,700m

Ｅ
一

二 ①          工 I=^。 。nn�  二 ②

カマド(燃焼部)

FL=59 900m        I上 (D

レ

ベルト

S104-カ マド(燃焼部)E― E'・ F― F'②
層位  色調   ■性
1 15YR 7/8 赤褐色 焼土 締まりやや密 マサ土が焼土化したもの。

カマ ド(煙道 )

H L=60400m

S104-PP2 D― D'

層位  色調   ■性
1 10YR 4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト

締まり中。
2 Ⅳ層マサ土 掘りすぎ。

締まりやや密 マサ上が焼土化したもの。

1:50      2m

S104-カ マド(煙道 )

層位  色調   土性
1 10YR 3/4 暗褐色
2 107R3/1 黒褐色
3 10YR 2/3 黒褐色

締まり中。
締まり中 亜角礫 (径 10m)含。
締まり疎 黄褐色土ブロック7%含。

中　祉”渤

カマ ド(燃焼部 )

L=59.900m
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こ二I11を
,、、、

A

A
で カマ ド燃焼部ム 削羊

イ

宝

ザ(興麗ν  
十

十

レ

B L=61.300m

SЮ5-カマド:煙道・燃焼部 E― E'①

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 粘上質シルト 締まりやや密。
2 10YR 7/8 黄橙色 粘上とシルトの混土 締まり密。
3 10YR 2/2 黒褐色 シルト 綸まり中 花筒岩粒 ユ% 焼上プロック1%含。

(燃焼部覆土)

一旦 L=61600m

層位  色調   土性
(煙道部)

1 10YR 2/2 黒褐色 シルト 綸まり疎。
2 10YR 4/4 褐色 粘土 締まり中。
3 10YR 5/4 にぶい黄褐色 砂 締まり中。
4 10YR 3/4 暗褐色 シルト 締まり中。
5 10YR 2/2 黒褐色 シルト 締まり中。
6 10YR 4/6 褐色 砂 締まり中。

(燃焼部)

1 5YR3/4 暗赤褐色 焼土 締まり中 炭化物含。
2 5YR4/4 にぶい赤褐色 マサ土力琥 けている。

0       1:50      2m

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

薪 マ
Y=94300

K=狙
“
8札

btt V

CL=60.600m    C二 ②

希 トルう

創05-カマド C― C'②
層位  色調   土性
1 5YR3/4 暗赤褐色 焼土 締まり中。

AL=61100m

SЮ 5 A一 A'・ B一B'

層位  色調   土性
1 10YR 5/4 にぶい黄褐色 締まり密 作業道を整地した際の盛土。
2 10YR 2/2 黒褐色 ンルト 締まり中 礫 (径 5Ш)3%合 。
3 10YR 2/1 黒色 シルト 締まり中 礫 (径 5m)5%含 。
4 10YR 4/2 灰黄褐色 シルト 締まり中。
5 10YR 5/6 黄褐色 粘土質シル ト 締まり中 礫 (径 1～ 38m)5%含。

CL=60.900m    tt■ ①

‖

∈̈
そ却酪鞘

⊇

斉

①

創05-カマド D― D'①

層位  色調   土性
1 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まり密。
2 5YR3/6 暗赤褐色 焼土 締まり密。

DL=60600m  ⊇上②

←   舟〕
ベルトC― C'

S105-カ マド D― D'②
層位  色調   土性
1 5YR3/4 暗赤褐色 焼土 締まり中

炭化物含。
2 5YR4/4 にぷい赤褐色 焼土 締まり中

マサ上が焼けている。

SЮ 5-カマド C―C'①
層位  色調   土性
1 10YR 4/6 明黄褐色 粘土 締まり密。
2 75YR 4/6 傷色 シルト 結まり中。
3 10YR 2/2 黒褐色 シルト 締まり中

カマド煙道の覆土。

6/~~~~｀ 5 ベルトCC'6ルチ)ベルト
… Ⅲ,′

^     つ~D'
SЮ5-カマド:煙道・燃焼部 E― E'②   つ~

第14図 堅穴住居跡 (5):S105
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検出遺構

S1101  4主穴観察表  (数値):残存値

SK102

PP2

呻．酵
全

√印ム

げ
一

4

⑥
ＰＰ

＜

D   D'
L‐ 85800m

U
SK102-PP2 D― D'

層位  色調   上性
1 10YR 2/3 黒掲色

(径 l cm)1%含 。
2 10YR 6/6 明黄褐色

(径 7囲)3%含 。

F'

彩
SK102-PP4 F一 F'

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 シルト

(径 Icl)1%含。
2 10YR 5/6 黄褐色 粘■

(径 2 cI)3%含 。
3 Ⅳ層主体 崩れたマサ土か ?

シル ト 締 まりやや密 褐色土ブロック

粘土 fTま りやや疎 花筒岩粒

締まりやや密 褐色上ブロック

締まり中 マサ上ブロック

締まりやや密 褐色土プロック

4Tま り中 花商岩粒 (径 2画)含。

協色土ブロック

花前岩粒

SK102-PP7 1-ド
層位  色調   土性

l ЮYR2/3 黒褐色 ンル ト 締 まりやや密

褐色土プロック (径 i cm)1%含 。

2 よOYR 5/6 黄褐色 粘上 綺 まり中
マサ土ブロック (径 2卸)3%含 。

0      1160    2m

げ
一

Ｅ
一

∬
雁

６

　

　

ｏｏ

ＰＰ
　
螂

Ｈ
瓦

Ｆ
一

1全母 …ハ̂
ハ
            Y‐ 94234

や ―り 2

lllC9a

SK102-PP3 E― E'

層位  色調   土性

1 10YR 2/3 黒褐色  ンル ト

(径 ユ伽)1%含 。

2 iOYR 3/3 暗褐色  ンル ト

SK101-PP6 C― C'

層位  色調   土性
1 10YR 4/4 褐色 粘土 締まりやや疎 明責褐色土プロック

(径 8釦)3% 炭化物粒 (径 2硼)1%含。
2 10YR 5/6 黄褐色 粘上 締まりやや密 褐色土ブロック

(径 5伽)1%合。

SK101 A一 A'・ B―B'

層位  色調   土性
1 10YR 3/4 暗褐色 シルト 締まりやや疎 花高岩粒 (径 2血)3%含。
2 10YR 6/8 明黄褐色 推土 綸まり中 暗褐色土ブロック (径 2 cm)1%合 。
3 10YR 5/8 黄褐色 粘主 締まりやや密 暗褐色土ブロック (径 3 cI)5%含 。
4 10YR 7/6 明黄褐色 粘土 締まり密 V層 のマサ土主体 崩れた層 ?

5 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 14ま りやや疎。
6 10YR 5/6 黄褐色 格土 kTま り疎 暗褐色上ブロック (径 2 cm)7%含 。
7 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まりやや密  花商岩粒 (径 2側)5%含。
8 10YR 4/6 褐色 ンルト質H・L土  締まり中 暗褐色土ブロック (径 2ヽ 3 cm)7%含。
9 10YR 4/6 褐色 ンルト質粘土 縮まり中 炭化物粒 (径 2側)1%含。
10 10YR6/8 明黄褐色 粘上 締まり中。

▲ L=86300m

BL=86300m

SK102 A― A'・ B-3'
層位  色調   上性
1 10YR 3/4 暗褐色 ンルト 締まりやや疎 腐植土 根に影響された上。
2 10YR 4/4 掲色 シルト質粘土 締まりやや密 花商岩粒 (径 2 mm)7%缶
3 10YR 5/8 黄褐色 粘上 締まりやや密 崩れたマサ上の層 暗褐色上ブロック含。
4 10YR 4/6 掲色 シルト質粘上 締まりやや疎 崩れたマサ上のプロック (径 2帥)1%含。
5 10YR 4/4 褐色 シルト質粘上 締まりやや密 花同岩粒 (径 2 BII)5%含。

PPl
C    C'

評2巧繁塩
Lプm

l 10YR 2/3 黒褐色 粘土 締まりやや密 褐色土ブロック (径 l cm)1%含。
2 10YR4/4 褐色 粘土 締まり中 花尚岩粒 (径 2「II)7%含。

PP5
GJ L‐ 85700m⊆

3印 骸押 ← σ
層位  色調   土性
1 1帆家4/6 褐色 シルト質粘土

締まりやや密 花尚岩粒 (径 54m)
7%含。

PP7
二 L=“ 冊Om生

fi 予

ＰＰ３
枷ｙ

SK102-PP6 H― H'

層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 ンルト 締まりやや密

(径 l cd)1%含 。
2 10YR 4/4 掲色 シルト質粘土 締まり中

(径 28m)7%含。
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ⅦF6a料 lm SK02
κ-4Ю25+

Y-94361 試

Y‐ 94363

+
ALヨ 74100m

SK02 A― A'

層位  色調   土性

1 10YR 4/6 褐色 ンル ト

2 10YR 4/4 褐色 シル ト

3 10YR 2/3 黒褐色 シル ト

4 10YR 2/3 黒掲色 ンル ト

5 10YR 2/2 黒褐色 シル ト

6 10Yミ 4/4 褐色 シル ト

7 崩落のため注記なし。

BL=74300m

BL=56700m

Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺跡

A'

締 まり密 花筒岩粒30%(均―) 著 しく革木根含。

締 まり疎 花El岩粒 3%(層 状) 著 しく草木根含。

締まり疎 花両岩粒 1%(均 ―)著 しく草木根含。

締 まり疎 花筒岩粒 3%(均 ―)著 しく草木根含。

締 まり疎 著 しく草木根含。

締 まり疎 花筒岩粒30%(層状) 著 しく草木根含。

B'

ⅣDla空1lm

X=nm+ SK14

C L=56,700m

V

“し
SK14 A― A'

層位  色調   土性
1 10YR 4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト

礫 (径 1ヽ 3 cm)1%含。

+

A'

締 まり中

締 まり中

B'

BL=59500m

AL=56700m

SK20 A― A'
層位  色調   土性

1 10YR17/1 黒色 シル ト 締 まり中 礫 (径 1 5cm)植 根多量含。

2 10YR 5/4 にぶい黄褐色 ンル ト質粘土 締 まりやや密 礫 (径 2m)
暗褐色上 3%含。

3 10YR 2/3 黒褐色 シル ト 締 まり中。

4 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締 まりやや密 暗褐色± 3%含。

5 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締 まりやや密。

6 10YR17/1 黒色 ンル ト 締 まり中。

7 10YR 4/3 にぶい黄褐色 粘土 締 まり中。

8 10YR 3/3 暗褐色 シル ト 締 まり中。

7  

友

渓楷 rそ 伽行Υ

色 粘却 争 ル ト

SK20    inl

SK20 B―B'
層位  色調   土性
1 10YR 2/3 黒褐色 シル ト 締まり疎。

(1):SK02。 14。 20

0    1:40   1m
1

SK20 副穴観察ヨ長    (数値):残存値

叫

第16図  陥 し穴状遺構
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1 検出遺構

SK22

＼ぐ

AL=54200m    ピ望二

VE8h御
13m

X=-4185ユ 十

VE3g  SK30
,2m

X-4綺3計

y=94352

SK22 A一 A'
層位  色調
1 10YR 2/2
2 10YR 6/8
3 10YR 5/8
4 10YR 3/3
5 10YR 5/4
6 10YR 2/2
7 10YR 6/8

銚      浄“臨2北 4g

黒掲色 シル ト 締 まり中。
明黄褐色 粘土 締まり密 礫 (径 5m)3%含 。

黄掲色 粘土 締 まり密。
暗褐色 シル ト 締 まりやや密 黄色± 3%含。
にぶい黄褐色 粘土 締 まり密 暗褐色±10%含 。
黒褐色 シル ト 締 まり密。
明黄褐色 粘土 締 まり密。

B'

B L=53100m

AL=55300m

B'

SK25 A一 A'
層位  色調
1 10YR1 7/1
2 10YR 3/3
3 10YR 5/6
4 10YR 5/4
5 10YR 4/3

B T_医 民。Ar

SK25 副穴観察表 (欲拒):残 存植

与8丸鋭 _B_

C'

A A'

SK30 A― A'
層位  色調   土性
1 10YR 3/4 暗褐色 シル ト 締まり中

黄色土ブロック3% 植根含。

A'

土性

黒色 シル ト 締 まり中。
暗褐色 粘土質シル ト 締 まり中 礫 (径 5 dd)3%含 。

黄褐色 粘土 締 まりやや密 礫 (径 10～ 15cm)10%含。
にぶい黄掲色 粘上 締 まりやや密。
にぶい黄掲色 粘土 締 まり中。

シル ト 締まり中 炭化物 1%含。

0    1:40   1m

枷Ｕ
L=54.300m

SK25

ⅣE4b

i4m  A

x先汗
-41796

生

→―X=-41797
Y‐ 94324

C L=55.300コ

W

SK25 B― B'
層位  色調   土性
1 10YR 3/4 暗褐色

(2):SK22・ 25。 30

L=55300m

V(トレンチ)

鼎
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ⅧG6か竿
閉 SK01

A L=51.000m

SK03
Y‐ 94426

ⅧG6g空 +

云

Y-94428

浄“騨OttG伍

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

・ B―B'
上性

現表上 腐蝕土層。

盛土 I SWOI貼床の延長。

盛± 2 SW01土 台 ? 10YR 4/6黄褐プロック含。

暗褐色 シル ト 締まり密。

暗褐色 ンル ト 締まり密。

褐色 粘土質ンル ト 締まり密。

暗褐色 ンル ト 締まりやや密 黄褐色土プロック3%含。

黒褐色 ンル ト 締 まりやや疎 花筒岩粒 1%含。

黄褐色 粘土質ンル ト 締 まりやや疎 暗掲色土プロツク 7%含。

△ '

SK01 A― A'
層位  色調
1 色調不明
2 色調不明
3 色調不明
4 10YR 3/4
5_ 10YR 3/4
6 10YR 4/6
7 10YR 3/3
8 10YR 3/1
9 10YR 5/8

Y=94428

X=41960札∝h

3 A― A'
色調   土性

10YR 4/6 褐色 シル ト 締 まり中 黄掲ブロック2% 花間岩粒 1%含。

10YR 3/4 暗褐色 粘土質シル ト 締まりやや密 黄褐プロツク3%含。

10YR 4/4 褐色 シル ト 締まり密。

レ

L=48.100m

第18図 土坑 (1)i SK01・ 03
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聾aQ挫

1 検出遺構

A と=68 100na

B;し =68600m

SK04 B一 B'

層位  色調   土性

1 10YR 2/2 黒掲色 シル ト 締まり中 礫

(径 3～ 5 cm)含 。

2 10YR 4/6 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 締 まり中

礫 (径 3 HJ4)3%含 。

=69400m

∇ ~碍
詭2c

エ

掘りすぎ ベルトB― B'
干
べ，レト営

掘りすぎ ベルト SK05 C― C'

層位  色調
1 10YR 3/4
2 10YR 2/1
3 10YR 2/2
4 10YR 4/4
5 10YR 5/8

(掘 り過ぎ)。

6 10YR 5/6

SK04・ 05'06

層位  色調

(SK04)
1 10YR 2/ユ
(SK05)
1 10YR 3/1
2 10YR 2/1
3 10YR17/1
4 10YR 2/1
5 10YR 4/4
(SK06)
1 10YR 2/1
2 10YR 3/1
3 10YR 3/2

SK07

A一A'

上性

黒色 シル ト 締まり密 礫 (径 5 na)5%含 。

黒褐色 シル ト 締 まり密。

黒色 シル ト 締 まり密 礫 (径 2 nal)10%含 。

黒色 シル ト 締まり密 礫 (径 5 ma)5%含 。

黒色 シル ト 締 まり中 礫 (径 5 mm)5%含 。

褐色 粘土 締 まり密 礫 (径 5m)10%含 。

黒色 ンル ト 締まり中。

黒褐色 シル ト 締 まり中 礫 (径 5ヽ 10mm)10%含 。

黒褐色 シル ト 締 まり中 礫 (径 15～ 20cm)10%含 。

土性

暗褐色

黒色

黒褐色

褐色

黄褐色

黄褐色 崩落土。

D i

砂質シル ト 締 まり中 礫 (径 5 nal)5%含 。

シル ト 締まり中 礫 (径 5 mm)5%含 。

シル ト 締まり中 花筒岩粒 5%含。

粘土質シル ト 締まり中 黒褐色±10%含。
マサ土 締 まり疎 風化 していて脆い。

SK06 D― D'

層位  色調   土性
1 10YR17/ユ  黒色 シル ト 締ま

2 10YR 3/4 暗褐色 粘土質シル

3 10YR 6/6 明黄褐色 礫 締ま

り中 礫 (径 3 mr)1%含。

卜 締 まり中 礫 (径 3～ 5 ma)10%含 。

り疎 風化した花商岩。

0    1:80   2m

A'

Y‐ 94228

浄凱7塩
8h

X-4176半

Y=94298
X417臨

8h

X=-41769+

A L=87300m

SK07 A― A'

層位  色調
1  10YR 5/6
2 10YR 4/4
3 10YR 6/6
4 10YR 5/6
5 10YR 5/6
6 10YR 7/6
7 10YR 6/6
8 10YR 5/6
9 10YR 4/6
10 10YR 5/8
H 10YR 3/3
12 10YR 6/6
13 10YR4/6
14 10YR 5/6
15 10YR5/8
16 10YR 5/8
17 10YR6/8

遺物出土状況

第19図 土坑 (2):SK04～ 07

く

り

″

３４

Pl出土層位

(12層 )

P2出土層位

(17層 )

土性

黄褐色 粘土 締 まりやや密 花商岩粒 (径 7酬)5%含 。

褐色 粘土 締まり密 花尚岩粒 (径 7 mm)7%含 。

明黄褐色 粘土 締まりやや密 マサ土プロック5%含。

黄褐色 粘土 締 まりややjIA 花尚岩粒 (径 5tl)7%含 。

黄褐色 粘土 締 まり密。

明黄掲色 粘土 締まり密。

明黄褐色 マサ土 締 まり中 (Ⅳ 層マサ上の崩落 )。

黄褐色 粘土 締まりやや疎。

褐色 粘土 締 まり疎 花聞岩粒 (径 5剛)5%含 。

黄掲色 粘土 締 まり疎 焼上層 炭化物 ユ% 土器片含。

暗掲色 粘土 締 まり疎 炭化物を多量に含。

明黄褐色 粘土 締 まり中 焼上 1%含。

掲色 粘土 締 まりやや疎 炭化物 5%含。

黄掲色 粘上 締 まり中 花筒岩粒 (径 5 mr)1%含 。

黄掲色 粘土 締 まり疎 花商岩粒 (径 5m)5%含 。

黄褐色 粘土 締 まり中 花尚岩粒 (径 5 Jr)1% 炭化物 3%含。

明黄褐色 粘土 締 まり密 マサ土ブロック3%含。

0    1:40   1m

／
傷
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SK08

十 X=-41771

AL=87800m            生

SK08 A― A'

層位  色調   土性
ユ 10YR 7/6 明黄褐色 シル ト 締まり密 庚化物 (径104d)1%含 。
2 10YR 8/6 黄橙色 ンル ト 締まり密。
3 10YR 4/6 掲色 ンル ト 締まり密 炭化物 (径 5～ 10mI)5%含 。
4 10YR 2/3 黒褐色 シル ト 締まり密。
5 10YR 3/4 浅黄橙色 シル ト 締まり密。

SK10            1

た
た
八

．／

SK09

Y‐ 94232

浄ψ 塩鋭

Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺跡

土性

黄褐色 粘土 締 まりやや密 花闘岩粒 (径 7 ma)5% 炭化物 1%含。

明黄掲色 粘土 締 まりやや密 マサ土ブロック (径 2 cm)5%含 。

明黄褐色 粘土 締 まり中 炭化物 1%含。

褐色 粘土 締 まりやや密 黒色土ブロック (径 1～ 2 ca)3%含 。

褐色 粘土 締 まり密 炭化物 1%含。

黄褐色 粘土 締 まり密。

明黄褐色 粘土 締 まり中 黒色土ブロック (径 1帥)3%含 。

暗褐色 粘土 締 まり密 花商岩粒 (径 7 nd)1% 炭化物 7%含。

明黄褐色 粘土 締 まりやや密 花筒岩粒 (径 5n」H)7%含 。

黄褐色 粘土 締 まりやや密 炭化物 1%含。

明黄褐色 粘土 締 まりやや密 マサ土ブロック (径 2 cm)5%含。

明責褐色 粘土 締 まりやや疎 マサ土ブロック (径 l cl)3%含 。

黄褐色 粘土 締 まり密 花尚岩粒 (径 51m)3%含 。

明黄掲色 粘土 締 まりやや疎 花両岩粒 (径 51m)1% 炭化物 1%含。

SK09 A― A'

層位  色調
1 10YR 5/6
2 10YR 6/8
3 10YR 6/6
4 10YR 4/4
5 10YR 4/6
6 10YR 5/8
7 10YR 6/6
8 10YR 3/4
9 10YR 6/6
10 10YR5/8
11 10YR 6/8
12 10YR 6/6
13 10YR5/8
14 10YR6/6

SKll  Y‐ 94242

ⅢC8a勢十

Y=94244

瑞孟“聴

土性

暗褐色 ンル ト 締まり中 黄褐色粘土プロック (径 314n)1%含。

黄褐色 粘土 締まりやや疎 花商岩粒 (径 5m)3%含 。

黄褐色 粘土 締まりやや疎 花筒岩プロック (径 2 cl)1%含。

にぶい黄褐色 粘土 締 まりやや密 花間岩プロック (径 2帥)1%含 。

明黄褐色 粘土 締まり密 マサ上プロック (径 3 cr)3%含。

A L=85.500m

A L=85800m

土性

褐色 粘土質シル ト 締 まり中。

黄褐色 粘土質シル ト 締まり密。

0

A'

A L=85900m

SK10 A― A'

層位  色調
1 10YR 3/4
2 10YR 5/8
3 10Yミ 5/8
4 10YR 5/4
5 10YR 6/8

ⅢB8h

i2m

→―X=-41770

鮒     
り掟

層位  色調   土性

1 10YR 4/4 褐色 粘土質ンル ト 締 まり中。

SK12  Y‐
,

X‐ 41769+

SK12 A― A'

層位  色調
1 10YR 4/4
2 10YR 5/6

:SK08へ,12第20図 土坑 (3)
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1 検出遺構

SK13

SK13 A― A'

層位  色調   土性

1 10YR 4/4 褐色 シル ト 締 まり中。

2 10YR 6/3 にぶい黄橙色 粘土質ンル ト

3 10YR 6/4 にぶい黄橙色 粘土質ンル ト

ⅢB8g

i lm

十X=41770

4-X=-41771

北声衛″

締 まり密。

締まり中。

皿c8a 4m12m

+X=-41770 SK15

A

SK15 A― A'

層位  色調
1  10YR 7/6
2  10YR 6/4
3  10YR 6/6
4 10YR 7/6
5 10YR 6/6

A L=86200m

A L=88600m

土性

明黄褐色  ンル ト 締 まり密。

にぶい黄橙色 シル ト 締 まり密 花尚岩粒50%含 。

明黄褐色 シル ト 締 まり密。

明黄褐色 シル ト 締 まりやや密。

明黄褐色 シル ト 締 まり密 (3層 に比べ粒度粗い )。

A'
SK16

SK17

SK18
1B9g
12m

X=-41774+

Y=94224

X=主口7鶏Ыに

X=-41773-ト

二

SK16 A― A'

層位  色調   土性

1 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり中。

2 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘土 締 まり密 砂 60%含。

3 10YR 5/4 にぶい黄橙色 粘± 48・ まり密。

4 10YR 6/6 明黄褐色 砂質粘土 締 まり密 Ⅳ層起源。

5 10YR 5/8 黄褐色 粘土 締 まり密。

6 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締 まり密。

7 10YR 6/6 明黄褐色 砂質粘土 締 まり密 Ⅳ層起源。

8 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘土 締 まり密。

9 10YR 4/6 掲色 粘土 締まり密。

A L=86800m A'

SK17 A― A'                 
ψ

層位  色調   土性

1 10YR 4/4 褐色 粘土 締 まり中 花商岩粒 (径 7 1nd)3%含。

2 10YR 5/4 にぶい黄褐色 粘土 締まりやや密 炭化物 3%含。

3 10VR 6/6 明黄褐色  粘土 締まり疎 花筒岩粒 (径 7 mn)1%含。

4 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まり疎 花両岩粒 (径 7m)1%含 。

5 10YR 3/4 暗褐色 粘土 締まりやや疎 花商岩粒 (径 2 nd)3%含。

6 10YR 3/4 暗褐色 粘土 締まり密 炭化物 3%含。

7 10YR 5/6 黄掲色 砂質粘土 締まりやや密。

8 10YR 6/6 明責掲色 粘土 締まりやや疎 マサ土プロック 1%含。

9 10YR 5/8 黄褐色 マサ土 締 まりやや密 Ⅳ層 を主体 とするが、褐色土プロック

(径 2m)3%含 。

A L=87300m A'

SK18 A― A'

層位  色調   土性

1 10YR 4/6 褐色 シル ト質粘上 締 まり疎 花尚岩粒 (径 2 1dI)3%含。

2 10YR 3/4 暗褐色 シル ト質粘土 締 まり中 花商岩粒  (径 2 Ha)1%含。

3 10YR 4/6 褐色  シル ト質粘土 締 まりやや密 マサ土プロック (径 5 cm)7%含 。

4 10YR 5/6 黄掲色 粘土 締まり中 マサ土プロック (径 2 cm)1%含 。

5 10YR 5/6 黄ltB色  粘土 締まりやや疎 花両岩粒 (径 3～ 7 nH)1%含。

6 10YR 4/6 褐色 粘土 締まりやや密。

Y‐ 94236

=期2北
B"

Y‐ 94232

浄41772塩飢

X=-41773-ト
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Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

SK19

.B9httx_41T2

Y‐ 94315

X=‐W貶瑞D荀

SK21
Ｙ〓９
＋

+X=41773

AL=87000m

可

SK19 A― A'

層位  色調
1 10YR 5/6

3%含。
2 10YR 4/6

5%含。

SK23

X=-41800

SK23 A― A'

層位  色調   土性

ユ 10YR 2/2 黒褐色

(径 5～ 10血)3%含 。

SK24

SK24 A一 A'

層位  色調
1 10YR 2/2
2 10YR 3/2

土性

黄褐色 粘土 締まりやや疎 花筒岩粒 (径 3 Ea)

褐色 粘土 締 まり中 花両岩粒 (径 5 mm)

SK21 A― A'

層位  色調   土性
1 10YR 3/4 暗褐色 粘土質シルト

2 10YR 4/4 褐色 粘土 締まり中

締 まり中 礫 (径 3 cl)1%含 。

礫 (径 51a)5%含 。

X=-41801-ト

AL=57100m            生

掘り

粘土質シル ト 締まり密 花商岩粒 (径 10～ 20111)1% 炭化物

調査区域外

X=-41793-|

ンル ト 締 まりやや密 礫 (拳大)60% 花間岩粒 5%含。

シル ト 締 まり密 礫 (拳大)冊%含。

SK27 A― A'

層位  色調   土性

1 10YR 6/6 明黄褐色 粘土

(径 l cn)1%含 。

2 10YR 5/6 黄褐色 粘土

A'

(掘牙写ぎ)

締まりやや密 マサ土プロツク

締まり密 崩れたマサ土 との混土。

0    1:40   1m

7 SK27

1B7j

14m

凄m納罵
塑

AL=86.500m

性

色

色

土

褐

褐

黒

黒

y
L=55600m

第22図 土坑 (5)i SK19。 21 。23・ 24・ 27
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1 検出遺構

洋ゞ■そSK26

２０２

に
∈
％
＝
懸
①

ν

X-41766+

X― -41766+

A L=88800m

SK28

ツ
検出状況

遺物取り上げ後

米

A'

A L=69900m

SK28 A― A'

層位  色調   土性

1 10Yミ 2/2 黒掲色 シル ト 締まり中 炭化物 1%含。

2 10YR1 7/1 黒色 ンル ト 締 まり中 礫 (径 2～ 3 ca)

炭化物 I%含。湧水有 り。

A'

SK29 A一 A'

層位  色調   土性

1 10YR 3/4 暗褐色 ンルト 綺まり中 植根多量に含。
2 10YR 7/3 にぶい黄橙色 砂 (マサ土)。

第23図 土坑 (6):SK26・ 28。 29

A L=79100m

SK26 A一 A'・ B一 B'

層位  色調   土性
1 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まりやや疎 花蘭岩粒

(径 3 mal)7%含  (ト レンチ)。

ⅢC91等 4m

十
Y=94262

‖
~X=-41776

Y‐ 94263

了‐94224

L=88400m

-58-
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SNOi ジ
　
▲
た
八

X=“ W鏑札D碇 Ⅳ邸b

X=41800鵠
E働

Y=94324

SN02
＼
び

Ⅳ 八木沢 I遺跡

L=57630m

シ

ⅣD4b省
4m

+
Y=94286

A

SN01 A一 A'

層位  色調
1  5YR4/4
2 10YR 2/2

土性

にぶい赤褐色 焼土

黒褐色 砂質シル ト

A'

締まり中 10YR 3/4暗 褐色の焼±20%含。

締まり中 小礫 (径 5 1ul)3%含 。(ト レンチ)

十
却　　　Ｊ一

A L=57630m A'    B

A L=87900m    生

(「i'i;〒

II]「氏:::憂 1騒:手
″=下 「
‐‐~~

べ′レトA―A'

SZ02   
Ⅱ
手::

X=-41766-|

SZ04

ⅢB7g

i2m

十 X=“ W“

Y=94224

ベルトB・B'

SN02 A― A'・ B一B'

層位  色調   土性
1 5YR5/8 明黄褐色 焼土 締 まり中。

2 10YR 3/1 黒褐色 シル ト 締まり中 炭化物20%含 。

3 10YR 4/6 褐色 粘土 締 まり中。

SZ02 A一 A'

層位  色調   土性
1_10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや密
2 10YR 6/6 明黄褐色 粘土 締まりやや密

やや上壊化が進む。
3 10YR 5/4 にがい黄褐色 粘土 締まり中

マサ土ブロック7%含。
マサ土プロック7%含。

マサ土プロツク7%含。

A A'

花蘭岩粒

花商岩粒

Y-94227

+
SZ04 A― A'

層位  色調   土性

1 10YR 5/6 黄褐色 粘土 締まりやや疎

(径 2 mm)7%含。 (埋設土器内 )

2 10YR 6/6 明黄褐色 粘上 締まり中

(径 2 Ha)1%含。 (掘 り方 )

0      1:30    1m
|

飴
守

第24図 焼土遺構 :SN01・ 02、 土器埋設遺構 :SZ02・ 04
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1 検出遺構

SD09 骸
/ A L=52700m A'

A―A'

色調   土性
10YR1 7/1 黒色 シル ト 締 まり中 黄色上粘± 3%上位に含。

10YR 2/2 黒褐色 シル ト 締 まり密 小礫含。

10YR 4/3 にぶい黄褐色 砂質粘土 締 まり中。

ノ

ＳＤ０９
離‐‐０蜘蜘

Y=94344

北寵
細開O

Y‐ 94352

七 E航

レ

B L=52700D B'

層位
ユ

2

3

4

洋
“
融8北税

Y=94352

C'

シ

ク

含。

ＳＤ０９
離‐‐０蜘蜘４‐０

ＳＤ０９
離蜘蜘蜘

10YR 2/1 黒色 ンル ト 締まり疎。

10YR 2/2 黒褐色 シル ト 締まり中

10YR 3/3 暗褐色 シル ト 締まり中

10YR 3/4 暗褐色 シル ト 締まりや。

D 
とi54000m

掘 りす き

D一D'

色調 土性

黒色

黒掲色

暗褐色

10YR 2/1
10YR 2/3
10YR 3/4

11100 2.5m

0    1140   1m

ンル ト 締 まり疎。

シル ト 締まり中。

粘土 締 まり中。

掘 り碇 く
驚 咬 苺 ≧

_

SD09 B一 B'

色調   土性

10YR 5/6 黄褐色 粘土 締 まり中 黒褐色±10%含 。

10YR 2/2 黒褐色 シル ト 締 まり中。

10YR 3/4 暗褐色 シル ト 締 まり中。

10YR 3/1 黒色 シル ト 締 まり中 炭化物 1% 礫含。

C L=52,700m

C― C'

色調   土性

掘りすぎ

黄色土プロック3% 亜角礫 (径 10cm)

黄色土プロック I%含。

|
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SⅥ,01・本

トレンテ201

一
土管

|

´
⌒ペ

148

十

Ⅳ 八木沢 E遺跡

BL=49_200m B'①

BL=49200m

SW01 A― A'・ B―B'①
層位  色調   土性

1 10YR 2/3 黒褐色 締 まり粗 表土 腐植上。

2 10YR 4/6 褐色 シル ト 締 まり粗 花尚岩粒 (径 1～ 5 dal)少量含。

3 5YR4/8 赤褐色 シル ト質粘土 締まりやや密 花筒岩粒 (径 1～ 54J4)少 量含。

4 5YR4/8 赤褐色 シル ト質粘土 締まりやや密 花間岩粒 (径 1～ 5 am)少量含。

5 10YR 6/1 褐灰色 シル ト質粘土 締 まりやや密 花筒岩粒 (径 1-10 om)を 少量含。

6 5YR5/8 明赤褐色 シル ト質粘土 締まりやや密 花尚岩粒 (径 l lna以上)少量含。

7 5YR4/8 赤褐色 ンル ト質粘土 締まりやや密 花筒岩粒 (径 lm以上)少量含。

8 10YR17/1 黒色 シル ト 締 まり密。

9 10YR 6/3 にぶい黄橙色 灰 締まり密 植根多 く含。

10 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 締まり疎。 (煙道 )

※ 3-7層 は天丼の崩落土。

SW01 A― A'・ B一B'②

A'(D     層位  色調   土性
H 5YR5/8 明赤褐色 焼土 締 まり密。

12 10YR17/1 黒色  (貼床が黒炭化 したもの)。

13 10YR5/8 黄掲色 ンル ト 締 まり密 花商岩粒 7%含。

ⅧG5h

施品端G6h
Y-94428

Aし =49400m

A'①

笙 ②

Y=94432

+為ぁ

AⅧ
Ga

ウ

トレンチ

+癌ぁ

SW02 A― A'・ B―B'①
層位  色調   土性          ヘ

a SW01の 覆土 (灰 )

b SW01の 覆土 (焼土 )

c SW01の 覆土 (貼床 )

1 10YR 3/4 暗褐色 シル ト 締 まり疎。

2 75YR 3/4 暗褐色 10YR 5/3 鈍い黄褐色の混土

シル ト質粘土 締まり密。

3 10YR 6/3 にぶい黄橙色 灰 締 まり密。

SW02 A一 A'・ B一 B'②

層位  色調   土性

4 10YR1 7/ユ 黒色  (貼床が炭化 したもの)。

5 5YR5/8 暗赤褐色 焼土 締まり密 貼床が焼土化

したもの。

6 10YR 5/2 灰黄褐色 粘土 締まり密 (貼床)。

0      1:60     2m
|

SW02

A"②AL=49.500m

AL=48.400m

AL=48400m

レンカ転 |こ よる

第28図 炭窯跡 :SW01・ 02
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2 出土遺物

2出 土 遺 物

(1)出土遺物の概要 (第29～ 47図、写真図版22～ 34)

出土遺物は、土器、土製品、石器、石製品、陶磁器、鉄製品、ガラス製品、炭化材、炭化種実など

がある。いずれも量は少ない。総量は大コンテナ (40× 30× 30cm)5箱分である。以下、遺物の種別

ごとに詳述する。

(阿部)

(2)土器 (第29～ 39図、写真図版22～ 28)

土器は、重量計測を行った後に接合を行い、口径・器高・底径の計測値のうち 1箇所以上計測可能

なものを立体土器として登録。図化し、掲載した。破片資料はすべて実見し、以下の基準で選別した。

掲載資料は、遺物の残存状況が良くないため、部位に関係なく大きさ径 3 cm以 上のものを選んでいる。

底部破片は全て掲載した。掲載した土器はすべて図・写真・観察表を掲載した。個々の上器の文様な

どの特徴は、第 8表土器観察表に記載している。

(人重畑)

縄文土器・弥生土器

① 観察項目

以下の項目について、観察を行った。

・計測値 (器高・口径・底径)※立体土器のみ    。器種 :深鉢・浅鉢・ミニチュア土器など

。器形 :口縁部 :平縁・波状縁他          。文様 :各部位の縄文原体と施文方法

・色調 :土色帳に照合する。             ・胎土 :繊維・礫などの混入物

・内面調整 :ミ ガキ・ナデの有無と方向       ・煤の付着の有無

。その他 :成形の痕跡 (輪積痕)、 使用の痕跡 (補修孔・煮炊の痕跡・アスファル ト・朱の付着)な

ど。

② 分類

以上の観察結果から、出上した土器を以下のように分類した。分類の基準としては、器形・文様要

素・胎土・器種などがあげられるが、本遺跡では破片資料が大多数を占めることから、主に文様要素

と胎土からみた分類となっている。既存の上器型式と比定できるものは、< >内 に記述している。

時期的には縄文時代前期 。中期、弥生時代後期の上器が出土している。総重量は53,155.5gで ある。

I群 :縄文時代前期 (10)

10は胎土に繊維を多く含む土器で、棒状工具による深い沈線を横位に施し、その上下に縦位の

浅い沈線を隙間無く充填する。横位沈線の直下にはLRを横位に短く施文している。

I群 :縄支時代中期

1類 中葉<大木 8a式>
口縁部に細い粘土紐で横位に波状文を描出するもの。 (33)

33は胎上に石英を多く含む。口縁部にLRを横位に施した後、粘土紐による波状文を貼付する。

2類 中葉<大木 8b式 >
a種 口縁部に横位の隆帯または隆沈線をもつもの。 (20・ 28。 50,56・ 87・ 91・ 109。 113)

20,28は細い粘土紐を貼 り付け、断面が三角形を呈する隆帯である。20は横位に2条、

縦位に 1条隆帯を垂下させる。28は 横位に 1条、縦位には隆帯ではなく沈線を施してい
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る。56・ 87・ 91・ 109。 113は横位の太い隆帯を持ち、その下部には縄文を施文する。871ま

隆帯上に深い沈線を沿わせ、沈線の末端に円形状にアクセントをつける。■31ま 太い沈線

によつて文様帯を区画 している。50は横位の隆沈線をもつ土器である。

b種 口縁部に平行沈線で文様帯を区画するもの。 (80。 94)

80は 口縁部が内湾する器形で、地文縄文LRを もち、横位の平行沈線で文様帯を区画す

る。その区画内に平行沈線で波状文を描出する。94は 横位の平行沈線を 1条巡らし、その

上部は無文、その下部は縄文RLRを 施す。

c種 口縁部文様帯が無文なもの。 (25)

無文の口縁部破片であるが、外反する器形から大波状 (2波)口縁をもつ深鉢 と思われ

る。

d種 胴部に縦・横位の隆沈線をもつもの (24・ 32・ 37・ 38・ 63・ 68・ 86)

これらはすべて隆線の両脇に沈線を沿わせるものである。37・ 63・ 68・ 86は縦位に 1～

2条の隆沈線を施 し、その両脇には地文縄文が施される。24・ 32も 同様であるが、縦位の

ほか、横位にも隆沈線を施す。38は横位の隆沈線の沈線部分に刺突文をもつ。

3類 後葉<大木 9式 >

a種 口縁部から沈線で∩字文を垂下させ、その区画内を縄文で充填するもの。 (58。 110)

58・ 110と も区画内はLR縄文で、胎土に細礫を多 く含む。

b種 胴部に縦位に 2条 1単位の沈線を垂下させ、その外側に縄文を施す もの。 (8・ 22・ 26・

27・ 30・ 48・ 55。 69)

この中で地文縄文に 2種類の原体が用いられている。 8・ 26・ 30・ 48・ 55・ 69は LR縄

文、22・ 27は RLR縄文を用いる。22は底部まで残存する破片で、文様は底部付近まで施さ

れる。底面は仕上げにミガキが施されている。

4類 末葉<大木10式 >

a種 口縁部から胴部に沈線で文様 (S字状もしくはC字状)を描 き、その区画内に縄文を充填

したもの。 (13・ 65'89・ 97)

89は 口縁部でS字状の一部とみられる沈線の区画内に縄文RLRを 充填する。13・ 97は 胴

部破片で沈線の区画内に縄文RLを 充填する。65は 沈線 によって∩状 と一状を描 き、その

区画内に縄文LRが充填されている。この意味では 3類 a種 と類似するが、波状口縁の頂部

にノの字状の貼付文という新 しい要素を持つため、この項に分類 した。

b種 口縁部から胴部にかけて沈線で文様を描 き、その区画外に縄文を施すもの。「ノ」・「L」

字状無文体を描出する破片 と思われる。(3,9。 49。 81・ 90'98。 101'112)

98は 口縁部破片で、口縁部は無文帯で、その下に横位に 1条沈線を施 し、そこから縦位

に2本沈線を垂下させる。その区画の外側に縄文LRを施文する。101は胴部破片で 2本沈

線を垂下させ、その外側は縄文RLを 施文する。90は L字状に沈線を施 し、その外側に縄文

LRを施す。その他の 3,9・ 49・ 81・ 1121よ 、沈線の屈曲部に粘土組の貼付文を貼付する。

c種 口縁部に円形刺突文を施すもの。 (78・ 92)

78は 薄手の上器で口縁部が くの字状に外反する。口縁部に円形刺突文を横位に 1列施文

し、その下に沈線を横位に 1条、縦位に2条施す。縦位の沈線間は無文であるが、その外

側には縄文LRが施文される。92は波状口縁の頂部 とみられるが、表面に円形刺突を不規

則に施文する。裏面には粘土紐の貼付文がみられる。
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d種 口縁部に列点文を施す もの。 (15・ 60・ 74・ 95,102)

15は 口縁部に 2列の列点文を施 し、その下部にLRと みられる縄文を施す。74・ 95は 15

と同様であるが、口縁部 とその下の縄文帯を横位沈線で区画する点で異なる。102は 口縁

部に 1列 の列点文を施 し、∩字状に沈線を施 し、その区画内を縄文RLで充填する。60は

102と 同様であるが、区画内の縄文が口縁部 と同じ列点文に置 き換わる。

e種 口縁部は無文帯でその下に刺突を伴った沈線または隆帯をもつ もの。 (23・ 67)

23は、 くの字状に内湾する器形で、横位の隆帯を施 し、その隆帯上に刺突文を施す。隆

帯より上部は無文帯で、下部は縄文LRを施す。1箇所貫通孔が穿たれる。67は 口縁部が無

文帯でその下に横位の隆沈線を施 し、その沈線部分に刺突文を施 している。

f種 口縁部は無文帯でその下に横位の沈線をめぐらせ、胴部に縄文を施す もの。 (5・ 7・

11・ 19・ 62・ 73・ 77・ 79・ 83・ 93・ 99・ 111)

この土器群で、横位沈線の下の縄文にLR・ RLの 2種類の原体がみられる。LRは 5・

7・ ■・19。 111で、19が原体を横に回転 している以外、すべて縦に回転させている。また

111は 口縁部の裏面にノの字状の貼付文をもつ。RLの原体を持つのは62・ 77・ 79・ 83,93・

99である。これらはすべて原体 を縦回転させる。83は 口縁部裏面に粘土組の貼付文をも

5類 縄文のみの施文するもの。(1・ 2・ 4・ 6・ 12・ 14・ 16。 17・ 21。 29,31・ 34・ 35。 36・

39,40・ 41 ・42・ 43,46。 47・ 51 ・52・ 53・ 57・ 64・ 66・ 70, 71 ・72・ 73,75,82・ 84・ 85・

96。 100。 103・ 104・ 105。 106・ 108)

文様が縄文のみのものを一括 した。この中で縄文原体の種類を観察 したところ、 8種類が

確認された。LR、 RL、 LR十結節、RL+結節、LR(0段 多条)、 RL(0段 多条 )、 RLR、

単軸絡条体第 1種 (L)である。ここでは、おおかたの器形が分かるまで復元 された土器

(35,42・ 47。 57・ 70。 100)に ついて、器形の特徴 も含めてふれる。

35・ 42・ 100は胴部半ばで一旦膨 らみ、その後はやや外反 しながら立ち上がる器形である。

すべてLRを縦に施す。35は底部に網代痕 (1本超え 1潜 り)が残る。

47・ 70は 、底部から胴部半ばにかけて膨 らみ、その後は内湾 して口縁部に至る器形である。

47は胴上半部には単軸絡条体第 1種のLを 、胴下半部にはRLを縦方向に施 し、底部には網代

痕 (1本超え 1本潜 り)が残る。70は RLを縦方向に施 し、2～ 3 cmの間隔で結節縄文が表れ

る。

57は底部から胴半ばにかけて広が り、その後は直立気味に口縁部に至る器形である。RLを

縦方向に施 し、底部には網代痕 (1本超え 1本潜 り)が残る。

6類  ミニチュア土器 (18・ 54・ 76)

3点 とも底部のみが残存 してお り、底面の直径は3～ 4 cmを 測る。底面に18は網代痕 (1

本超え 1本潜 り)、 54は ミガキ、76は 木葉痕がみられる。

7類 その他 微細なもの及び文様要素が少なく不明なもの。 (44・ 45・ 88)

Ⅲ群 弥生時代後期 <天王山式 >(59・ 61)

61は 口縁部に横位に 3条の平行沈線を施 し、その沈線に沿って交互刺突文を施文する。また口

縁部は斜位に、胴部は縦位に単軸絡条体第 1種を施す。59は胴部破片で、横位の平行沈線を 1条、

その下部に縦位の単軸絡条体第 1種を施す。
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③ 遺物の出土状況について

竪穴住居跡出上の土器

竪穴住居跡から出土 した土器で、図示 し得たものは29点である。埋甕・埋甕炉など、時期が確実な

土器がなく、ほとんどが覆土中からの破片資料である。その中で量が多かったのは、覆上の堆積が比

較的厚かったS101、 02である。ともに大木10式上器が主体である。なお、S102は尾根からの谷頭に位

置することもあって、前期の上器片 (10)、 及び大木 8b式土器 (20)な ど流れ込みとみられる土器 も

出土 している。その他S103か らは、大木 8b式土器が 3点、 9式が 2点出土 している。

また竪穴状遺構 としたSK101,02か らも僅少ではあるが、覆土中から大木 8b・ 9式土器片が出土

している。

土坑出上の上器

土坑から出土 したもので図示 し得たものは12点 である。そのうち 9点が縄文のみの施文である。時

期がわかるものを挙げると、SK07か ら大木 8a式の上器片 (33)であるが、この遺構は明らかにS101

(中期末葉)を切って構築されたものであ り、埋没時の流れ込みと考えられる。また、SK09。 10か ら

大木 8b式の上器片が出土 している (37・ 38)。

土器埋設遺構の上器

2基検出されているが、どちらも縄文のみの施文の粗製土器で、時期は特定できるものではなかっ

た。SZ02は S101を 切って構築されていることから、中期末葉以降であると考えられる。深鉢の底部～

胴部下半までが出土 してお り、器厚が0.6cmと 薄手である (46)。 また外面に煤の付着が顕考である。

SZ04は 深鉢の底部～胴部上半までが埋設されてお り、胴部上半には短軸絡条体第 1種、下半にはRL

が縦位に施されている (47)。

遺構外出上の上器

66点 を図示 した。弥生時代の土器片が 2片 出土 している以外は、すべて中期大木 8b式から10式に

収まる。ほとんどが 4区尾根上及び北斜面、南斜面から出土 している。 3区から出土 したのは 7点、

1区 。2区からは出土 していない。グリッドで表すと、 4区の遺構密集地を中心に、ⅢB7gグ リッ

ドからⅢC2aグ リッド付近で多 く出土 している。出土状況をみると、大木10式の上器片は広 く分布 し

てお り、前述 したグリッドから偏 りなく出土するのに対 して、大木 8b～ 9式の土器片は 4区尾根上

の東側 (Ⅲ B 7i・ 7j、 ⅢB8j、 ⅢC9a)か ら出土する傾向にある。これはSK101,02付近にあたり、

この遺構の構築年代に関連がある可能性が考えられる。

(八重畑 )

引用 。参考文献

岩手県立博物館 1982『岩手の上器』

丹羽  茂   1981「 大木式土器」降亀文文化の研究 4』 雄山閣

1989「中期大木式土器様式J随亀文土器大観 3』

小田野哲憲   1987「 岩手の弥生式土器編年試論」『岩手県立博物館研究報告』第5号

土師器

8点 :総重量913.7g出 上している。器種の内訳は杯と甕である。S105及 その周辺から出上してい

る。詳細は第14表 を参照されたい。123・ 124。 125は 、内黒のネである。123は 略完形で、底面はヘラ

きりの調整が施されている。124・ 125は底部を欠き、124は外面も黒色化し、ミガキ調整が施されてい

る。121・ 127は胴部破片、122は底部破片、126,128・ 129・ 130。 131は 口縁部破片である。調整と器

形の特徴をみると、甕の口縁の内外面は横ナデ。胴部の内タト面はナデ調整が施されている。非ロクロ

-67-



2 出土遺物

で、器形の特徴は口縁部が外傾 し、底部が張 り出している。杯はロクロ成形で、内面内黒にミガキ調

整が施されている。

(3)土製品 (第 39・ 40図 、写真図版28)

8点 :総重量13,253.Og出 土 している。内訳は、縄文時代の上製品 2点、古代の土製品 1点、現代

の上製品 5点である。現代の土製品は炭窯跡 との関連で掲載 した。詳細は、第15表 を参照されたい。

141の 土製品は、欠損品であるため、詳細は不明だが、いわゆる、きのこ形土製品と推測される。傘

部分と柄の部分が残存 している。文様はない。傘部分の外面より内面の調整が丁寧である。142の上製

品は、欠損品で詳細は不明だが、棒状に細長い形態の土製品の端部 と推定される。両面 。側面とも外

面には、径 5 Hlm程度の円形の刺突文が施されている。143は 、羽口の破片で、詳細は不明だが、端部に

溶着部の痕跡が確認できる。148は土管である。長さ64.8cm、 径13.5cmで ある。144～ 147は レンガであ

る。SW01の煙道 と窯を区画する壁面に用いられていた。受熱 して赤変 したものと、付着物が付いて

黒色化 したものがある。この状況は、煙道の内壁の状況と一致する。144・ 146・ 145。 147は 、片面に

記号が彫 られているが、詳細は不明である。145と 146は 、右側に「R」 「OJの アルファベッドが確認

できることから、同一規格でつ くられたものと推測される。

(4)石器 (第41～ 45図、写真図版29～ 33)

44点、総重量24,335.5g出 土 している。内訳は、石鏃 3点、石錐 1点、楔形石器 2点、不定形石器

4点、礫器 1点、磨製石斧 3点、磨石22点、凹石 2点、石皿 1点、台石 3点、砥石 2点である。器種

と石材の関係をみると、石鏃・石錐・楔形石器・不定形石器など剥片石器は頁岩が使われており、磨

石は花商閃緑岩の使用頻度が50%と 高 く、凹石・石皿・台石類は、流紋岩が用いられている。用途に

応 じて石材が使い分けられている。以下、器種ごとに概要を述べる。個々の石器の計測値・特徴など

は、第16表 石器観察表を参照されたい。石鏃は 3点出土 している。石材は頁岩 (2)。 めのう (1)

である。 2点 を図化 した。形態で分類すると、凹基無茎鏃 2点、平基無茎鏃 1点である。153は 欠損部

位が多 く、詳細は不明である。厚 さは0.5～0.6cmで ある。石錐は 1点出土 している。石材は頁岩であ

る。つまみを有する形で、錐部の先端が欠損 している。楔形石器は 2点出土 している。石材は頁岩で

ある。 1点 を図化 した。相対向する 2辺 に対 となる剥離をもつ石器である。方形基調の剥片 と縦長基

調の剥片を使用 しているものがある。不定形石器は 4′点出上 している。石材は頁岩である。 3′点を図

化 した。主要剥離面と反対側の長さを持つ一辺に片面より加工 し、刃を付けている。157は 刃の角度が

急斜度である。礫器は 1点出土 している。石材は蛇紋岩である。片面の一側縁に加工が施され、刃付

けされている。磨製石斧は 3点出上 している。石材は頁岩 (1)・ 蛇紋岩 (2)で ある。いずれも欠損

品である。162・ 164は 基部を欠 く、163は 、磨製石斧の一辺が剥離 したものと思われるが、詳細は不明

である。表面には擦痕が確認できる。磨石は、破片 も含めて22点出土 している。石材は、凝灰岩 (1)。

砂岩 (1)。 閃緑岩 (1)・ 花筒閃緑岩 (11)・ 花商斑岩 (1)。 安山岩 (6)。 アプライ ト (1)で、花

商閃緑岩が多 く (500/0)用 いられている。今回の調査では、もっとも多 く出土 した石器である。15点

を図化 した。素材 としての礫は球状のものや楕円形状の礫を用いている。使用された部位は、扁平な

礫の一側縁または二狽1縁 に使用痕跡がみられるもの、端部の一端または両端に敲打の痕跡があるもの、

礫の両面や片面に磨面が形成されているもの、などがある。凹石は 2点出上 している。石材は流紋岩

である。1点 を図化 した。187は 、断面が三角形状の礫を用いて、三面の長軸方向に2～ 4箇所の複数

個所の凹部が連なるように形成されている。凹部の大きさは、径2.5～ 2,Ocm、 深さ0.5cmの 円錐状であ
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Ⅳ 八木沢 Ⅱ遺跡

る。石皿は 1点出土している。石材は流紋岩である。台石は2点出土している。190は 欠損品で詳細は

不明だが、片面に受熱による痕跡として、赤色化した範囲と黒色化した範囲がある。砥石は2点出土

している。石材は砂岩である。1点 を図化した。193は 欠損品で詳細は不明だが、中央がわずかながら

凹み、その部分に向かって、溝状の使用痕がみられる。

(5)石製品 (第46図、写真図版33)

2点 :総童量19053.Og出土している。内訳は三角形状の石製品 1点、石棒 1点である。石材はいず

れも砂岩である。詳細は、第17表を参照されたい。201の石製品は、厚みのある三角形状に整形された

製品で、一辺が欠損している。202は大形の石棒で、長さ53.9cm、 径17.6cm、 重量19,000gで ある。敲

打により成形し、先端部に括れをつくり、溝状の刻み目を一条つくつている。

(6)陶磁器 (第47図、写真図版34)

14点 :総重量205g出上している。すべては破片である。18。 19世紀代の製品を掲載した。詳細は、

第21表 を参照されたい。2111よ湯飲み茶碗。213・ 224は碗の口縁部破片で、218と 類似する。217。 219

は皿の破片。223は瓶または壷の底部破片で、高台付である。218は碗の破片で鉄釉が施されている。

(7)鉄製品 (第47図、写真図版34)

4点 :総重量5224.9g出 上している。内訳は、鋸 1点、板状鉄製品2点、船釘 1点である。詳細は、

第22表 を参照されたい。231・ 232の鉄板は、λ窯の煙道部に利用されていたもので、この鉄板の上に

レンガを積んで煙道と炭窯の壁を区画していた。板状のもので、231は一箇所に穿孔がある。233の鋸

は、炭窯跡周辺から出土したもので、成窯との関連性が考えられる。刃部の腐食が著しい。234の鉄製

品は幅広の部分が折れている。現在も使われている船釘の形状に類似するものである。

(8)ガ ラス製品 (第47図、写真図版34)

1点 :総重量688g出土している。器種はビール瓶である。詳細は、第23表を参照されたい。瓶の下

方に「DAINIPPON BREWLAY」 (大 日本麦酒)の銘が記されている。戦後にアサヒビールとサッ

ポロビールに分割されるが、それ以前の独占的なビール会社であつた大日本麦酒株式会社で製造して

いたビール瓶である。現在のビール瓶と比較してみると、外形は肩が張り出し、内部は底面の一部が

平坦でなく一方が傾斜し、瓶の接合面が縦方向に確認できる、などの特徴がある。

(9)植物遺存体 (写真図版34)

2点 :0,4g出 土している。詳細は、第24表 を参照されたい。種実 2点は、遺構内からの出土で、縦

方向に欠損して炭化している。251は 、コナラ属一子葉、252は コナラ属コナラ亜族一子葉との分析結

果を得ている (101頁 )。 炭化材の総重量は987.4gである。樹種にはクリ、ケヤキ、アカマツ、ホホノ

キ、ナラがある。竪穴住居跡出上の炭化材はクリが多く、ケヤキ、アカマツの多くは、炭窯跡からの

(卜可吉Б)出上である。また、炭化材 6点 について放射性炭素年代測定を行っている (101頁 )。
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出土地点 層 位 重畳 (真 )

S101 Q4覆土上層 1616
2 04覆土下層 1963
3 1109
4 Q3覆土上層 833 0

5 03筏土下層 430 ユ

6 S101 02看 十
「

層 583 3

Q2覆上下層 225 3

8 02床直 157 9

9 SIO〕 Ql覆土上層 830
01覆土下層 291 2

11 01床 直 71 0

12 床直 100
炉南東訥 層 15

S10〕 炉南東部土層サ ンプル

炉北東部上層サ ンブル

ユ 炉 Jヒ西部十層サ ンプル

17 西壁際覆上下層 173  1

ベルトA― A'上層 172 2

9 ベル トA― A'下 層 173 0

ベル トB一 B'上 層 1450
ベルトB― B'下層

PP l 24 8

PP7 40 2

PP 8

PPll 23 8

PP12南半

小討 4390 6

S102 南東覆土 l藩黒色土 20 0

S102 南束覆± 2層 186 0

S102 南東稜± 6曙 33 9

S102 南東覆 +6層 P― No l 8_997

S102 南東覆土黒褐土 101
S102 南西覆± 1層黒色土 72 0

S102 423 8

望 S102 商西筏± 6層

S102 北東覆十 二層黒仕 十

S102 北東覆± 2層 暗褐色土 58 3

S102 北東筏± 3層黒褐土 878
S102 北 山復 ± 1層 黒 色 土 220 0

SI骸 北西覆± 2層 532 0

S102 ベルトA― A' 3層 25 0

S102 ベル トA― A' 5層 584 5

S102 ベルトA― A'覆±6層 190 1

S102 ベル トB― B' 6層
S102 東側拡張部黒褐土北東 33

S102 I層 (3区 T230の 】L西侶J) 750 8

小計 4360 1

南東獲土下位 3層 98
S103 03下層 35 0

S103 02下層 71

S103 02床 百 18 1

S103 Ql上層

S103 覆± 1層 (ベ ル ト 365 5

S103 藩+2層
`ベ

ル ト 1676
S103 南北ベル ト上層 中

S103 ベルトA― A' 3層 66 8

S103 石囲炉内 133
おヽHf 737 6

S104 北東覆上下位 20 0

SIl14 カマ ド南東焼土

SIC14 カマド南西覆十層 07

S104 カマ ド覆土

小 計 30 3

S105 底面一括

S105 底面P― llo l

S105 廣面P― 陥 2 456
S105 底面P― lfo 3

S105 底面 P― No 4 53 5

S105 底面P― llo 5 1759
S105 底面一括 P― No 5同 一 843
S105 カマ ド覆十P― 恥 1 36 0

S105 カマ ド覆土 56 5

S105 カマド内 150 8

S105 カマ ド焼土 内 188 4

S105 煙道筏土 75

小 計 R83_4

72 S106 04下層炭イヒ物
S106 PP 4

小計 70

合計 10409 0

2 出土遺物

第悧表 出土地点別土器重量表

竪穴住居跡 (SI)

清跡 (SD)

竪穴状遺構 (SKl)
No 出土 地点 層 位 重量 (富 )

1 SK101 03 30 4

2 SK101 Q2上層
3 SK101 02床直

SK101 Ql上層
/1ヽ Hf 49 0

5 SK102 04上 層 100 3

6 SK102 Q3上層 87 2

7 SK102 上 層 140
SK102 東西ベル トユ層 中 1400
SK102 PP 8

ガヽ言十 347 4

合計 396 4

土坑 (SK)

Ⅲ B
llQ 出土地点 層 位 重量 (富 )

ⅢB6c 7c 根付近 (1) 210
2 ⅢB6宜 I層 76 2

3 ⅢB6i 層 1522 6

4 ⅢB6i Ⅳ層上 (北斜面 )

5 ⅢB6i～ 7 北斜面 奮褐土 2227 2

6 ⅢB71 I層 90

7 ⅡB7質 I層 1255 0

8 ⅢB7g Ⅱ

'喜

135 7

9 Ⅱ B 7FI Ⅲa層 575 8

III B 7 Ff Ⅳ層上 33 6

III B 7 陪褐缶 十 (苦格 十の ト

12 ⅢB7質 北斜 向 115
13 IB7 埋設土器 5814

ⅢB7h I層 333 0

ⅢB7h Ⅲa層 91 7

1 ⅢB7h Ⅳ層
「

積繕確認 中

ⅢB7i 層 197 1

IB7i Ⅲa層 1192 3

9 ⅢB7 北斜面面下げ中 508 9

ⅢB7 I層 901 3

lll B 7 Ha層 1368
ⅢB7 Ⅳ層上 33 0

コ38Q 層 84 6

HIB 8 層 568 8

ⅢB8i 層 939 1

ⅢB8 層 1523 5

ⅢB8 個体土器 872 5

ⅢB9e 層

IB9 層 1875 7

IB9買 Ⅳ層上 遺橋確認 中 47

皿 B9h 層 483 8

ⅢB9i 層 225 5

ⅢB9 層 1843 5

lll B 10h 層

lll B10れ lll層 2488
Ⅲ B10i I層 42 0

Ⅲ B10i I層 239 2

合計 191994

出土地点 層 位 重量 (富 )

ユ SK07 南半下層 200 2

2 SK07 南半最下層 61 0

3 SK07 南半覆土 146 0

4 SK07 南半覆 +17層  P― NQ 2 195
5 SK07 北半覆± 1層 39 0

SK07 北半稜± 12層 焼土 68

7 SK07 北半覆±12層  P No l lM7 9
SK07 北半筏± 13層 86 0

SK07 北半覆± 17層鮮 十 25

SK07 北半覆±17層 39 0

1] SK07 下 層 12 7

小計 2560 6

12 S K08 4層 62
SK08 5層  先驚イLホオ 42

14 SK08 南半覆土中位 166
/1ヽ Hf 27 0

SK09 南半覆土中位 28 6

16 SK09 南半筏土下位 28 8

17 SK09 北半覆± 3層 0

SK09 北半覆± 4層

SK09 北半筏± 7層 31 0

小計 107 9

SKユ 南半上層 44 7

SK10 西半覆± 1層

SK10 西半覆± 2層 100
Jヽ H「 62 7

SKl 南半覆土上位 34 0

SKユ 北半覆上下位

/1ヽ三十 39 0

SK13 北半覆± 1層 197
/1ヽ nt 197

SK17 蔚+1層 228 7
/1ヽ IIf 228 7

SK18 北半 2層

IK18 北半 5層

SK18 筏土上層 87 8

小計 1817
30 SK19 覆土

小 計

SK24 南半覆土黒色土 33

32 SK24 封ヒ半疫± 1眉 43

小計 76

合 計 3243 3

Ⅲ C
lWo 出土地● 層 位 三量 (R)

lllC l e I層

2 lll C 7 a I層 386 6

3 ⅢC7 Ⅲa層 345 5

4 ⅢC7b I層 90 2

5 ⅢC7 Ⅳ層上 遺構精査 中 48 6

6 ⅢC8 層 66 5

7 ⅡC8b 【層 287 0

EIC 8 b ma層 39 1

9 EIC 8 c Ⅲa層検出面

10 ⅡC89 排 土

EIC 9 a 層 442 7

ⅢC9b 層 45 0

1 ⅢC9c 層 157
ⅢC9d 層 35 7

ⅢC9e 層 170
ⅢC91 層 50

17 ⅢC9 層 86 2

1 lll C 9 層 70

Ⅱ C10d 層 41 0

Ⅲ C10e 層 32 5

合 計 30f4 0

土器埋設遺構 (SZ)
NQ I出 土地点1     層位 重畳 (真 )

SZ02 埋設土器 328 0
/1ヽ III 328 0

2 1 SZ04 埋設十界 962 2

962 2

合 計 1290 2

Ⅲ D
出土地点 層 位 茎量 (R

Ⅲ D 古代作 居の斜面下 29 9

2 ⅢD9h 田嬉

合計 34 3

No 出土地 百 層 位 重暑 (真

l SD01 南半覆土黒掲土 53

2 SD01 南側覆土

3 SD0 ベル ト南側覆土上位

4 SD01 ベル ト北 lRl筏土 56
41ヽ計

5 SD02 黒褐上下層

6 SD02 筏 土 36 5

小計 558
合計 77 7
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VB
出土地点 層 位 ヨ量 (宜

ⅣB2j I層 2050 7

ⅣB2i Ⅲa層

13 ⅣB8b Ⅳ層上

合計 6024 5

VE
rf。 出十拍 占 層 位 霊畳 (真

と Ⅳ E Ⅱ層 27 7

合 計 27 7

トレンチ
IWQ 出土地点 層 位 三量

T230 Ⅱ層

2 T231 E層

3 T236 [層

4 T237 苦褐 十 絵 出時 27 5

5 T238 I層 491 4

6 T238 表土下黒褐色土層

7 T243 [層 172
8 T260 Ⅱb層 暗褐色土層 41 0

9 T266 〔サ薯

T268 【層

T269 I層

12 T270 I層 517
13 T328 Ⅱ層黒褐土 I層 -100cm

T332 I層

T336 Ⅱ層黒褐土 I層 -100cm

合計 260 2

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

Ⅳ C
血 島十凱 点 層 位 重量 (R)

1 ⅥC4d 南側J'土

合 計

VC
NQ 出土地点 層位 壼畳 (質

1 ⅣCla 層 511 1

2 ⅣClb 層

3 ⅣClc 層 98 0

ⅣCi 層

5 ⅣC2a 層

6 ⅣC2a Ⅲ層 65 0

7 ⅣC2c [層

ⅣC4b [層

9 ⅣC4b 排 t

ⅣC4c Ⅱ層

11 ⅣC4d 黒色土

12 VC4e 潰橋 内 ?黒色 十 601 6

ⅣC5b I層 表土

ⅣC5c Ⅱ層

15 ⅣC5d I層 37 5

ⅣC5d Ⅱb層 暗褐土―Юcm 194 5

ⅣC5e 層 79 6

ⅣC5e Ⅱa層黒褐色土

ⅣC5 Ⅱ層黒褐土 -60cm

ⅣC5 I層 -50m
ⅣC5 Ⅲa層 314
ⅣC5 層星色 土表上 -60cm 84 3

ⅣC5i Ⅱa層黒色土表土 -60cm 53_0

合 計 3663 1

3区
出土地点 曙位 壼量 (真

1 3区 低地 (根 72

2 3区 I層 (T230の】ヒlIIl) 93

3 3区 I層 表土 (ト イレ付近 ) 駆

4 3区 Ⅱa層 2044 7

5 3区 陪楊 十 (ト イ レ下 十坑 ? 72 0

合計 2187 4

4
出土地点 層 位 菫量 (8

4屎 南斜面 I層

2 4区 南斜面 排 土 835 5

3
4区 (S102の 東
側斜面 )

下位 Ia層 暗褐土

4
切を‐０２

カ
′く

レ

区

ト

４

る
俳 土 213 0

5
近帥

羽

Ｓ

ニ

く

・

区

リ

6 4F(mBト ィレ付折Ⅲ 表 採 168
7 4区 (Ⅱ B9富 付近) 併 土

4区 (Ⅳ C5bの 北側) Ⅱ層暗楊土表土 -70cm 1820
9 4区 (北尾根)拡張区 I層 693 0

4区 (T144の 東側 ) I層 12 4

11
4区 相ヒ尾根南斜

面 (谷近 く)|
I層 140

12 こ↓采

4区 ロヒ斜面(北尾根)| I層 0

合 計 2343 0

陥 し穴状遺構 (SK)

VD
NQ 譴十封L点 層 位 茎量 (富

1 Ⅳ D I層 1

2 Ⅳ D Ⅱ層 48 1

3 ⅣDl lll十

4 ⅣD4b Ⅱ層 P― lWo l 1579

5 ⅣD4 Ⅱ層 P NQ2(No lの 南側 )

6 ⅣD5b Ia層 黒褐土 41 0

合計 1745

5区
NQ 出土地点 層 位 茎量 (g

l 5区 北斜面排土 840
合計 840
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遺構別出土遺物一覧表

2 出土遺物

第13表 土器観察表 (1)縄支・弥生 (数値〉:推定値 (数値):残存値

醜
随

翻
配

熙
配

出土地点 層位 器種
PT狽J4EL(Cm)

文様 (原 体 )の特徴
の
着

煤

付
の
着

煤

付 胎 土 時期
器 高 日径 底 径

22 1 S101 04覆土上層 深 鉢 N 2 中期

32 22 2 S101 Q3覆土上層 下層 深鉢 (40)
架懸 えヽ深 ほ 高

積反、底面 :網代戻 (1 N 3 中期

32 22 3 S101 03覆上下屠 深 鉢 胴 :LR縦→沈線→貼付文 磨減あり ● 2 大木 10

32 22 02覆 十 L層 濃 鍬 口 :RL縦 N 2 中期

S101 Q2覆土上層 深 鉢 :LR維 →沈線 N 2 大未 1

32 22 6 S101 02筏上下層 深 鎌 回 :LR維 2 中期

32 22 7 S101 01覆上下層 浜 鉢 □ :T´ R締→

'オ

線 ● M 1 太木 10

32 22 ベル トA― A'蒋 十下 浜 鉄 胴 :沈線 、LR縦 N 2 大木 9
32 22 9 S102 南東覆± 2層 深 鉢 打同:RL斜、沈線 、貼付文 N 大未 10

22 S102 南貢 覆土 黒褐土 深 鉢 4 前期 ?

11 S102 南 西覆± 1～ 2層 浜 鉢 日 :沈線、LR維 磨滅顕著 N 3 大木 10

22 12 [(〕2 北吏看 十 二層皇伍十 深鉢 (30) 打同:RLR縦 、底面 :網代痕 (1本越え 1本港り) N 3 中 期

13 S102 北 山稜± 1層黒色土 深 鉢 :RL維、沈 線 N 大未 10

22 S102 耳ヒ西 覆± 2層 深 鉢 □ :LR絡 N 3 中期

15 S102 北西 覆+2層 浜 鉄 口 :刺突、LR縦 ? 磨滅あ り 0 N 2 太木 10

層 深鉢 口 :LR縦 M 3 中期

17 S102 覆± 6層 PNd l 深 鉢 30 3 口 :RL縦 中期

S102 5層 ミユチェア土器 (12) 窪盟l染薯iFキ
底`面:網代痕(1本 N 2 中 期

S102 ベ ル トA― A' 5層 深 鉢 回 :LR構 →沈線 2 大木 10

S102 ベルトA― A' 5層 深 欽 口 :T´ R締→IIk,オ 線 N 4 大木 8b
S102 ベルトA― A' 5層 口 :RLYII N 2 中期

S102 ベルトA― A'覆± 6層 深 鉢 胴 :RLR縦 →半蔵竹管による沈線、庭面 :ミ ガキ N 4 大未 9

S102 ベルトB― B' 6層 深 鉢 0 ★未10

S103 01上層 浜 鉢 胴～ :RL横 →隆沈線、底面 :ミ ガキ N 4 夫木 8b
S103 01L層 浜 鉄 口 :無文 N 4 大木 8b
S103 覆± 2層 (ベ ル ト 深 鉢 胴 :LR維→沈線 M 3 大未 9

S103 ベルトA― A' 3層 深 鉢 N 4 大木 9

S103
石四炉内 覆土 深鉢 口 :RL縦 ?→隆帯貼付→沈線 M 2 大木 8b

底面  PIlo l 深 鎌 3 中期 ?

SK101 03 浜 鉄 胴 :LR縦→沈線 N 3 夫木 9

SK T02 Q3上層 深鉢 月同 :RLR維 ? N 2 中期

SK102 Q3上層 深 鉢 胴 :LR維→ 14k流線 大未 8b
SK07 南半覆± 13屠 深 錬 口 :LR横 →粘土紅貝占付 石英多 N 4 太木 8a
SK07 浜 銚 :RL縦 N 3 中期

SK07 北半覆±12層  PIWo l 深鉢 28 6 20 6
口～ :LR縦 磨 滅顕著、底面 :網代痕

(1本越え 1本港 り)、 補修孔 2ケ 所 1ケ

所貫通 していないせん孔有 り

N 4 中期

SK07 浜 鉢 回 :RLTll 暦減あり N 3 中期

SK09 南半覆土下位 深鉢 :RLR維→ 隆沈線 N 4 大末8b
SKユ 南半 上層 深 鉢 :降沈線一流線 に列突 N 3 ★未 8b

23 SK10 西半 覆± 2層 深 鉢 口 :(0段 多条)RL縦 N 中 期

SK12 南半覆 十_L位 浜 欲 (0哉 後条)LR縦 N 3 中期

SKl 北半覆± 1層 深 鉢 胴 :単軸絡条 fFN l L維 N 2 中期

割 SK17 稜± 1層 深 鉢 回 :LR綿 N R 中期

SK18 】ヒ半2層 深 欽 LR縦 N 3 中期

SK24 南半磨十里任 十 没 鉄 胴 :沈線 2 中期

SD02 覆土 深 鉢 不明、底面 :ミ ガキ ? M 3 中期

SZ02 埋 設土器 深 鉢 (105) 胴 ～ :RI´ 締 (一言【RI´繕 )、 庚而 :ミ ガキ ● M 2 中期

閉 SZ04 埋設土器 深鉢 (308)
上半部 :単軸絡条体 lL縦、下半部 :RL
縦、底面 :網代痕 (1本越 え 1本 lISり )

M 3 中期

ⅢB6i 層 浜 鉢 N 3 大木 9

ⅢB6i 層 濃 欲 胴 :沈線 、隆帝賄付 、L縦 ツ N 2 大木 10

34 ⅢT1 6 i 層 深鉢 口 :隆帝、沈線、 LR横 1ヽ? 1 大木 8b?
34 ⅢB6i 層 深 鉢 口 :LR維 3 中 期

ⅢB6i 層 浜 鎌 回 :LR縦 ?+結節縦 ? 磨波顕著 N 中期

ⅢB6i 層 浜 鉄 日 :LR縦 N 4 中期

ⅡB6j～ 7j Ha ミニチュア土器 (1 2) 〈3 4〉 不 明、底 面 :ミ ガキ N 2 中期

EIB 6i～ 7i 貢褐土検出時 (遺 橋埋土? 浜 鉢 N
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出土地点 層位 器種

計測値 (cm)
文様 (原 体)の特徴

の
着

媒

付
の
着

煤

付 胎土 時期
器 高 口径 底 径

ⅡB6i～ 7 黄褐土検出時(遺 構埋土?) 深鉢 日 :隆帝、胴 :縄文 ? ● N 3 大木 8b

lll B 7 g Ⅲ層 深 鉢 (2375) 胴～:RL縦、底面 :網代痕 (1本 越え 1本潜り) N 2 中期

58 ⅢB7i Ⅲa層 深鉢 口 :it線、LR維 0 N 4 大木 9

59 ⅢB7i ma層 深鉢 胴 :沈線、単軸絡 1(L)縦 N 1 弥 生

EIB 7i 北斜面面下げ中 深 鉢 日 :沈線 、刺 突 、LR縦 ? M 2 大木10

ⅢB71 8j Ⅲa層  I層 深鉢
口 :RL横、沈線、刺突、胴 :単軸絡 」
(L)維縄文が後か ?

N ユ 弥 生

62 ⅡB7i～ 9宜 層 深鉢 口 :無文、沈線、胴 :LR縦 N 3 大木10

63 lll B 7 層 深 鉢 胴 :RLR縦→隆沈線 N? 2 大本 8b

64 ⅢB8 層 深鉢 日 :RL縦 ? N 3 中期 ?

Ⅲ38 層 深鉢 口 :沈線、隆帝貼付、LR維 N 2 大木 10

ⅢB8 I層 深鉢 ? (50)
胴～ :RL縦 、底面 :網代痕 (1本越え 1

本港 り)

N? 4 中期

ⅢB8 層 深 鉢 口 :無文、沈線、刺突 N 4 大木 10?

ⅢB8 層 深鉢 月同:RLR縦 →隆沈線 N 4 大木 8b

IB8j 層 深鉢 胴 :RL縦、沈線 (縦位 ) N 3 大木 9

25 70 ⅢB8 lll層 深 鉢 (203) (145〉 口～ :RL縦 結節※底部欠損 M 2 中期

7] ⅢB8 1個体土器 深外 回 :LR縦 +結節縦 4 中期

72 ⅢB8 1個体土器 深 鉢 日 :LR縦 十結節縦 4 中期

ⅡB9質 9h Ⅲ層 深鉢 (386) く280〉 日 :無文体、沈線、胴 :RL縦 N 3 大木10

74 ⅢB9h 層 深 鉢 口 :刺 突、沈線、胴 :RL縦 M 2 太木10

ⅢB91 層 深鉢 回 :LR維 N 3 中期

ⅢB9j 層 ■テュア土器 (125) (3 0〉 不明、底面 :木葉痕 N 2 中期

ⅢB9 層 決 鉢 口 :無文、沈線、胴 :RL縦 2 太木10

ⅢB 9j 層 深鉢 口 :刺突、沈線、胴 :it線、LR縦 ● N 3 大木 10

Ⅲ B10j 層 没 鉢 国 :無文、沈線、胴 :RL縦 2 大木10

lll C 7 a 層 深鉢 口 :LR横 →沈線、隆帝 キヤリパー形 N? 3 大木 8b

ⅢC7a Ⅲa層 深 鉢 胴 :沈線、隆帝貼付 N? 大木10

ⅡC7a Ⅲa層 深鉢 口 :LR縦 N? 3 中期

ⅢC8b I層 深鉢
口 :無文 、沈線 、胴 :沈 線、RL縦、隆言
貼付 (口 緑 内面 )

N? 3 大木10

ⅢC9a 層 深鉢 (27) 〈8 8〉 胴～:LR縦 、底面 :網代痕 (1本越えユ
本港り)

M 3 中期

ⅢC9a 層 深鉢 ? (32) 〈78〉 胴 ～ :RL縦、底面 :木棄反 N 3 中期

ⅢC9 層 深 鉢 丹Π:RLR縦→隆沈線 M 2 大木 8b

ⅣBl 層 深鉢 口 :隆帯、沈線、胴 :RL縦 M 3 大木 8b

Ⅳ B Ⅲ層表土 深鉢 (25) 〈9 8) 不明、底面 :網代痕 (1本越え 1本潜 り) N 3 中 期

ⅣBユ Ⅱ層 深 鉢 回 :沈線による区画、圧痕、RLR縦 N 2 大木10

Ⅳ B I層 深鉢 胴 :沈線による区画、LR統 N 3 大木10

ⅣB2 H層 深 鉢 日 :l■
k帯

、胴 :RL縦 N 2 中期

Ⅳ B 層 深鉢 日 :刺突、沈線、隆帯 (内 ) 2 大木10?

27 ⅣB2 層 深 鉢 口 :無文帯、沈線、胴 :RLTll? N 2 大木10

銘 ⅣB 2j I層 深鉢
回 :無 文 、沈 線 、胴 :RLR縦  (口 :縄
甘→ 結十貼付 )

4

ⅣB2 層 深鉢 口 :沈線、刺突、胴 :縄文 ? N? 2 大木10

ⅣB2 ll層 深鉢 日 :Rし縦 N 4 大木10

ⅣBj I層 深鉢 胴 :沈線による区画、LR維 N 2 大木 10

ⅣCla I層 深鉢 日:無文、沈線、胴 :沈線、無文帯、LR縦 M 3 大木10

ⅣC4e 遺構内 ?黒色土 深 鉢 回 :無文、沈線、胴 :RL縦 M 4 大木10

100 ⅣD4b Ⅱ層 PINlo l 深鉢 (2815) 〈26 85〉 日 ヽ :LR縦 M 2 中期

ⅣD4b Ⅱ層 lfo 2(PNo lの
歯 rgI、

深鉢 胴 :沈線、RL縦 N 4 大木10

102 ⅣD5b Ⅱa層 黒色土 深鉢 日 :沈線、刺突、胴 :RL縦 N 3 大木10

103
ⅣC
(3区谷頭 |

Ⅱa層 黒褐土 深鉢 口 :LR縦 4 中期 ?

104
ⅣC
(3区谷頭 )

Ⅱ層黒色土 深鉢 回 :LR縦 N 4 中期

ⅣC
(3区谷頭)

Ⅱ層黒色土 深 鉢 日 :LR縦 N? 3 中期

ⅣC
(3区谷頭)

Ⅱ層下位 暗褐土 深 鉢 口 :RLR縦 N 中 期

4区南斜面 〔層 深鉢 回 :無文、 (隆帯貼付による)、 LR縦 M 4 大木10

4区南斜面 [層 深鉢 日 :RL縦 M 4 中期

4区 (S102
の南側斜面 )

下位 Ⅱa層 暗褐土 深鉢 回 :隆帯、RLR縦 N 3 大木 8b

4区北斜面 根穴部分 深鉢 日 :沈線、LR縦 N 3 大木 10?

111 T238 I層表土 深 鉢
日 :無 文 、沈 線 、4 Pl:LR維 、隆 帝 貼 付
r田 綴 丙面 ヽ

N 大木10

T238 I層表土 深鉢 胴 :沈線、隆帯貼付、とR縦 N 2 大木10

3 T270 I層 深鉢 日 :隆〒、沈線 、RL縦 N 大木 8b?

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

凡例

部位の名称、日唇 :口 唇部、日 :口 縁部、頸 :頸部、胴 :胴部、底 :底部。

文様、原体側圧 :原体狽1面圧痕、絡条体圧 :絡条体圧痕、単軸絡 :単軸絡条体、多軸絡 :多軸絡条体、半竹 :半竹管、結束 1:結東第 1種、結束 2:結東第 2種、結節 :

結節縄文。

煤の付着、○ :内 面付着、● :外面付着、一 :付着なし。

内面調整、M:ミ ガキ、N:ナ デ、一 :な し。

胎上、 1:級 密である。
2:細礫 を含まず、砂粒 を含む。

3:細礫 砂粒 を僅かに含む。
4:細礫 砂粒 を含む。

-73-



脱
陥

図

Ｑ

写

Ｎ
掲載
NQ

出土地点 層 位 器 種
計測イ直 (cm)

部 位
外面調整 内面調整

成 形 底面
器高 口径 底径 口縁部 胴部 日縁部

S105 底面 PllQ 2 奏 月同音ト ナ デ

38 27 S105 底面 Ph4 甕 (18) (11 底部 ナ デ 調整 ?

38 123 S105 底面 Pr10 5 琢 1 61 完形 ナ デ ミガキ ミガキ ロクロ 内黒 ヘ ラ切 り

38 124 S105 底面  PNo 5 係 (37) (15 6〉 口 ～胴 都 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ ロクロ

38 S105 底面  PNQ 5同 一 ? 不 (42) (148〉 口～胴部 ケスリ ミガキ ミガキ ロクロ

38 S105 カマ ド内 甕 口～胴部 ヨコナデ ナ デ ヨコナデ ナ デ

S105 カマ ド内覆土 PNQと 甕 月同言ト ナ デ

S105 カマ ド覆土 養 口～胴部 ヨヨナデ ナ デ ヨコ ナ デ ナ デ

S105 カマ ド焼土 内 甕 日縁部 ヨヨナデ ヨヨナデ

S105 カマド燃爆部焼土 奉 口 ～胴 部 ヨヨナデ ナ デ ヨコナデ ナ デ

皿 υ (凸 1氏 1上

居 の 斜 面 下 )

不 明 霊 口縁部 ヨコナデ ナ デ

2 出土遺物

第14表 土器観察表 (2)土師器

第15表 土製品観察表

第16表 石器観察表

(数値〉:推定値 (数値):残存値

(数値):残存値

(数値):残存値
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翻
恥

醜
随

出土地点 層 位 器種
計測値 (cm)

重量 (g) 月台土 特徴 時 期
長 さ 幅 厚 さ

S102 南西 1～ 2層 きのこ形土製品 (40) (42) (20) (161) 小礫混入
外側 の調整が雑 、傘 と柄 の一部

が残 る、内面 ナデ
縄文

Ⅱ B7j
- 6i

黄褐検出時
棒状土製品 (58) (355) (20) (250) 小礫混入

外面に径 311n台 の刺突が縦列す
る、一端が確存する

縄 文

T340 Ⅱ層黒褐土 羽 口 (65) (59) (25) (678) 礫混入
羽回の先端、溶着津の付着、詳
細不明

古代

SW701 No l 耐火煉瓦 (煙道の側壁に使用 ) 1) (10549) 礫混入 片面に凹部あ り、受熟 ?文字なし 現代

SLhT01 No 2 耐火煉瓦 (煙道の■1壁 に使用 ) 11 2 6ユ 1153 5) 礫混 入 片面 に支宰あ り (R O) 現 代

SW01 No 3 耐火煉瓦 (煙道の狽J壁 に使用 ) 23 4 2889 0 不 明
略完形、賛熱 し黒色化 している、

片面に文字あ り(□□R□ □ BO) 現 代

Sh 01 No 4 耐火煉瓦 (煙 道の狽‖壁に使用 ) (117) 115 (14467) 礫混入
受熟 し黒色化 している、燥付着、
片面にE口  文字あ り (N) 現代

SⅥた01 土管 (炭窯に使われたもの ) 648 135 14 6600 0 日径185 現代

合計 13253 0

酌
ｈ

翻
配

脚
配

出土地点 層位 器種
計測値 (cm)

重量 (g) 備 考 石材 産地等
長 さ 幅 ,旱 さ

S101 03覆 土上層 石鏃 (36) 17 05 凹蒸無率鏃 、尖頭部 来都に損 A

ⅢB9i I層 石 簾 (28 (08) 凹基無茎鏃、尖頭部欠損 A 5

T339 Ⅱ層黒褐土  I層  -30伽 石鏃 ? 1) 13 平 基無茎鏃 ?尖頭部欠損 8 3

ⅣC5 黒角上 重機桓下 根付近 石 髄 (46) 17 0を 6 つまみあり、錐部欠損 A 5

QlPPl上 面 楔形石器 1 2辺一対の剥離 A 5

KIの北側杭
グリット

I層 楔形石器 07 2辺一対の剥離 A 5

S101 0 4 PP12直 上 (床 直 ) 不↑形石器 50 7C 1 456 刃部 :両面二 lal縁加工 A 5

南東覆±  2層 不定形石器 1 刃部 :片 面一側縁加工 A 5

SK17 南半覆土上位 検出面-10卿 不定形石器 1 1 刃部 :片面一側縁加工 A 5

ⅣC5 Ⅱa層 黒褐角十 不↑形石器 0を 61 刃部 :片 面一IB縁加工 A 5

T342 礫器 90 2 1480 刃部 :片 面周縁加工 6

S102 南東筏上下位  SNo 5 暦製石斧 ユ (44 8) 基部欠損 、バチ形 7刃 こぼれあ り 6

S102 南東覆 +6層 磨製石斧 7 0て 35 8 A 5

ⅢC8a 表土 磨製石斧 (08) (13) (638) 基部欠損、短冊形 ?

04覆土上層 暦 石 52 834 0 全面磨面 、二狽〕縁 に篠面 、一端 に敲打反 2

S101 北東覆 +1層 黒色 十 磨 石 0 72 1349 全面磨面 、二 lE ttI 擦 面 H 2

S102 北西覆± 3層  SllQ l 磨石 7 35 53 972 3 全面磨面、二側縁に擦面

S102 北西覆± 3層  SIWo 2 磨 石 6 35 53 574 4 一狽j縁 に擦面 D 5

S102 覆 十下位  Srllj 4 磨 石 87 1045 6 令面磨面、三側級 に篠面 K 2

1烈Э ベル トA― A' 3層 磨石 14 45 78 1167 5 一側縁 に擦面 I

S103 南北ベル ト上層 中 磨 石 1247 7 全面磨面 ?一端 に敲打痕 G 2

SK101 03ヒ層 磨 石 7 800 令面磨面、二倒1緑 に擦面、側縁部 矢福 G 2

173 SKIOユ Q3上層 磨石 12 9 957 4 全面磨面、一側縁に擦面、磨滅著しい、観!縁部欠損 G

SK102 南 Jヒベル ト上覆± 1層 磨 石 128 1128 6 全面磨面、側縁 に敲打痕 G 2

SK16 首半馨 磨 石 64 令面磨面、倒I緻 端部 に前打痕 あ り G 2

176 SK16 南半壁 磨石 11 3 54 793 0 全面磨面 I

と77 覆土上層 磨 石 53 655 4 全面磨面 I 4

絡 SD01 1層  塁楊 十 磨 石 (122) 7 1267 5) 今面磨面 I 4

ⅢB6i～ 7 黄褐色土検出時(遺構埋土?) 磨石 (115) 82 52 (633 9) 全面磨面、磨茂著 しい、側縁都欠損 G

ⅢC7a I層 磨 石 (80) (76) (5108) 全面磨面、片面欠損 G 2

mc9 I層表 十 磨 石 10 494 G 2

阻C10FI I層 磨石 163 67 1081 4 一倒縁 に擦面、断面三角形 G 2

ⅣC4e 黒色土下 磨 石 (66) (102) (45) (352 2) 暦 石の破片 ?一側緑 に擦痕 F 2

ⅣC5宜 Π層 -50om 磨 石 (83) 90) (68) (629 9) 4

4区 遺構外 不 明 暦 石 (51 (4135) 全向暦 薗 ツ 2

03覆土上層 磨石 ? 113) (26) 11) (508) 磨 石の lFl縁都 ?擦痕 ? 5

SK15 苗半石十中位 SINlo 凹 石 127 7 4 断面
=角

形、
=面

に一対 の窪み (円形 〕 D 1

皿B8i I層 凶 石 73 356 2 断面三角形、半jHな 2由 に経み(円形)、 1由 は汚出する D 1

Ⅳ E Ⅱ層 石皿 ? (100) (96) 4 (745 0) 台石 ?凹面あ り D 1

S102 北西覆± 3層 SNo 3 台 石 (234 (155) (20045) D 1

S102 ベル トA― A' 3層 (155, (98) 12454 両面半坦、破片 のため詳細不明 G 2

S105 床面直上  SNQ l 台石 ? (120) 50 台石 ?平坦面あ り D 1

S103 Q2上層 祇 石 16) 0 (49) |お94) 片面が緩 く窪む、溝状の榛痕あ り E 7

ⅡB9h Iザ曽 砥 石 残 存状況が患 く詳細不 明 E 7

合 計 24335 5
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剛
配

翻
ｈ

載

Ｑ

掲

Ｎ
出土地声 層位 器種

計測値 (cln)

重量 (g) 備考 石材 産地等
長 さ 幅 厚 さ

S101 Q2覆土下層 三角形状石製品 (530) 隅九三角形 ?一側縁欠損 一石製品として掲載 E 7

202 SK26 覆土中 石棒 19000 0 敲打による整形痕あ り、端部に刻みあ り E 7

合計 た9053 0

第18表 石材略号一覧表

*石材略号一覧

第17表 石製品観察表

第21表 陶磁器観察表

第19表 産地等略号一覧表

*産地等略号一覧

Ⅳ 人木沢Ⅱ遺跡

(数値):残存値

(数値):残存値

喘 石 材

A 買岩

B めのう

C 凝灰岩

D 流紋岩

E 砂岩

F 閃緑岩

G 花商閃緑岩

H 花尚斑岩

I 安山岩

〕 蛇紋岩

アプライト

略号 産  地  等

l 北上山地 新生代古第三紀

2 北上山地 中生代自亜紀

3 北上山地 ? 中生代 白亜紀

4 北上山地 (原 地山層)中 生代自亜紀

5 北上山地 中生代三畳～ジェラ紀

6 北上山地 古生代オル ドビス紀

7 北上山地 ?

第20表 石器・石製品の器種別石材一覧表

岩種 (産地 )

石 鏃 石錐 楔形 不定形 礫器 磨製石斧
敵磨器

石 皿 台石 砥石 石製品
合計
(%)

磨石 凹 石

A 買岩 (北上山地 )

2

(6667)
1

(10000)

2

(10000)

４

ω

1

(3333)

10

(21,74)

B めのう (北上山地 ?)
１

９

1

(2 17)

C 凝灰岩 (北上山地 )

1

(455)

1

(217)

D 流紋岩 (北上山地 )

1

(4 55)

2

(10000)

1

(10000)
2

(6667)

6

(1304)

E 砂岩 (北上山地 ?)
2

(100 11Cl)

2

(10000)

4

(8,70)

F 閃緑岩 (北上山地 )

１

０

１

の

花南閃緑岩 (北上山地 )

11

(5000)

1

(3333)

12

(26 09)

H 花尚斑岩 (北上山地 )

1

(455)

１

つ

I 安山岩 Hヒ上山地 (原地山層)|

6

(2727)

6

(1304)

J 蛇紋岩 (北上山地 )

1

(10000)

2

(6667)

3

(6.「o2)

アプライト (北上山地)

1

(455)

1

(217)

舗
∽

３

め
1

(217)

2

(435)

4

(870)

1

(217)

3

(652)

22

(4783)

2

(435)

1

(217)

3

(652)

2

(435)

2

(435)

46
(100 00)

図版
EfQ

翻
ｈ

轍
血

出土地点 層位 器種
計測値 (cm)

重量 (g) 産 地 時期 特 徴

器 高 日径 底径

SD06 覆± 1層 黒褐土 碗 (269) 不 明

認 SD09 覆土黒褐土 碗 不 明 不 明 年 小碗

hIC 5 f Ⅱ層黒色土 -60cm 碗 瀬 戸 18C後 半

ⅣD4b Pl南側 土 瓶 不 明 不 明 受熱痕あり

ⅣD5～ 6h 黄褐上の上層検出時 碗 東北

3区 表採 碗 不 明

34 217 3区道路 下 Ⅱa層黒掲土 皿 (11) 不明 18C後 半 虫乞目琴由1よ り

3区作業道上 不 明 碗 不 明 18C後半 鉄釉

T229 表土 皿 (211) 不明 18C後 半

T230南狽l 表 土 皿 (218) 東北 ? 不 明 陶胎染付

T231 表土 碗 (37) 不 明

34 T332 I層 碗 ? (112) 不 明 染付

T335 I層表土 瓶 壺 ? (17) (79) (606) 不明 時期 旧いか ? 高台何 内面 に釉あ り

2% T347 黒色土 碗 不 明 不 明 鉄釉
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2 出土遺物

第22表 鉄製品観察表

第23表  ガラス製品観察表

(数値):残存値

(数値):残存値

剛
Ｎｏ

図

α

写

Ｎ

載

α

掲

Ｎ
出土地点 層位 器種

計測値 (cm)
重量 (g) 特徴 時期

長 さ 厚 さ

SWOl ll煙 口 鉄板 57 5 10 3409 0 現代

47 232 SW01周辺 表土 (I層 ) 鉄 板 7 05 17116 断面隅丸長方形、延板状 現代

SW01周辺 表上下 (I層 ) 鋸 (302) 02 (648) 先端部欠損 現 代

47 34 234 T303 I層表土 船 釘 18 05 断面長方形、頭部が折れ曲っている 現代 ?

醜
Ｎｏ

図

Ｑ

写

Ｎ
麟
陥

出土地点 層 位 器種
計測値 (cm)

重量 (g) 特徴 時期
長 さ 幅 厚 さ

47 ⅣD7g 3区 重機道下 表土 黒色土中 ビール瓶 688 8
大 日本麦 1酉帥 1明 治39(1906)～ 昭和24(1銘 9)|の
製品 王冠、茶色、内底が傾 く。

現代

第24表 炭化種実観察表
図

ｏ

写

Ｎ

載

ｏ

掲

Ｎ
出土地点 層位 種別 重畳 (g) 形 状 特徴 備考

S101 Q3覆土上層 コナラ属―子葉 01 破片 (半分 ) 炭化 している

252 SK08 3～ 4層 コナラ属 コナラ亜属―子葉 03 破片 (半分 ) 炭化 して�ヽる

合計 04

第25表 炭化材観察表
llo 出土地点 層位 樹種名 重 量 備考

1 S102 北西覆± 3層  炭化材 llo l り (ヤ マブキ混 ) 15 5

2 S102 北西覆± 3層  炭化材No 2 ケヤキ, クリ 166 C14(試料No802)

3 S102 北西稜± 3層  炭化材No 3 ク リ

4 S102 覆± 6層  炭化材No 4 ナ ラ

5 S102 覆± 6層  炭化材No 5 ケヤキ 12 2

6 S102-PPl 北半覆土 層 ク リ

7 S102-PP2 南半覆土 層 ク リ 01

8 S102-PP3 西半覆土 層 炭 ク リ 1 1

9 S102-PP4 西半覆土 層 炭 ケヤキ

10 S102-PP 5 北半覆土 層 炭 ケヤキ

小 計

11 S103 覆± 1層 (ベ ル ト) ホホノキ 02

小 計 02

12 S106 04下層 炭化物 ナ ラ 26 4

13 S106 炭化物 NQ l ク リ

14 S106 炭化物 No 2 ケヤキ

S106 炭化物 No 3 ク リ 15

S106 炭化物 No 4 ケヤキ C14(試 料llo833)

小計 869
17 SK102 Q3上層 アカマツ

小計

SK07 南半下層 炭化物 ケヤキ

SK07 南半覆±17層 アカマツ

SK07 北半覆±12層  焼土 ク リ 77

SK07 北半覆±14層 中 焼土 ホホノキ 1 1

22 SK07 北半覆±17層  焼土 ク リ 01

23 SK07 北半覆±17層 炭化物Noユ ク リ C14 (試料No816)

24 SK07 北半覆±17層 炭化物No 2 ケヤキ

小 計

SK08 南半覆上下位 炭 ケヤキ

26 SK08 5層  炭化材 ケヤキ C14(g式 *4ヾo821)

ガヽ計 72

SN01 覆土 焼土上の炭化材 ク リ C14(試 料 lW0822)

オヽ 計 65

SWO] 底面上 炭材 ケヤキ 179 0

SW01 底面  炭材 ケヤキ 123 2

SWOユ 底面  炭 (横 木用 ?) ナ ラ 55 3

小計 357 5

SM102 埋土 焚日付近 アカマツ 279 3

SW02 床面上 (中 央)炭化物 アカマツ

小計 306 2

ⅢB6g I層  ベル ト除去 ホホノキ

ⅢB7 Ⅱa層 ケヤキ 18

T230 Ⅲ層黒褐土 炭 アカマツ

小計 27 4

合計 937 4
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2 出土遺物
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2 出土遺物

SK09
稲
川

‐―
日
日
日
日
Ｈ
Ц
Ｉ‐
Ｈ
Ｈ
Ｈ
キ‐
Ｈ
Ｈ
晴
日
Ｈ
円
Ｈ
＝
阿

４２

I磐阜鰯岬
37

誕羹覇とい

銅

SK17
森

i草

SK12

SK18

∈

'〃

43 当
４

＼
～

‐―

√

４ ９

子

４８

癬

義夢軍
'為

50

51

甍劃7

0         1 :3        10cm
|

撃

軽

攘

群
t〃

44

第34図 土器 (3)

-82-



７

６ ４

Ⅲ

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

0        1 :3       1 0cm

ギ

５ ５

一ガ

５８

ⅢB6j～ 7j

※5即 54

0     1:2    5cm

緯

６２

嘔`翻北3

-83-

第35図 土器 (4)



ⅢB8,(2)

2 出土遣物

ⅢB9,

的

※761毒患:ζこす
176

0       1 : 2      5cm

81

71

鈴 T
74

／

／

／

　

　

　

　

　

　

　

７ ３

� 7

８２

姶
田

器

口

愚

目

団

Ｒ

出

用

こ
黎
こ
齋
観
翔
匈
即

，
４

″

覇

0        1:3       1 0cm

胃
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
川

⇒

８ ０

-84-

第36図 土器 (5)



聴

F礁覇瑯暴
92

輔顧期了 劉

Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

VBlh

Υ

９ ０

蔭 縛 W
91

郎

９ ８

99

101

0        1:3      1 0cm

第37図 土器 (6)

-85-



〃 鋼

2 出土遺物

Ⅳ C(3区 谷頭 )

4区 南斜面

T238

0          1 : 3        10cm
|

７

‐ ０５

７

‐ ｏ ８

サ

‐ ２ ‐

S105(1)

三〓》峠

-86-

第38図 土器 (7)



Ⅳ 八木沢Ⅱ遺跡

″

ヽ

ヽ

0             1:2            1 0cm

魅

②
８
淵

肉

第39図 土器 (3)・ 土製品 (1)

-87-



2 出土遺物
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2 出土遺物
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2 出土遺物
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V 人木沢ラントノ沢 I遺跡

1検 出 遺 構

(1)検出遺構の概要 (第48図～50図 )

今回の調査で検出された遺構は、陥し穴状遺構 1基、土坑 l基である。調査区は東側の尾根から西側の谷

部までの急斜面の中腹に位置し、狭い範囲でありながら、標高34～ 45mとその比高は1lmを測る。表土及びⅢ

層が厚く堆積しており、遺構はその下部から検出された。遺物は出土していないため時期の詳細は不明である。

(2)陥 し穴 状 遺 構

SK01陥 し穴状遺構

遺構 (第 50図 、写真図版35)

[位置。検出状況]IA8iグ リッド。 トレンチを掘削中にⅢ層～Ⅳ層で黒褐色上の広がりを確認した。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]開 口部の長径は343cm、 短径は17～ 69cm、 底部の長径は314cm、 短径は6～ 44cm、 深

さは112cmを 測る。平面形は溝状で、中央部が最も細く、両端部に向かって九く広がる形状である。

[覆土・堆積状況]中央部は暗褐色土 l層 の堆積であるが、端部は黒褐色上、暗褐色土を主体に6層

に細分される。堆積状況は不明である。

[壁・底面]壁はやや外傾して立ち上がる。底面は凹凸を持ち、全体的に地形に沿って、北に向って低くなる。

[その他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 時期を判断できる遺物は出土していないが、遺構の形状から縄文時代と推測される。

(3)土   坑

SK02土坑

遺構 (第 50図 、写真図版35)

[位置・検出状況]Ⅱ A4i～ 4hグリッド。Ⅲ層～Ⅳ層で黒褐色上の広がりとして検出した。土坑の覆土

と検出面の土層の識別が難しかったため、ベルト沿いにトレンチ状に掘り下げ、壁・底部の確認を行った。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径156× 143cm、 底部径148× 80cm、 平面形は楕円形である。深さは、19cmである。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・にぶい責褐色上で構成される。

[壁・底面]壁 。底面はⅣ層を掘り込んでつくられている。壁はほぼ真直ぐ立ち上がり、底面は東か

ら西に緩く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物

[出土状況]覆± 1層 から炭化材 2点 (1。 9g)が出上している。

[炭化材]樹種はホホノキとの鑑定を受けている。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。
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図版
NQ 翻

陥
遺権名 位置 検出面 平面形

規模 (cm 底面の
レベル (m)

覆土の堆積状況
(上位→下位 )

重複関係
(旧 →新 )

性格 付属施設 備考 時期
開口部 底部 深 さ

SK01 I A8i Hl～ Ⅳ層 1二IS雰〕:誠 |こ

ふ
343× 69 314×型 1122 41 488 黒褐上、暗褐色

上、褐色土
な し 陥 な し 縄文

V 八木沢ラントノ沢 I遺跡

第26表 陥 し穴状遺構観察表 (数値):残存値

第27表 土坑観察表 (数値):残存値

2 ま と め

人木沢ラントノ沢 I遺跡は、人木沢川の東側に接する、小起伏山地上に位置する。今回の調査は、三陸縦

貫自動車道官古道路建設に伴って行われた試掘調査によって遺構の存在が確認された部分について、本調

査を実施したものである。調査範囲は、尾根から谷に向かう、急斜面の中腹で、700ぽの猟小な範囲である。

検出された遺構は、陥し穴状遺構1基、土坑1基である。両遺構とも時期がわかる遺物が出土しておらず、不明な点が

多いが、陥し穴状遺構 (SK01)に 関しては、検出面・形状などから、時期は、縄文時代の可能性があると推測される。今

回の調査地点では、竪穴住居跡などは検出されておらず、主に狩猟の場として用いられていた場所であることが判明した。

ここでは陥し穴状遺構であるSK01について検討する。まず立地をみると、丘陵地の尾根から谷に向

かう急斜面上に位置する。このような事例は、近隣の人木沢古舘遺跡 (註 1)、 木戸井内Ⅳ遺跡 (註 2)など

でもみられ、シカや小動物など、狩猟対象の獣の通り道となる箇所を選んで構築されたものと考えられる。

次に形態についてみていくと、平面形は両端部が九く膨らむ8の字状を呈する。中央部は細くなっており、断

面形も細いU字状を呈する。陥し穴状遺構の形態については、多くの研究者によって分類が試みられている

が、岩手県の事例を集成した分類案をみると、大きくわけて3種類に分類されている (註 3)。 第一に溝形のも

の、第二に楕円形もしくは長方形のもの、第三に円形もしくは方形を基調とするものの3種である。本遺跡のSK

01は第一の溝形の範疇に入るものと思われる。その溝形の細分をした瀬川氏の分類 (註 4)によると「底部両端

が上部開口部両端と同一の長さか、又は短いが、両先端部が広がるタイプ」とされるAⅣ類に近いものである。

前述した人木沢古舘遺跡や木戸井内Ⅳ遺跡では、本遺跡と立地・形状 (溝形)が類似する陥し穴状遺構が

検出されているが、その一方、本書で報告している人木沢Ⅱ遺跡、また現在整理中の人木沢駒込Ⅱ遺跡から

は、低地の広い平坦面に立地する事例も検出されている。この場合、溝形、精円形など、さまざまな形態がみら

れる。この立地や形態の違いについては、関東地方の大規模な調査例や、アイヌ・東北マタギなどの民俗事

例などから研究が行われている。陥し穴状遺構の大規模な調査が行われた、東京都多摩ニユータウン遺跡群

の分析をした佐藤宏之氏によると、縄文時代前半期には丘陵全体、特に水源近くに配置され、形状は溝形・楕

円形が多くみられるという。また、後半期になると、平坦面に配置されるようになり、溝状のものは長狭化、円形・楕

円形のものは大型化する傾向が認められるという。そして、この遺構としての形状の変化を猟法の変化 (獲物

がかかるのを待つ消極的手法から狩猟集団が獲物を追い詰めて落とす積極的手法への変化)や、獣種の選

別化・個別化といった変化との関連性を指摘する(註 5)。今後は、これらの指摘がこの宮古地区にも該当する

のか否か、多くの事例とともに範囲を広げて考察していく必要がある。

言主

(八重畑 )

(1)岩手県宮古市教育委員会 2006『八木沢古舘 八木沢中田遺跡 八木沢駒込I遺跡』第67集

(2)岩手県宮古市教育委員会 2006『木戸井内Ⅳ遺跡』第68集

(3)田村壮- 1987「陥じ穴状遺構の形態と時期について」『紀要Ⅶ」(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

(4)瀬川司男 1981「陥し穴状遺構について」『紀要 I』 (財)岩手県埋蔵文化財センター

(5)佐藤宏之 1998「陥し穴猟の土俗考古学―狩猟システムと構造」際電文式生活構造 土俗考古学からのアプローチ』安斉

正人編 同成社

図版
No

写図
No 遺梼名 位置 検出面 平面形

規模 (cm) 底面の
レベル (m)

覆上の堆積状況
(上位→下位 )

重複関係
(旧→新 )

性格 付属施設 備考 時 期
開日部 底部 深 さ

SK02 ⅡA4 4h Ⅲ～Ⅳ層 円形 156× 143 148× 80 19 5 37 699
土褐

土
黒
色

にぶい責橙
な し 土 な し 不 明
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2 まとめ

形 監型早性翼m
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①試掘調査範囲

事業予定範囲

1 :1,000    40m

②グリッド位置図

〇
〇
Φ
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⇔
＝
＞

X=-42,460

X=-42,500

第48図 調査区位置図



V 八木沢ラントノ沢 I遺跡

Ａ

七

握こ1 X=-42,488.059
Y= 94,557.327
H=   46.048

X=-42,488.261
Y= 94,554.691
H=   44.810

基 2

X=-42,488

X=-42,492

X=-42,496

X=-42,508

基本土層 A― A'

層位  色調    土性
1   10YR 2/2
Ⅱ  10YR 3/3
Ⅲa 10YR 4/4
Щb 10YR 4/6
uc 10YR 5/6
111d 10YR 5/8
皿e 10YR 5/3
■f 10YR 5/6
Ⅱg 10YR 5/4
Ⅲh 10YR 5/6
Ⅳ  10YR 7/2

0   1:200  5m

第49図 遺構配置図

黒褐色 シル ト 締まり中 表土。

暗褐色 シル ト 締まり中。

褐色 粘土 締 まり密。 (遺構検出面 )

褐色 粘土 締まり密 花蘭岩粒 3%含。

黄褐色 粘土 締 まり密 花筒岩粒 3%含。

黄褐色 粘上 締 まり密 花尚岩粒 3%含。

にぶい黄褐色 砂 締 まり中。

黄褐色 粘土 締 まり密。

にぶい黄褐色 粗砂 締まり中。

黄褐色 粘上 締 まり密。

にぶい黄褐色 砂質ンル ト 締 まり密。(最終遺構検出面 )

0   1:40   1m

X=-42,524
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2 まとめ

―≦とL=.42.900m

SK02
Y=94546

Ⅱ44g ttx-42512

A L=42.5110m A'

SK01 A一 A'

癌位  色調    土性
1 10YR 3/4 暗褐色 シルト 縮まりやや弱

(径 3～ 5 mal)7%含 。
花筒岩粒

B L=42500m

SK01 B一B'

撻位  色調    土性
1 10YR2/3 黒褐色 シ′ント 縮まりや

―
や密 花商岩粒

(径 1～ 2 mm)7%含。
2 10Yミ 2/3 黒褐色 ンルト 締まりやや密

褐色土ブロック (径 4～ s u4)7%含。

工僣Xでな)摩羅
シルト縮まり中髄土カフク

4 10YR3/8 暗褐色 シルト 締まり疎 掲色土壮が
層状に混じる。

5 10マR4/4 褐色主 鵜土質シルト 縮まりやや疎
黒褐色土プロック (径 7ca)596含。

1 19YR2/3 1黒 褐色 ンルト 縮まり疎
― 花商岩粒

(径 3～ 5血)3%合。

AL=dB.600�

Y=04548

塩

却

く

B,L=38.400面

SK02 A一 A'・ B一B'

層位  色調    土性
I 10YR 3/2 黒桐色 シルト 締まり中 花尚岩粒3% 褐色±10●/c含。
2 10YR3/4 暗縛色 粘土質シルト 縮まり中 花蘭岩粒5%含。
3.10YR6/4 におい黄構色 砂質シルト 締まり中。

(V層起源のマサ土崩蓄土)

0   1:40   1m

■J丸 :SK02
甲

第50図
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Ⅵ 分 析 。鑑 定

パ リノ 。サーヴェイ株式会社

は じ め に

入木沢 Ⅱ遺跡は、人木沢川左岸 (西岸)の 山地緩斜面に立地する。今回の発掘調査により、縄文時

代の竪穴住居跡、土坑、土器埋設遺構、古代の竪穴住居跡、現代の炭窯跡等が検出されている。

今回の分析調査では、各遺構から検出された炭化材を対象として、遺構の構築年代に関する資料を得るためのA

MS法 (力日速器質量分析法)による放射性炭素年代測定と、木材利用を明ら力ヽこするための樹種同定を実施する。

また、住居跡や土坑から出土した種実遺体を対象として、植物利用を明ら力引こするための種実遺体同定を実施する。

l 炭化材の年代測定 と樹種同定

(1)試   料

試料は、住居跡や土坑等から出土 した炭化材 6点 (No802,814,816,821,822,833)で ある。

(2)分 析 方 法

放射性炭素年代測定

土壊や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄などによ

り物理的に除去する。その後HClに より災酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHに より腐植酸等アルカリ可溶成分

を除去、HClによリアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去を行う(酸・アルカリ・酸処理 )。

試料をバイコール管に入れ、 lgの酸化銅 (Ⅱ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真

空にして封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熟する。液体窒素と液体窒素+エ タノールの温度

差を利用 し、真空ラインにてC02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したC02と 鉄・水素を

投入し封 じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で10時 間以上加熱し、グラフアイトを生成する。

化学処理後のグラフアイト・鉄粉混合試料を内径 l nlmの子いこプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定

する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C―AMS専用装置(NEC Pelletron 9SDH
-2)を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)から提供されるシュウ酸 (HOX一 Ⅱ)

とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時tゴC/セ Cの測定も行うため、この値を用いてδ ECを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とした年

代 (BP)であり、誤差は標準偏差 (One Sigma;68%)に相当する年代である。なお、暦年改正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5,02(Copyright 1986-
2005 M Stuiver and P」 Reimer)を用い、誤差として標準偏差 (One sigma)を 用いる。

樹種同定

木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)・ 板日 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察 し、その特徴から種類を同定する。

なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、島地。伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、

Richter他 (2006)を 参 考 にす る。また、各 樹 種 の木 材 組 織 につ いては、林 (1991)、 伊 東

(1995,1996,1997,1998,1999)や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考にする。

(3)結   果

放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を表 1、 暦年較正結果を表 2に示す。測定年代は、No802が
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1 炭化材の年代測定と樹種同定

4,100± 30BP、  No814が4,270± 40BP、 No816が 3,960± 430BP、 No821が 4,090± 30BP、 No822が4,010

±30BP、 No833が 5,170± 30BPである。また、測定誤差をσとして計算 させた暦年較正結果は、No802

がcalBC2,840-2,813、 No814カScalBC2,911-2,879、 No816カ ScalBC2,466-2,398、 No821が calBC

2,630-2,564、 No822がcalBC2,586-2,492、 No833がcalADl,677-1,917で ある。

暦年較正とは、大気中の望C濃度が一定で半減期が5568年 として算出された年代値に対 し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の里C濃度の変動、及び半減期の違い (ИCの半減期5730± 40年 )を

較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プ

ログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、1年単位で表 している。ま

た、14C-3は 、δ13Cの値からみて海洋由来の炭素によって構成されていることから、海洋炭素に由来

する較正曲線を用いた暦年較正を行う。リザーバー効果による補正に関しては、地域的な補正を行うため

の情報に乏しいため、海洋での一般的な値 (暦年較正プログラムのdefault値である約400年)を用い、

地域による補正は考慮 していない。その他の 3′点は、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正は、測定誤差 び、 2σ 双方の値を計算する。 σは統計的に真の値が68%の確率で存在する

範囲、 2び は真の値が950/Oの 確率で存在する範囲である。また、表中の相対比 とは、 σ、 2σ の範囲

をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示 したものである。

樹種同定

樹種同定結果を表 1に示す。炭化材は、針葉樹 1種類 (マ ツ属複維管束亜属)と 広葉樹 3種類 (ア

サダ・クリ・ケンポナシ属)に 同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属 (Pれ ♂s subgen.Dlip′ οズガο理)マ ツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やか

で、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピセ

リウム細胞で構成されるが、水平樹月旨道とエピセリウム細胞は破損しており、痕跡が空壁として認められるのみ。

分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、1-10細胞高。

・アサダ (Oδ ιr/β 力pο盟たβ Sarg.)カ バノキ科アサダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2-4個 が複合 して散在 し、年輪界に向かって径を漸減さ

せる。道管は単穿孔を有 し、壁了しは交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同

性、 1-3細 胞幅、 1-30細胞高。

・クリ (σβsと,コθβ crettβ ど,Sieb.et Zucc。 )ブ ナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は3-4列 、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。

・ケンポナシ属 (∬οye狙力 )ク ロウメモ ドキ科

環孔材で、孔圏部は 1-3列 、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、厚壁の道管が単独または 2個が

放射方向に複合 して配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状

に配列する。放射組織は異性、 1-5細 胞幅、 1-4嚇田胞高。

(4)考   察

炭化材試料のうち、No802,814,816,821,822の 5点は、補正年代力港910B P～ 4270BPで あ り、特に

No802,821,822の 3点は4040BP～ 4090BPの狭い範囲に集中する。炭化材が出土 した遺構は、S102,

S106,SK07,SK08,SN01で あ り、住居構築材や燃料材等に由来する可能性があるが、詳細は不明

である。S102,S106,SK07の 3点がクリ、SK08がケンポナシ属、SN01がアサダであった。いずれ

も冷温帯に分布する落葉広葉樹であり、クリやアサダは重硬で強度が高い材質を有する。ケンポナシ

-102-



Ⅵ 分析・鑑定

属は、それほど重硬な木材ではなく、加工 も容易であるが、狂いや割れは少なく、強度も比較的高い。

岩手県内における縄文時代中期～後期の調査例をみると、住居跡出土資料などを中心にクリが比較

的多 く利用される傾向がある (嶋倉 ,1983フ リヾノ・サーヴェイ株式会社 ,1996,2004;高橋,2000な ど)。

また、アサダやケンポナシ属は、大 日向Ⅱ遺跡や御所野遺跡でクリと共に確認された例がある (パ リ

ノ・サーヴェイ株式会社,1993,1996)。 特に、御所野遣跡ではクリを中心にアサダ、ケンポナシ属、コ

ナラ節、エレ属、カエデ属等が確認されてお り、本遺跡の結果とも類似する。

一方、S103か ら出土 した試料No833は、補正年代が90BPであり、近現代に相当する年代を示す。樹種

は針葉樹の複維管束亜属 (ニ ヨウマツ類)であつた。複維管束亜属は、針葉樹 としては比較的重硬な部類

に入るが、加工は容易であり、松脂を多 く含むために保存性がある。炭化材の用途などは不明であるが、

当該期に燃料として利用されるか薪炭材 として利用するために、火を受けて災化 したことが推定される。

2 種実遺体の同定

(1)試   料

試料は、SI-1の O-3フ ク土上層から出土 した種実 1点 (No830)と 、SK08の 3-4層 から出土

した種実 1点 (No831)の計 2点である。

(2)分 析 方 法

種実を双眼実体顕微鏡下で観察 し、現生標本および石川 (1994)、 中山ほか (2000)等 との対照から

種類 と部位を同定する。分析後は、種実を容器に戻 して返却する。

(3)結   果

結果 を表 3に 示す。No830は コナ ラ属 (Oyerε ttδ )の子葉 に、血831は コナ ラ属 コナラ亜属

(0口e/ctts subgen。 とθρゴJοわβ′βД♂δ)の子葉に同定された。 2点 とも災化 している。以下に形

態的特徴を記す。

・コナラ属コナラ亜属 (Oyerctts subgen.Lepだοわ2カ迎ys)ブ ナ科

子葉は炭化 してお り、黒色。完形ならば歪な球体。縦に 1周する子葉の合わせ目の線に沿って割れ

た半分で、長さ1.3cm、 径1,lcm程度。頂部はやや尖るが、これは堅果頂部の円錐状突出部の内部を埋

めていた部分であることから、成熟個体 と考えられる。基部はやや平ら。子葉は硬 く緻密で、表面に

は縦方向に走る維管束の圧痕がみられる。合わせ目の表面は平滑で、正中線上は僅かに窪み、頂部に

は小 さな孔 (主根)がある。

現在の岩手県に分布するコナラ亜属で比較的大型の果実を持つ種類は、クヌギ節クヌギ、コナラ節カ

シワ、ミズナラ、ナラガシワと、コナラ節内の種間雑種が存在する。本遺跡から検出された子葉は、こ

れらのいずれかに由来するものと思われるが、子葉の形態のみから種まで同定することは困難である。

・コナラ属 (0伊θrε ys)ブナ科

子葉は炭化しており、黒色。完形ならば卵状楕円体。縦に1周 する子葉の合わせ目の線に沿って割

れた半分で、長さ1.2cm、 径 7 mm程 度。頂部はやや尖るが、これは堅果頂部の円錐状突出部の内部を埋

めていた部分であることから、成熟個体と考えられる。基部はやや平ら。子葉は硬 く緻密で、表面に

は縦方向に走る維管束の圧痕がみられる。合わせ目の表面は平滑で、正中線上は僅かに窪み、頂部に

は小さな孔 (主根)がある。

上述のコナラ亜属とした比較的大型の果実を持つ種類とは区別される。ミズナラ、コナラやこれら

の種間雑種のいずれかに由来するものと思われるが、子葉の形態のみから種まで同定することは困難

である。
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2 種実遺体の同定

(4)考   察

種実遺体が出上 した遺構のうち、SK08に ついては、同じ遺構か ら出土 した炭化材を試料 とした年

代測定の結果、4,060± 40BPの補正年代が得 られている。

コナラ属は、いずれも高木になる広葉樹で、常緑性のアカガシ亜属 と落葉性を主 とするコナラ亜属

とがある。現在の本地域では、コナラ亜属に属するクヌギ節クヌギ、コナラ節カシワ、ミズナラ、コ

ナラやコナラ節内の種間雑種などが分布 しているが、常緑性のアカガシ亜属は分布 していない。ま

た、No831が コナラ亜属である点を考慮すれば、コナラ属 とした試料 も落葉性のコナラ亜属の可能性

が高い。

コナラ亜属の堅果は、アク抜 きすれば内部の子葉が食用可能で、収量 も多 く長期保存可能であるた

め、古 くから里山で保護・採取利用されてお り、遺跡からの出土例 も多い (渡辺,1975な ど)。 これら

の可食部である子葉が遺構内から出上 したことから、本遺跡でも周辺に生育 していたコナラ亜属の堅

果を利用 していたことが推定される。各試料の出土状況が不明であるが、今回の試料はいずれも完全

に炭化 した状態で検出されてお り、何 らかの理由で利用前に火を受けて炭化 したことが推定される。
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1.マ ツ属複維管東亜属 (No833)

2.アサダ (Nα822)

3. クリ (Nα814)

a:木口 b:柾 目 c:板 目

Ⅵ 分析・鑑定

-200 

μ rn:2-3a

200 μ rn:la,2-3b,c

100μ m:lb,c

炭化材
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2 種実遺体の同定

4.ケンポナシ属 (No821)a:木 口 b:柾 目 c:板 目

5.コナラ属コナラ亜属 子葉 (No831)

6.コナラ属 子葉 (No830)

■■■■■■■200μ m:a

200μ m:b,c

lcm:5,6

6a
5b5a

表 1

第52図 炭化材・種実遺体

放射性炭素年代測定および樹種同定結果

番 号 遺構 位置・層位 試料名 種類 樹種
補正年代

BP
δ13C
(%o)

測定年代
BP Code lNlo Measurement llo

802 S102 北西覆± 3層 炭化材No 2 】仄 ヒ材 ク リ 4.090Ξ L40 -25.61± 0.49 4,100=L30 -1 IAAA-71389

S106 覆± 3層 炭化材No 2 山灰 ヒ材 ク リ 4,270二と40 -25.05三LO.49 4,270=L40 -2 IAAA-71390

SK07 北半覆±17層 炭化材No l 山灰 ヒ材 ク リ 3,910=L30 -28.36=LO.60 3,960こと30 -3 IAAA-71391

SK08 5層 戻化材 出灰 ヒ材 ケンポナシ属 4,060」L40 -26.73± 0,66 4,090=L30 -4 IAAA-71392

822 SN01 覆土焼上上 炭化材 炭 ヒ材 アサダ 4,040」L30 -2297± 0「D4 4,010=L30 982 -5 IAAA-71393

覆± 1層 炭化材 ］灰 ヒ材 マツ属複維管束亜属 90430 -29 66± 0 53 170=L30 982 -6 IAAA-71394

年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用。

3P年代値は、1950年 を基点 として何年前であるかを示す。

付記 した誤差は、測定誤差 σ (測 定値の68%が入る範囲)を年代値に換算 した値。
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表 2 暦年較正結果

試料名
補正年代
(BP)

暦年較正年代 (cal) 本目女寸|ヒ Code No

4,092434

BC 2,847 - ca BC 2,845 BP 4,797 - 4,795 0.009

9821-―  ユ

BC 2.840 - ca BC 2,813 BP 4.790 - 4,763 0.197

BC 2,692 - ca BC 2,690 BP 4,642 - 4,640 0,004

BC 2,678 - ca BC 2,575 BP 4,628 - 4,525 0.789

2σ

BC 2,863 - ca BC 2,806 BP 4,813 - 4,756 0.208

BC 2,579 - ca BC 2,717 BP 4,529 - 4,667 0,093

BC 2,709 - ca BC 2,566 BP 4,659 - 4,516 0.654

BC 2,523 - ca BC 2,496 BP 4,473 - 4,446 0.045

4,268=L37

BC 2,911 BC 2,879 BP 4,861 - 4,829 1.000

9821--2

BC 3,009 - ca BC 2,983 BP 4,959 - 4,933 0.024

BC 2,935 - ca BC 2,860 BP 4,885 - 4,810 0.8醜

BC 2,803 - ca BC 2,756 BP 4,753 - 4,706 0.106

BC 2,720 - ca BC 2,704 BP 4,670 - 4,654 0.015

3,906=L33

BC 2,466 - ca BC 2,398 BP 4,416 - 4,348 0.645

9821--3BC 2,384 - ca BC 2,346 BP 4,334 - 4,296 0,355

2σ BC 2,473 - ca BC 2,293 BP 4,423 - 4,243 1,000

4,057=L35

BC 2,831 - ca BC 2,821 BP 4,781 - 4,771 0.063

9821--4

BC 2,630 - ca BC 2,564 BP 4,580 - 4,514 0.612

BC 2,533 - ca BC 2,494 BP 4,483 - 4,444 0.325

BC 2,848 - ca BC 2,813 BP 4,798 - 4,763 0.086

BC 2,471 BC 2,732 BP 4,421 - 4,682 0,008

BC 2,693 - ca BC 2,688 BP 4,643 - 4,638 0,004

BC 2,679 - ca BC 2 475 BP 4,629 - 4,425 0.902

822 4,044こL32

BC 2,620 - ca BC 2.603 BP 4,570 - 4,553 0.136

9821--5

BC 2.601 - ca BC 2 BP 4,551 - 4,511 0.359

BC 2,536 - ca BC 2 BP 4,486 - 4,442 0.505

2σ

BC 2,834 - ca BC 2,818 BP 4,784 - 4,768 0.038

BC 2,663 - ca BC 2,647 BP 4,613 - 4,597 0,025

BC 2,636 - ca BC 2,474 BP 4,586 - 4,424 0,937

833 89=L28

AD l,696 - ca AD l,725 BP  254 - 225 0.306

9821--6

AD l.814 AD l,835 BP 0.218

AD l,846 - ca AD l,850 BP   104 - 0.041

AD l.877 - ca AD 1 917 BP   73 - 0.428

AD l,952 - ca AD l,953 BP  -2 - -3 0.007

2σ

AD l,688 - ca AD l.質 30 BP   262 - 0.269

AD l,809 - ca AD l,926 BP   141 - 0。 725

AD l,951 - ca AD l.954 BP  -1 - -4 0.005

Ⅵ 分析・鑑定

1)Hf算 には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5,02(Copyright 1986-2005 M Stuiver
and PJ Reimer)を 使用

2)計算には表に示した丸める前の値を使用 している。
3)1桁 目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、

1桁 目を丸めていない。
4)統計的に真の値が入る確率はσは68%、 2σ は95%である
5)相対比は、び、2σ のそれぞれを1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

表 3 種実同定結果

酌 遺構名 層位 分類群 部位 状 態

830 S101 Q3覆土上層 コナラ属 子葉 破片 (半分)炭化

SK08 3～ 4層 ヨナラ属ヨナラ亜属 子葉 破片 (半分)炭化
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Ⅶ 総 括

ここでは、人木沢Ⅱ遺跡の調査成果について時代ごとに概観し、総括する。人木沢ラントノ沢Ⅱ遺

跡の調査成果については、第V章 (P96～ 97)を参照されたい。

1遺

(1)縄

縄文時代の遺構 として、竪穴住居跡 4棟、竪穴状遺構 2棟、陥 し穴状遺構 6基、土坑 (貯蔵穴)7
基、土器埋設遺構 2基などが検出された。

a 竪穴住居跡・竪穴状遺構

4棟の竪穴住居跡及び2棟の竪穴状遺構は、いずれも調査区北端から検出された。標高87m前後の尾根

上の緩斜面を利用 して築かれており、平面形は円形基調と推測される。柱穴の配置は不規則なものが多 く、

周溝は伴っていない。炉はS101・ 02が地床炉、S103が石囲炉である。時期は、出土遺物からS101・ 02は

中期末葉、S103・ 06は 中期中葉、SK101・ 02は 中期中葉から後葉と考えられる。遺構間の重複が多いが、

やせ尾根上で限られた緩傾斜を意図的に選んでいるために同地点に繰 り返 し構築されたと考えられる。

b 貯蔵穴

貯蔵穴とみられる定形的な土坑 7基が、尾根上で住居跡と近接 もしくは重複 して検出された。S101の

炉を切つて構築されたSK07と 、S101に切られるSK08は、開口部より底面が広い断面フラスコ状を呈す

る形状であるが、その他は壁がほぼ直立 して立ち上がる断面がビーカー状を呈 している。底部に溝など

の付属施設は伴わない。時期は、出土遺物が少ないために得 られた情報が少ないが、遺構の重複関係や

C14年代測定の分析結果などから、住居跡とほぼ同じ中期中葉から末葉に収まるものと考えられる。

c 土器埋設遺構

尾根上から土器埋設遺構が 2基検出された。SZ02は 正立、SZ04は斜位に土器が埋設されていた。

SZ02は S101を 切つて構築されてお り、時期的は中期末葉以降と考えられる。SZ04は遺構の切 り合い

関係は無いが、埋設土器に使われた土器から、時期は中期後葉以降の可能性があるものと推測される。

d 陥 し穴状遺構

陥し穴状遺構は 6基検出された。そのうちの 5基がⅣ～V・ D～ Eグ リッドの谷部である平坦面か

ら検出された。形状は溝状 と楕円形のものがあ り、底面に副穴を持つものと持たないものがある。

(八重畑 )

(2)古 代

古代の竪穴住居跡が 2棟検出された。ここでは、竪穴住居跡の特徴についてまとめる。

竪穴住居跡は、北尾根の裾に当たる標高60m前後の緩い東斜面に構築されている。平面形・規模 は、

一辺3.19～ 3,71mほ どで、方形基調と推測される。壁・床面は、Ⅳ層面を掘 り込んで構築されている。

覆土は、自然堆積の様相を呈 しているが、詳細は不明である。柱穴は確認できておらず、配置 も不明

である。カマ ドは、斜面上方の西側に造られ、一辺の中央付近よリー方の隅に偏った位置に設けられ

ている。煙道は到 り貫き式である。時期は、出土遺物から平安時代 9世紀中頃と考えられる。

構
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Ⅶ 総括

(3)現 代

現代の遺構 として、災窯跡 2基と土取 り穴が確認された。ここでは炭窯跡の特徴についてまとめる。

2基の炭窯は、調査区南端の埋没沢に向かう南向きの標高45m前後の緩斜面を利用 して、少 し場所を移

動 して構築されている。炭窯の構築方法は、地山を掘 り込んで窯の本体にあたる部分を構築し、排煙口を

北側の斜面上方、焚口を南側の斜面下方に設けている。平面形は焚口側がすぼまる長い卵形である。規模

は、SW01炭窯跡は、長軸285cm× 短軸201cm、 床面積は約4.465だ、SW02炭窯跡は、長軸194cm× 短軸147

cm、 床面積は約2.162だ、SW02炭窯からSW01炭窯に移行する際に床面積が約 2倍の大きさに造 り替えら

れている。排煙回は、傾斜などの工夫はみられず、床面と同じ高さで設けられており、窯との間仕切 りに

は鉄板・レンガなどが用いられている。煙道の上部には、土管が用いられていたと推測される。排水・防

湿・保温などを目的とした炭窯に伴う周溝や下部に板材を敷 くなどの付属施設は確認できていない。

今回、調査 したSW01・ 02炭窯跡は、黒炭を焼いた炭窯 と思われる。生産された炭の量は、床面積

から判断して、一俵約15kgで20俵前後で、ナラ炭をつ くったものと推定される。聞き取 り調査から得

られた炭窯が機能 していた1950年代 という時期から類推できる炭窯の型式は「岩手窯」又は「岩手 1

号窯」である。今回調査 された炭窯跡は、いずれかの型式の炭窯 と考えられる (註 1)。   (阿 部 )

2遺

(1)縄

土器は、大コンテナで 4箱、総重量53,155.5gの 縄文土器が出上 している。

出土地点の分布をみると、遺構内では、竪穴住居跡・竪穴状遺構から9,495。 3g(18%)、 土坑から3,243.3

g(6%)、 遺構外では、ⅢBグ リッド (尾根上 。遺構外)か ら19,199.4g(36%)、 ⅣBグ リッド (谷頭・

遺構外)か ら6,024.5g(110/o)で 、出上した縄文土器の多 くは、竪穴住居跡や貯蔵穴などの遺構が集中

する4区尾根上とその北斜面・南斜面 (3区谷頭を含む)か ら出上 している。時期は、主に中期中葉から

末葉に収まる。特に末葉に比定される大木10式上器が、全体の約 3分の 1を 占める。これらの出土土器は、

覆土中からの破片資料が多 く、住居の埋没する過程のなかで廃棄 もしくは流れ込んだものと考えられる。

土製品は、きのこ形土製品、棒状の上製品が出土 している。出土地点から中期 と考えられる。

石器は、掲載 した44点 中22点 (50%)が磨石で、S106を 除 くすべての竪穴住居跡・竪穴状遺構から

出土 している。石材は花商閑緑岩と安山岩が多 く用いられている。また、石鏃・石錐などの剥片石器

では、頁岩が多 く使用 されている。石製品は、砂岩でつ くられた大形の石棒が出土 している。

(八重畑 )

(2)古 代

9世紀中ごろの上師器がS105か ら出上している。器種は甕・杯である。

(3)現   代

炭窯の構築に用いられた遺物として、鉄板・レンガ・土管、他にビール瓶、船釘が確認された。

([可吉呂)

物
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3 まとめ

八木沢 Ⅱ遺跡は、人木沢川に北西側から合流する支流によって形成された低地と、その南側に位置

する山地上に立地する。遺跡全体は、尾根部 と谷部が連続する地形で、北西から南東に向かって緩や

かに傾斜 している。標高49～ 90mで、遺跡の現況は山林・畑地である。

検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 4棟、古代の竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 2棟、陥し穴

状遺構 6基、土坑24基、焼土遺構 2基、土器埋設遺構 2基、溝跡 7条、現代の炭窯跡 2基である。

縄文時代の遺構は、北端の尾根上の先端部に立地する。特に竪穴住居跡と貯蔵穴と考えられる大形

の上坑は、標高85m以上の尾根上の平坦面から南斜面につ くられている。尾根の南側 と北側が埋没沢

となって落ち込んでお り、南側は、現在 も湧水が確認できる。水の確保が比較的容易で、日当たりの

良い高台に占地 したものであろう。現況から判断 して、居住域は、調査区域外の西側の尾根伝いに広

がる可能性がある。陥し穴状遺構 と占地が異なることも注意される。古代の竪穴住居跡は、】ヒ側の尾

根の裾部に占地 している。縄文時代 より占地場所が下ることの理由は、環境の変化 と生業 との関わり

があるのかもしれない。今回の調査では明らかではないが、古代においては、水田や畑地など、より

広い生業の場に隣接 して集落が設けられていた可能性がある。さらに、現代における人々の生活域は

人木沢川沿いに移動 しているが、当地では炭窯が設けられて生業が営まれていたようである。

出土遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、土製品、石器、石製品、鉄製品、陶磁器、ガラス製品、

炭化種実、炭化材などが出上 している。総量は大コンテナ (30× 40× 30cm)5箱 である。

縄文土器は、前期 。中期のものが出土 してお り、中期末葉が主体である。土師器は 9世紀代である。

土製品は、きのこ形土製品、棒状の上製品など縄文時代のものが出土 している。

石器は、石鏃・石錐・楔形石器・不定形石器などの剥片石器、磨石・凹石・台石などの礫石器が出

上 している。石製品は、石棒が出土 している。

陶磁器は、18世紀代 。19世紀代のものが出上 している。鉄製品は、板状の製品が出土 している。炭

窯に関連する現代のものである。ガラス製品は、ビール瓶が出土 している。

おわりに

今回の調査で、人木沢 Ⅱ遺跡は、縄文時代の集落跡 と狩 り場、古代の集落跡であることが明らかに

なった。遺構・遺物 とも量的にそれほど多 くはないが、時代により遺構の占地が異なるなど貴重な資

料を得ることができた。今後は、周辺遺跡の調査成果 と合わせて、当該地域の遺構の立地について、

さらに検討 してい くことが課題となる。                        (阿 部 )

言主

(1)「岩手1号窯Jは、1950年佐々木圭助によって考案された炭窯で、「岩手窯」は、昭和31年 に協会の指導窯として考案された

炭窯である。「岩手窯」の特徴は、窯底径は、「奥行きを定め後部は奥行きの7割5部の大円、前部は5割の小円を描き、この点

を通じて両円に接する円曲線を描いて、卵型とする。J(岩手県木災協会 1991『岩手窯の栞』)と されている。この窯底径の

比率 (短径■長径=0.75)は、SW01(201■285=0,70),SW02(147■ 194=0。 75)の窯底径の比率とほぼ一致する。よっ

て形状からSW01・ 02炭窯跡は、「岩手窯」の可能性が高い。

引用・ 参考文献

畠山 剛 2003『炭焼きの二十世紀―書置きとしての歴史から未来へ』彩流社

め
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判図軍Ё



八
木
沢
Ｉ
遺
跡

調査区 遠景 (南から)

調査区 全景 (東から)

写真図版 1 遺跡 (1):調査区全景
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八
木
沢
Ｉ
遺
跡

1区尾根部基本土層② 断面 (東から)

写真図版 2

遺跡 現況 (南 から)

3区谷部 全景 (北から)

4区尾根部基本土層⑥ 断面 (東 から)

遺跡 (2):調査前現況・基本土層

遺跡 現況 (西 から)

T263～ 272 平面 (北 から) T255。 272-279  平面  (東 から)

4区尾根部 全景 (南 から)
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沢
Ｉ
遺
跡

S101 耳二F面  (ラ稲か ら)

S101 断面 A― A′ (東から)

B― B′ (南 から)

SЮl―炉 断面K― K′ (南 から)

-114-

写真図版 3 竪穴住居跡 (1):S101



八
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沢
Ⅱ
遺
跡

S102 平面 (東 から)

S102 断面A― A′ (東 から)

拶
オ

S102 炭化材出土状況 (西 から) SЮ2-炉 断面H― H′ (東 から)

写真図版 4 竪穴住居跡 (2):S102
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て途基
S103 平面 (東から)

|―!駅.と

長持茅 |

鹸魔舞illi

攀 靱

S103 断面A― A′ (南 から)

S103 断面B― B′ (西 から)

S103-石口炉 断面 (東 から) 4区 作業風景
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写真図版 5 竪穴住居跡 (3):S103
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SЮ4 平面 (東から)

S104-カ マ ド 平面 (東から)

S104-カ マ ド 平面 (礫除去後)(東 から)

SЮ4-カ マド 断面F― F′ ① (東 から)

S104-煙出 SЮ4-カ マ ド煙道 断面G― G′ (F衛から)

|工1春慧(.iti i響 無
|イすこ重彗を,

S105 断面A― A′ (東 から) SЮ5 断面B― B′ (南 から)

写真図版 6 竪穴住居跡(4):S104・ 05(1)
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八
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遺
跡

■イ●孝

:1子Ⅲ
11言 |

1豪

,ユ■
'

SЮ5-カ マ ド煙道 断面E― E′ (南 から)

|   :ラ  ー| ―  ´

S105-カ マド 断面D― D′ ② (東 から)

S105 耳二F面  (,表 から)

SЮ5-カ マ ド煙出 断面E― E′ (南 から)

1鮮|

■ 驚 :

SЮ5-カ マド 断面D― D′ ① (東から)
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写真図版 7 竪穴住居跡 (5)i S105(2)
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跡

粋

S106 平面 (東 から) SЮ6 断面A― A′ (東 から)

SK101 耳ZF面 (,茶 力ゝら) SKЮl 断面A― A′ (東 から)

SK102 耳二F面  (東から)断面B― B′ (南 から)

―A′ (南から)                SK102 断面B― B′ (東 から)

写真図版 8 竪穴住居跡 (6):S106、 竪穴状遺構 i SK101・ 02

SK102 断面A― A′ (南 から)
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鞠
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平面 (北 から)

SK14 平面 (南から)

fl.■完●ヤ |:`■ ‐ ホ

SK20 平面 (東から)

.Ⅲ …デ ▽I       ●,.

411■  |―
SK20 断面A― A′ (東 から)
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SK20-副穴 断面B一 B′ (南 から)

|■祥11縛
SK02 断面 (ヨ ヒから)

SK14 凶「F面  (F菊 から)

一
一．一一一一一
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一
一
■
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SK14 作業風景 (南 から)
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写真図版 9 陥 し穴状遺構 (1):SK02・ 14。 20
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SK22 耳ZF罰  (F窮 から)

SK25 平面 (南から)

SK22 断面 (南から)

SK25 断面A― A′ (南 から)

SK25-副穴 断面B― B′ (南 から) 現地説明会の様子

SK30 平面 (東 から)

ⅢI∵|

ダ■|二

SK30 断面 (東から)

写真図版10 陥 し穴状遺構 (2):SK22・ 25。 30
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SK01  耳二F面  (F菊 から) SK01 断面 (南力】ら)

一
　
面

基‐‐一
平

一
一
　

Ｋ

・

，

Ｓ

SK03 断面 (東 から)

SK04・ 05。 06 凶Fこ団 (,箱 力ゝら)

断面 (南 から)(南から)

写真図版 11

SK07

土坑 (1):SK01・ 03～07(1)

SK04・ 05。 06 耳二F罰  (「笥から)
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SK07 土器

( ヽ  ■ ―

(Pl:No35)出 土状況 (南 から) 出土状況 (東 から)

SK08 断面 (南東から)

≡
〓
一
●
ｉ

一離
ギ
ｉ一一一一 i鵜

SK08 平面 (東から)

SK09 平面 (南から)

SK10 断面 (東から)SK10 耳ユ[面  (F菊 から)

写真図版12 土坑 (2):SK07(2)。 08～ 10
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SKll 耳Z[面  (F菊 力ゝ ら)

SK12 耳ZF団 (F菊 から)

SKll 凶F[面  (F菊 力ゝら)

SK12 断面 (南 から)

SK13 耳二F面  (f薪 から)

SK15 耳ZF面  (F菊 から) SK15 断面 (南 から)

SKll～ 13・ 15(1)

SK13 断面 (南 から)

-124-

写真図版13 土坑 (3):
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遺
跡

鋲 I
議魏 1旋蔭

4区 全景

`=il凛
韓|:=

出土状況石器 (No1 87)

SK18 耳二E団  (F菊 力】ら)

SK17 断面 (南から)

SK18 断面 (F旬 から)

SK16 耳二〔面 (F菊 か ら)

SK17 平面 (南から)

SK16 四千F団  (F菊 力ゝら)

一一―‐‐
．！一

す
一

写真図版14 土坑 (4):SK15(2) 16^ン 18
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SK19 耳二F面  (」煮から) SK19 断面 (東から)

SK21 平面 (東から) SK21 凹FF面  (,煮 から)

SK23 耳二F団  (F菊 から) SK23 断面 (南から)

SK24 平面 (南から) SK24 断面 (南 から)
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写真図版15 土坑 (5):SK19・ 21・ 23・ 24
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SK26 平面 (北 から)

SK27 平面 (南から)

SK26 出FF面 (F蜀 から)

SK27 断面 (東 から)

SK28 平面 (東 から) SK28 断面 (東 から)

SK29 耳二F面  (F菊 力】ら)

i藻ボ =―|■|∵||1持i

SK29 断面 (南 から)

写真図版16 土坑 (6)I SK26～ 29
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SN01 平面 (東 から)

平面 (東 から)

SZ02 平面 (東から)

SZ04 平面 (東から)

写真図版17 焼土遺構 :SN01・ 02、

SZ04 断面 (南から)

土器埋設遺構 :SZ02・ 04

SN01 断面 (南から)

SN02 断面 (南から)

SZ02 巴FF面 (,表 から)
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SD01 平面 (東から)

八
木
沢
Ⅱ
遺
跡

平面 (東から)

SD01 断面A― A′ (東 から) SD04・ 05 作業風景 (東 から)

SD02・ 03・ 04・ 05 司二臣耳 (東 から) SD02・ 03・ 04・ 05 司Z雇百 (東 から)

SD03 断面B― B′  (東から) SD04・ 05 断面B― B′  (東から)

写真図版18 溝跡 (1)I SD01～ 05

-129-



八
木
沢
Ｉ
遺
跡

SD09 平面 (南 か ら)

SD09 断面C― C′  (南か ら)

SD09 断面A― A′ (東 から)

SD09 断面D― D′ (南 から)

SD09 礫出土状況 (南 から) 2区東側 平面 (南から)

現地説明会の様子 現地説明会の様子
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写真図版19 清跡 (2):SD09
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SW01 平面 (南 から) SW01-煙 道 側面 (南 から)

SW01 断面A― A′ ① (南 から)

:i:|I Ii

SW01 断面B― B′ ① (東 から)

SW01-煙 道 断面 (東 から) SW01-煙 道 平面 (東 から)

SW01 断面B― B′ ② (東 から)

|ミゞ

SW01 断面A― A′ ② (南から)

写真図版20 炭窯跡 (1)I SW01(1)
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SW01 炭化材出土状況 (南 から) SW01 作業風景 (南東から)

SW02 平面 (南東から) SW02-煙 道部 平面 (南東から)

SW02 断面A一 A′ ① (北東から) SW02 断面B一 B′ ① (南東から)

SW02 断面B― B′ ② (南東から)              SW02-煙 道部 平面 (南東から)

写真図版21 炭窯跡 (2):SW01(2)。 02
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写真図版23 土器 (2)
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写真図版24 土器 (3)
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写真図版25 土器 (4)
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写真図版26 土器 (5)
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写真図版27 土器 (6)
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写真図版28 土器 (7)。 土製品
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写真図版29 石器 (1)
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写真図版30 石器 (2)
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写真図版31 石器 (3)
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写真図版33 石器 (5)。 石製品
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写真図版35 遺跡 :調査区全景、
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所収遺跡 所在地

コー ド
封ヒ 緯 東 経

調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

八木沢 Ⅱ遺跡

岩手県宮古市

大字八木沢第

3地割字中村

129ほ か

03202 LG43-0205
39Fx
37分
15秒

141度
55ケ}
42ん少

2007.04.12

2007.08.10
7,500 rr

三陸維貫自動車
道宮古道路建設
事業に伴う緊急
発掘調査

卜

離
跡

ン

い
迫
還

ラわ柳　畑

や
八

　

ノ

岩手県宮古市

大字八木沢第

8地害J字駒込

7-1ほか

03202 LG43-0279
度
分
秒

141度

55分
51秒

2007.10.09

2007.10.25
700rド

三陸縦貫自動車
道宮古道路建設
事業に伴う緊急
発掘調査

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八木沢 Ⅱ遺跡 集落跡

縄文時代

代
代

古
現

竪穴住居跡
竪穴状遺構
陥し穴状遺構
土坑
焼土遺構
竪穴住居跡
炭窯跡

棟
棟
基
基
基
棟
基

４

２

６

２４

２

２

２

縄文土器 大コンテナ4箱

土製品     8点
石器      44点
石製品     2点
陶磁器     14点
鉄製品     4点

縄文時代中期中葉～末葉の集
落跡

卜
跡

ン
遺

ラ柳
脚

八
ノ

狩場跡 縄文時代
陥し穴状遺構
土坑

基

基
な し

要 約

八木沢Ⅱ遺跡は、連続する尾根部と谷部、また八木沢川の支流が形成した低地面からなる。縄文時代は、

調査区北側の尾根上に竪穴住居跡や貯蔵穴を構築して居住の場とし、低地には陥し穴をつくっていた。古代
には緩斜面部に竪穴住居跡が構築されており、調査区南側の尾根の中腹では、現代の炭窯跡が検出された。
この遺跡では、縄文時代から現代まで、多岐にわたる時期の遺構が確認され、時期により土地利用が異なる
ことが明らかとなった。

八木沢ラントノ沢 I遺跡は、調査区が尾根部から谷部に向かう急斜面上に位置し、縄文時代と推定され

る陥し穴状遺構 1基、時期不明の上坑 1基が検出された。当該地点は、縄文時代には、主に狩猟の場とし

て利用されていたものと推測される。
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